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「カイ────────っ、カイってば、カイってば、カイってばどこどこどこ!?」

　政府宮殿。

　広大なウルザ連邦の中心であり、王都ウルザークの象徴であるツインタワー。その一階ホールに、愛らしい少女の声が響きわたった。

「カイ────？」

「そんな大声出さなくても、ここにいるよ」

　一階ホールの昇降機エレベーター前で。

　もう三十年も使われていない昇降機エレベーターの装置の埃ほこりを取ってケーブルを繫つなぎ直す。そうした修復作業の手を止めて、カイと呼ばれた少年は額の汗をぬぐい取った。

　カイ・サクラ＝ヴェント。

　暗い群ぐん青じよう色いろの髪に、同系色の瞳をした十七歳の少年。

　人類庇ひ護ご庁の戦闘衣──対他種族用に量産された兵服をまとい、その身体からだは日々の鍛錬によって確かな力強さを湛たたえている。

「どうしたんだリンネ？」

「っ！　あ、カイがいた───！」

　こちらの姿を見るなり、金髪の少女がぱっと表情を明るくした。

　リンネ。

　翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうに、淡い金髪をなびかせて走ってくる。

　愛らしく可か憐れんな面立ちに、上気した頰ほおの淡い色香。細身ながらも胸は女性らしい起伏に富み、薄地の服ごしに腰の曲線もくっきりと浮かびあがっている。

　外見は十六歳前後だろう。

　正確な年齢はリンネ本人にもわからない。この少女が、数多あまたの種族の血が入り混じった特異な生まれであるからだ。

　そんなリンネが──

　持っていた窓拭き用のタオルを思いっきり振りあげた。

「カイ、大変なの！　大変なんだから！」

「え？　たしか掃除の手伝いを頼んでただけだろ」

「そうなの、こっちこっち！」

　リンネに手を引かれてホールの奥へ。

　その通路でカイが見たものは罅ひびの入った窓ガラス。全部で四枚、いずれも蜘く蛛もの巣状に亀裂が入っている。

「あれ、割れてる？　おかしいな、ここの窓ガラスは新品に取り替えたはずなのに」

「わたしが窓ガラスを拭こうとしたらね、もう壊れてたの」

「……なるほど」

　リンネが手にしているのは窓拭きタオル。

　そして罅の入った窓ガラスを、カイは交互に凝ぎよう視しした。

「ガラスの表面。四枚とも水滴がついてるな。まるで水を絞ったタオルで拭いたみたいな痕あとがついてる」

「あぅっ!?」

　小さく悲鳴を上げて、金髪の少女がタオルを後ろに隠した。

「わ、わたしじゃないよ？　ガラスを割ったのはわたしじゃないもん」

「……窓ガラスを拭こうとして力加減を間違えたか？」

　リンネは、無数の種族が入り混じった混こん沌とん種。

　竜や獣人の特徴ゆえか。外見こそ華きや奢しやではあるが、この細い腕のどこにこれだけの力があるのだと思うくらい、腕力も強いのだ。

　慣れない窓ガラスの拭き掃除で、うっかりガラスを割るのはありえる。

　と思ったが──

「ち、違うもんっ」

　リンネが何度も何度も首を横にふって。

「わたしが来た時にはガラスが割れてたの。犯人はきっと人類反旗軍レジストの傭よう兵へいだよ。向こうで掃除してる人間たちが怪しいと思うの」

「よしわかったリンネを信じる」

「っ、カイありがとう！」

「ところでリンネ、ガラスを割った時にケガは？　破片が刺さると危ないぞ」

「全然平気だよ。割っちゃった瞬間にすぐ手を引っこめ──────────────────…………あ……」

「そうか割っちゃったか」

　頷うなずくカイの目の前で、リンネの笑顔が凍りついた。

「リンネ」

「…………」

　じーっとこちらを上目遣いに見つめる少女。何かを言いたげに、だがそれも途と中ちゅうで喉の奥に飲みこんで。最終的に出した返事こたえは。












「……ごめんなさい」

「わかればいい」

「……ねえカイ。怒ってる？」

「んー。そうだな」

「…………や、やっぱり怒ってるよね？」

「素直に謝ったから今回は怒らない」

「っ！　カイやっぱり好き！」

　嬉うれしそうに跳びはねるリンネに、カイは内心で苦笑した。

　ガラスは勿もつ体たいないが、事情を話せば強く叱られることもあるまい。政府宮殿ここを悪魔族から奪い返した大勝利。その最大の功労者がカイとリンネであるからだ。

　今から七日前──

　悪魔族からの王都ウルザークの奪だつ回かい。冥めい帝ていヴァネッサとの死闘。リンネの力なくして、どちらも成し遂げることはありえなかった。

「ジャンヌに言ってくるよ。窓ガラスなら予備もあるだろ」

「ジャンニャ？」

「ジャンヌな。リンネも一緒に来るか？」

「ううん、いかない。会議室って人間がたくさんいるんでしょ。一階の方が広いし人間も少ないから、ここがいいかも」

　リンネが顔をしかめる。

　異種族である彼女は、人間を含む他種族から迫害された過去を持つ。彼女の命を救ったカイだけが特別で、基本的には人間のことも苦手なのだ。

　天使と悪魔の特徴が合わさった天魔の翼。

　髪に隠れた耳はわずかに尖とがっていて、エルフの特徴を帯びている。

　背中の翼は折りたたんで服の下に隠すことができるのだが、カイ以外の人間に見られたら大騒ぎになるだろう。

「わかった。俺がジャンヌのとこ行ってくるから、リンネはここで休憩しててくれ」

「はーい！」

「俺がいないからって暴れるのは禁止だからな」

「うん。カイがそう言うなら暴れない」

　言わなかったら暴れていたのだろうか。

　そんな怖い想像をしたものの、目の前の少女はニコニコとこちらを見上げるばかり。その愛らしくも無む垢くな笑顔に根負けしたのはカイの方だった。

「いってらっしゃい」

「すぐ戻るよ」

　リンネに背を向ける。

　試運転もかねて、自分が修復したばかりの昇降機エレベーターを起動。十階へ。

「よかった動いた。……だけど、やっぱりまだ慣れないな。たかが昇降機エレベーター一つが動いただけで感動する世界なのか。俺が今いる世界は」

　昇っていく昇降機エレベーター。

　冷たい壁によりかかり、カイはふっと天井を仰いだ。

「……俺の覚えてる世界を取り戻す。英シ雄ド、アンタの代わりにさ」




　ある日、世界は「上書き」された。

　少カ年イの目の前で、すべての歴史が上書きされる『世界輪りん廻ね』によって──




　およそ百年前のこと。

　カイの記憶する正史では、世界の覇権を争って五つの種族が死闘をくり返していた。

　五種族大戦。

　その戦いに勝利したのが英雄シドに率いられた人類だ。人類は四つの敵種族を撃破し、世界の辺境に封印した。

　そのはずだった。

　──英雄「冥めい帝てい」ヴァネッサを頂点とし、強大な法力を振るう悪魔族。

　──英雄「主しゆ天てん」アルフレイヤを頂点とし、天使やエルフで構成された蛮神族。

　──英雄「霊れい元げん首しゆ」六リク元ゲン鏡キヨウ光コを頂点とし、幽体ゴーストなど極めて特殊な存在の聖霊族。

　──英雄「牙が皇おう」ラースイーエを頂点とし、巨大な獰どう猛もう獣たちの幻獣族。

　だが。

　その歴史は消滅した。

　正史と逆の結末──世界は、「人間が五種族大戦に敗れた」別史に書き換えられたのだ。カイは、そんな『世界輪廻』の瞬間を覚えている唯一の人間である。

　……正史を覚えているのは俺とリンネだけ。

　……あとは誰も正史を覚えちゃいない。

　正史で人類を率いた英雄シドが、この別史の世界では存在しない。英シ雄ドの不存在ゆえに人類は四種族に敗北した。

　それが今の世界の現状である。

「……なんて。俺だってホントは自分のことで精一杯で、人類全体の状況がどうかなんて大それたこと言える身じゃないんだろうけどさ」

　世界から忘れられた少年──

　この上書きされた世界で、英シ雄ドと同様、カイは存在しないことになっているのだ。両親や親族の消息は不明。かつての同僚も上司もカイを覚えていない。

　唯一の救いがあるとすれば──

　自カ分イとリンネが、王こ都こを悪魔族の支配から奪い返したことだろう。結果的に、この地のウルザ人類反旗軍レジストの傭よう兵へいからの信頼も得た。

　中でも大きいのが指揮官ジャンヌとの接点だろう。

「ふしぎな感覚だよな。子供の頃から遊んでた女の子ジヤンヌが、こっちの世界だと連邦の救世主なんて呼ばれるくらい出世してるんだから」

「……カイ？」

　昇降機エレベーターが停止。

　扉が開いた目の前に、銀の鎧よろいをまとった男装の騎士がいた。

　ウルザ人類反旗軍レジストの指導者ジャンヌ。凛り々りしく端整な目鼻立ちは、精せい悍かんながらも麗うるわしい中性的な魅力を滲にじませている。

「どうしたカイ。君から十階に来るなんて珍しい」

「よかったジャンヌ。話というかお願いというかお詫わびというか」

「私に？」

　彼女の後ろには二人の部下。いずれも体格のいい屈強な統括隊長たちと共に、ジャンヌが昇降機エレベーターの前で立ち止まった。

「一階通路の窓ガラスを破損した。ごめん」

「……またか」

「また？」

「どうせ君ではなくリンネだろう？　昨日はホール天井の照明を割って隊長に叱られていた。聞いてないか？」

「いや全然。初耳だけど……」

　カイが知っているのは、昨日、リンネが天井の照明を交換する手伝いをしていたことのみ。そこでの失敗は聞いていない。

「リンネのやつ、俺に叱られるのが嫌で内緒にしてたな」

「隊長に怒られた時は反省していたらしい。叱るにしても程々にしてやってくれ。なにせ冥帝ヴアネツサを倒した立役者だ。拗すねてもらっては困る」

　小さく微苦笑するジャンヌ。

　その面影が──




〝カイだけね。子供の時から遊んでくれて、今も一緒にいてくれて〟

〝……その……あの、私、いろいろ期待しちゃっていいの？〟




　最後に見た彼女の姿と、重なった。

　一緒に買い物に出かけて二人で交差点を歩いていた。世界輪りん廻ねによって世界が上書きされたのは、その直後のことである。

　今のジャンヌは、幼なじみの自カ分イのことを覚えていない。

「カイ？」

「あ、ああごめん。話は聞いてたから」

　名を呼ばれ、カイははっと我に返った。

　今の彼女はウルザ人類反旗軍レジストの司令官ジャンヌ。ウルザ連邦の民から「霊光の騎士」と讃たたえられる男装の騎士である。

　……肌に日焼けの化粧をして、顔の雰囲気を男っぽく仕上げてる。

　……鎧よろいを着てるのは体型を隠すため、か。

　喉からボーイッシュな声を絞りだし、自慢の銀髪は、男としては長すぎるため後ろで結わえている。

　実際、ジャンヌの男装はカイ視点でも実に見事だ。

　少女めいた美貌の青年という印象的な風貌も、指揮官という役付けによく映える。

「それで、リンネの割ったガラスの件だけど」

「後で取りかえるが、今日明日は私も部下も慌ただしい。君はリンネの相手をしてやってくれ。彼女から目を離さないように」

「わかった。これ以上ガラスの犠牲は出さない」

「頼んだ。何しろ──」

　視線を、十階通路の窓へと向けるジャンヌ。

　澄みわたる空。

　七日前まで、この青空は、翼もつ悪魔の群れで埋めつくされていた。

「ようやく取り戻した王都だ。一日でも早く本部移設を完了したい。この政府宮殿が新たなウルザ人類反旗軍レジストの本部になる」

「人類特区ヒユーマンシテイからの移住もだろ？」

「──それは気が早い」

　嗄声ハスキーボイスと共に響く足音。

　ジャンヌの前で立ち止まって一礼、流れるような挙動で女幹部がカイへとふり向いた。

　護衛官・花琳フアリン。ジャンヌに付きしたがう要人警護パーソナルガードである。

　年齢は二十代中頃だろう。

　冷たい灰色の双そう眸ぼうに、彫りが深く端整な面立ち。

　男の傭よう兵へいに並ぶ上うわ背ぜいを持ちながらも全身はしなやかに鍛えられ、筋肉の鈍重さを感じさせない佇たたずまいは雌め豹ひようのソレを思わせる。

「この連邦の人間は、三十年前、悪魔の軍勢に敗れて領土を奪われた。そして地下や廃はい墟きよに逃げて生活していたわけだ」

「──ああ」

　当たり前のように話す花琳フアリンだが、カイにとっては不慣れな「常識」だ。

　ここウルザ連邦は悪魔族との大戦に敗れ、人間は人類特区ヒユーマンシテイと呼ばれる隠れ都市で生活している。

　……それが世界中だっていうんだもんな。

　……悪魔族だけじゃなくて蛮神族、幻獣族、聖霊族にも人間の都市が奪われてる。

　だが。

　悪魔の英雄ヴァネッサを撃破したことで立場は逆転。事実、この王都からは悪魔が一体残らず撤退した。

「冥帝ヴアネツサを撃破した価値は計り知れない。しかし悪魔は個体数が多い」

「……そうだな」

　人間の次に個体数が多いとされる悪魔族。

　それが報復を狙って押し寄せてくる可能性は、確かに懸念すべき点だろう。

「悪魔の撤退が確認できたのは、王こ都こだけ？」

「そういうことだ。ウルザ連邦中の人類特区ヒユーマンシテイの住民をここに移住させることは難しい。見てのとおり多くのビルは廃墟同然だからな」

　窓向こうを指さす女護衛。

　立ちならぶビルはいずれもひどく損傷している。三十年前の悪魔族の襲撃で破壊された当時のままである。

「それにまだ一週間だ」

　花琳が肩をすくめてみせる。

「悪魔が王都から撤退してわずか七日。民衆の中には悪魔の撤退に半信半疑な者も少なくない。何より、三十年も生活していれば住民も人類特区ヒユーマンシテイに愛着がわく」

「ああ、そっか……」

　人類特区ヒユーマンシテイに愛着という発想は、カイには思いつかなかった。

　都市に暮らすのが当然だった正史とは違う。この別史の世界の人間にとっての拠点は、あくまで人類特区ヒユーマンシテイなのだ。

「ウルザ連邦の悪魔が全滅したわけでもない以上、人間が地上で暮らすのはまだ先になる。そしてジャンヌ様──」

　花琳が、目で合図。

「会議のお時間です。会議室へ」

「もちろん。出向こうとしていたところだ」

　花琳フアリンと共に歩きだす指揮官ジャンヌ。

　と思いきや、何かが閃ひらめいたような素振りでふり向いて。

「カイ、夕方は空けておいてくれ。リンネも一緒に」

「遠征の件？」

「ああ。この本部移設と並行して花琳に話を進めてもらっている。君たちの意見も聞きたいからな」

　統括隊長二名と花琳。その三人を従えてジャンヌが身をひるがえす。

「……じゃあ俺はリンネの話し相手かな」

　再び昇降機エレベーターで一階へ。そこのロビーで待っているだろう。てっきりそう思っていたが、扉が開いた先にリンネの姿はなかった。

「あれ。おい、リンネ？」

　政府宮殿の一階フロアを歩いて回る。

　まわりにウルザ人類反旗軍レジストの傭よう兵へいもいるのだが、彼らは本部移設のために機器や荷物を運ぶのに大忙し。なかなか声をかけられる状況ではない。

「もしかして待つのに飽きて隠れんぼか？　こんな大きい建物に隠れられたら一日あっても見つからないぞ。なあリンネ、どこだ！」

　名前を呼んでも返事がない。

　いつも数秒と経たたずに駆けつけてくることを考えれば、違和感といってもいいだろう。

「どこかで昼寝ならいいんだけど」

　カイと一緒にいる──

　いつもそう言って離れようとしないリンネだからこそ、不安になる。

「リンネ？　おいリンネ」

「────」

「なんだ、そんなところにいたのか」

　ウルザ政府宮殿の一階入り口。鋼鉄製の扉を一歩出たところに少女はいた。

　淡い金髪を風になびかせながら。王都ウルザークの廃はい墟きよビル群を眺めている……ように、カイには映った。

「空気を嗅かいでたの」

　横顔を向けたまま、ぽつりと呟つぶやくリンネ。

「ねえカイ。臭においが違う気がする」

「ん？　外の空気が吸いたくなったのか？　ビルの中は空気の通りも悪いしな」

「ううん」

　廃墟ビル群、その奥まった陰をリンネが指さした。

「悪魔の臭い。さっきビルの中まで漂ってきたから、それで外に来たの」

「……なんだって？」

　王都から悪魔族は撤退した。

　ここ数日、ウルザ人類反旗軍レジストの傭よう兵へいが都市を巡回しているではないか。カイとリンネも同行して安全を確認したばかり。

　……悪魔の臭におい？

　……それも政府宮殿のこんな近くから!?

　ここは七日前まで冥めい帝ていヴァネッサの塒ねぐらだった場所。

　考えられるのは復ふく讐しゆう。人間が奪い返した政府宮殿へ、冥帝の配下が忍び寄ってきている可能性だろうか。

「リンネ、悪魔の数までわかるか？」

「はっきりはわからないけど、臭いが強くないから多くはないと思う」

「多くないっていうと」

「四体か五体くらい。十体は絶対いない」

「じゃあ斥せつ候こうか」

　人類特区ヒユーマンシテイ・新ネオヴィシャールが悪魔の集団に襲われた時は、地下の入り口が斥候の彫像魔ガーゴイルに見つかったことが発端だった。

　同じく、今回も悪魔の斥候か？

「さすがに放っておけないな。どうするリンネ、人類反旗軍レジストの傭兵に話は──」

「ううんいらない」

　即答だった。

　あまりにも潔いリンネの答えは、だがカイの予想の範囲内でもある。

「わたし強いもん。カイにはわたしがついていれば平気」

「……わかった。信用する」

　混こん沌とん種であるリンネの強さは疑いない。

　本人いわく「四種族の英雄にはちょっと勝てない」が、それ以外ならばどんな相手とも同等以上に戦えるとのこと。

　そしてカイも、冥帝ヴァネッサとの死闘でそれを確かめている。

「カイ、あっちのビルの方だよ」

「待った。事前連絡なしってのは後でジャンヌに怒られる」

　懐中から通信機を取りだす。

　カイが正史で所属していた人類庇ひ護ご庁の支給品ではなく、ウルザ人類反旗軍レジストから借り受けたものである。

「アシュラン」

『…………あー、カイか。なんだよいきなり』

「今どこにいる？」

『午前と同じさ。政府宮殿ビルの三階倉庫の大掃除だよ。三十年も使ってなかったせいで埃ほこりとカビがとんでもねえ。うげっ、でけぇクモがいる……！』

　通話機に出た傭よう兵へいはアシュラン・ハイロール。

　正史ではカイの同僚だった青年である。この世界でカイを忘れていたが、本人の剽ひよう軽きんな性格ゆえ、あらためて打ち解けるまで時間はさほどかからなかった。

『こっちは大忙しだぜ？　何かあったなら手短に頼む』

「二十秒でこと足りる」

　リンネの方に目配せして。

「政府宮殿から七時の方角、悪魔の斥せつ候こうを発見した」

『あー。わかった頑張れよ……………………っておい!?　ちょっ……ちょっと待て！』

「大勢で近づけば敵に見つかる。俺とリンネで様子を見てくるから」

『おおおおおいいいいいいいっっっ!?』

　電源を切る。

　これでアシュラン側から通信が入ることはない。カイが悪魔の集団に近づいている時に通信機が鳴りひびく可能性があるからだ。

「あのビルか？　上半分が壊れてるビル」

「うん。あの裏側」

　ひび割れた舗装路を歩いていくリンネ。

　かつての悪魔の襲撃で道路はあちこちが破損し、ひび割れたスキマからは雑草。道路の窪くぼみには沼ができ、見たこともない虫がそこら中に。

　これが今の王都。

　悪魔に支配された地上の景観なのだろう。

　……ここだけが特別じゃない。

　……蛮神族や聖霊族、幻獣族に奪われた都市もこんな感じらしいもんな。

　リンネと並び歩きながら。

　カイは、担いでいた金属ケースから黒塗りの銃剣を取りだした。

　汎用型強襲銃剣「亜竜爪ドレイクネイル」。

　幻獣族の一種である亜竜ドレイクの爪をモチーフに、大戦の記録をもとに人類庇ひ護ご庁が開発した対他種族専用の武器である。

「ねえカイ、わたしもう翼だしてもいいの？」

「まだ我慢な。人類反旗軍レジストの誰がこっちを見てるかわからない」

「法術も？」

「ああ。悪魔を見つけてもギリギリまで攻撃は控えてくれ」

　王都に忍びこんできた理由を確かめる。

　侵略目的ならば、ジャンヌに報告してウルザ人類反旗軍レジストを挙げて抗戦の準備が必要になるだろう。

　だが、それでもカイの内心には疑問が残っていた。




〝賞賛に値する〟

〝余の敗ま北けだ。この領土ウルザ、貴様にくれてやる〟




　冥めい帝ていヴァネッサは、カイに対してそう宣言した。

　悪魔の英雄が敗北を認め、塒ねぐらであった政府宮殿や王都を明け渡すことを宣言したのだ。

　なのに。

　残った悪魔たちが冥帝の命に逆らう真ま似ねをするだろうか。

「リンネさ。俺たち昨日もこのあたり見てまわったよな」

「うん。昨日は悪魔の臭においなんてしなかったよ。わたしも調べたもん」

　リンネが瓦が礫れきを悠々と飛びこえていく。猫のように身軽な跳躍は獣人──すなわち幻獣族の脚力によるものだろう。

　臭いが漂っているというビルの正面へ。

　そこまで辿たどりついたリンネが、はたと足を止めて辺りを見回した。

「……臭いが消えちゃった」

「風向きか？」

「ううん違うの。そういう消え方じゃない。……おかしいよ！」

　ビルの裏側へとリンネが小走り。

　廃ビルに囲まれて日陰となった場所から、目の前のビルを仰ぎ見て。

「──────っ！」

　直後、その背中から天魔の翼が飛びだした。

　翼の付け根は鴉からすのような濡ぬれ羽ば色いろ、そして先端は純白。そんな天使と悪魔の特徴を兼ねそなえた翼を少女が広げる。

　その意味を、カイは誰よりもよく理解していた。

　臨戦態勢。それもリンネが全力を必要とすると判断した場合の戦闘形態である。

「……強い法力ちから。カイ、だめこっち来ないで！　罠わなよ！」

「なにっ!?」

　地面の亀裂からあふれる暗色の光。

　ザァッと大雨じみた音と共に、闇色のドームがビルを覆おおいつくしていく。

　結界。

　カイたちが範囲外に逃げるより先に、闇のドームは閉じきっていった。

「悪魔の結界か！」

　暗色に輝く薄壁。外の様子は一切覗うかがえないうえに太陽の光も入ってこない。この場所だけ異空間になったような有様だ。

「こんな結界──」

「リンネやめろ！」

　咄とつ嗟さにリンネが結界の境目へと手を伸ばす。その華きや奢しやな指先が触れた途端、雷光に似た光の糸が蛇のごとくリンネの爪に巻きついた。

　弾はじける光。

　指先を灼やき、リンネの手から滴り落ちる血の一筋。

「痛っ……」

　顔を歪ゆがめた翼の少女が見上げるのは、ビルの屋上。そこに悠然と佇たたずむ三つの気配を睨にらみあげて。ぎしり、と歯を食いしばった。




「あら怖い顔。でも分をわきまえなさい？」




　羽ばたき音。

　悠然とした笑みを浮かべ、一体の夢魔サキユバスがビルの屋上から降りてくる。

　外見は十五か十六の少女だろう。

　色素の薄い蒼あお髪に黄金色の瞳。細身ながらも妖艶グラマラスな肉体はさすが夢魔サキユバスというべきか。魔性の肢体を見せつけるような露出の派手な衣装とイアリング。

　そんな悪魔の笑みが、瞬時にして激げき昂こうに変わった。

「見つけたぞ人間！　お前か………………ヴァネッサお姉様を倒したのはっ！」

　夢魔サキユバスの全身から噴きだすのは黒い風。

　猛烈な力の奔流。人間ほどもあるコンクリートの瓦が礫れきがその衝撃で粉々に砕けちり、夢魔サキユバスの降り立った路面の舗装がめくれあがる。

　同時に、カイの全身からどっと冷たい汗が噴きだした。

　肌で感じる異様な力と殺気は。

　……法力っ!?

　……なんだ、こいつのこの……尋常じゃない力！

　悪魔の英雄ヴァネッサの重圧感は、カイが死を覚悟し、リンネさえ思わず恐怖したほどだった。

　そして、この夢魔サキユバスの気迫はそれに迫る。

「息の根を止めてくれるぞ人間っっっっっっ！」

「世界座標の鍵コードホルダー！」

　英雄シドの剣。

　カイの呼び声に応え、亜竜爪ドレイクネイルが瞬またたく間に神々しい輝きの剣色へと変貌していく。

　黒塗りの銃剣から、透きとおった陽光色の剣へ。

　冥めい帝ていヴァネッサを倒した切り札。この場で構えなければ死ぬ。その直感に従い、カイは一切の出し惜しみなく英雄の剣を召喚した。

「人間っっっっっっっ！」

「来い！」

「──────────なんちゃって？」

　ぱたん、と翼を畳む夢魔サキユバス。

　妖艶グラマラスな肉体からあふれ出していた法力もみるみる鎮まって、結界の内側が先の無風状態に戻るまで時間は数秒とかからなかった。

「やーねー。そんな怖い顔しないでよ人間？」

「……何のつもりだ」

「自己紹介のつもり」

　黒の口紅がひかれた唇をきゅっとつりあげて、夢魔サキユバスが嗤わらった。

「私は夢魔サキユバスのハインマリル。ヴァネッサお姉様が倒されたって聞いたら、どんな人間か気になるのが当然でしょ？」

「…………」

「意味、わかる？」

「……大方は理解したつもりだ」

　冥帝ヴァネッサを倒した人間に対し、臆せず姿を現して名乗り出る。そしてあの膨大な法力もそう。推測に必要な要素は既に提示されている。

「悪魔の二番手ナンバーツーか？」

「そういうこと。人間には『英雄級』って言われることが多いかしら。でも私は自分で夢魔姫サキユバスクイーンって名乗る方が好き。恰かつ好こういいでしょ？」

　英雄級。

　いま夢魔サキユバスが口にしたのは、人間が他種族を評価する際の「危険指数」である。一般に、四種族は長く生きるほどに力を増して手に負えなくなる。

　四段階。これが悪魔の場合ならば。

　十年級──廃はい墟きよを徘はい徊かいする斥せつ候こうたち。訓練された傭よう兵へいならば撃退可能。

　百年級──傭兵部隊でようやく勝負になるが、常に死の危険を伴う。

　千年級──強大無比。人間があらゆる手段で挑んでも常に全滅する可能性がある。

　英雄級──冥帝ヴァネッサ。あるいはそれに準じる個体。目撃されているのは数体のみ。

「あ、ちなみに上の二体もよ」

　ビルの屋上に佇たたずむ影を指さす夢魔サキユバス。

　暗い結界内のためカイの目では見通せないが、こちらは夢魔サキユバスハインマリルより大柄なシルエットのように映る。

　……英雄級の悪魔。

　……冥めい帝ていに近い強さの悪魔なんて怪物同然。そんなのが三体も？

「お姉様のいない現い在ま、悪魔の代表三体がここに来てるわけ。光栄に思いなさい？　だから、そこの混こん沌とん種」

　リンネを見やる悪魔の少女。

　カイと夢魔姫サキユバスクイーンが対たい峙じするなか、リンネは天魔の翼を広げ、爛らん々らんと目を輝かせてビルの屋上を睨にらみつけていた。

「粗野ね。話の筋を読みなさい」

「……カイ？」

　リンネが目配せ。

　ハインマリルと名乗る夢魔サキユバスは「自己紹介」と言った。いまは翼も畳んで戦闘の意思も感じられない。

「承知した。荒事のつもりがないなら、まずは用件を聞く」

　世界座標の鍵コードホルダーを下ろして地に突き刺す。

　それがひとまずの不戦の意思であることを察したのか、夢魔サキユバスの少女が楽しげに頷うなずいてみせる。

「カイって呼ばれてたけど、それがあなたの名前？」

「そうだ」

「じゃあそう呼ぶわ。人間の名前なんて覚える気ないけど、ヴァネッサお姉様を倒したのなら特別待遇で。すぐ忘れちゃうだろうけど」

　背後のもっとも大きな瓦が礫れき。

　先の法力の嵐にもかろうじて耐えた唯一のコンクリート塊を椅子代わりに、夢魔サキユバスがそこに腰かけた。

「その剣、ちょっと変わってるわね。……法力とは違う力？　光ってる力の正体がわからないけど人間の造った物とは思えないわ」

　シドの剣をじっと見つめる夢魔姫サキユバスクイーン。

「それがお姉様を倒した剣ね」

「…………」

　無言を貫つらぬくカイ。

　対し、強大なる悪魔は冷笑とともに肩をすくめた。

「答えないのは良い判断。けれど──」

　冷たい声。艶あでやかな唇から紡がれる声は、それだけで人間など凍いてつかせてしまうほどに強力な言こと霊だまをおびている。

「調子に乗らないで。奇き蹟せきに奇蹟を重ねて冥帝おねえさまを倒したとはいえ、私たち三体が王都にいればお前たちの勝利はなかった」

　冥めい帝ていとの戦闘時、この三体の英雄級は一度も姿を見せていない。

　ではどこにいたのか──

「ウルザ連邦の国境か」

「ええ。私たち三体で蛮神族、幻獣族、聖霊族を見張っていた。まさか人間が王都に攻めてくるなんて思わないじゃない？　全面戦争になったってお姉様が負けるわけない。だから報告を受けて驚いたわ」

「そうだとして目的は何だ。冥帝ヴアネツサの仇あだ討うちか？」

「あははっ、まさかぁ」

　夢魔サキユバスが嗤わらった。

　その豊満な胸ごと身体からだを大きくふるわせて。

「お姉様は大好きだけど、お姉様がいない間しばらく私が一番になれるんだから、むしろ感謝したいくらい」

「……いない間？」

「そこまで答える義理はないわ」

　足を組み替える夢魔サキユバス。

　ただでさえ露出している太ももが大きく露あらわになるが、それを恥じらう様子はない。むしろ悪魔の少女は楽しんでいるのだろう。

「お姉様が倒されたから王都は譲る。でも、これで私たちが全面的に敗れたとは思わないことね」

　思い上がるなよ人間──その冷ややかな口ぶりが言外にそう伝えてくる。

　これは敗北宣言ではなく警告。

　奇襲を許すのは一度のみ。次に同じことをすれば、三体の英雄級悪魔が今度こそ人間を滅ぼすだろう、と。

「国境にいた悪魔の数は、王都にいた悪魔の比じゃない。わかってるわね？」

「……知ってるよ」

　想像していたことだ。

　それを逆手に取ったからこそ、カイたちは王都奪だつ回かい作戦を実行したのだから。




〝王都にいる悪魔はそう多くないと俺は思う〟

〝どうして？〟

〝悪魔あいつらが、人間を最ハ初ナから相手にしてないからさ。悪魔が敵対ライバル視してるのは残る三種族。つまり大陸の南、東、西を支配する聖霊族と蛮神族と幻獣族だ〟




　カイの予想は結果的に的中していた。

　だがこれほど強大な悪魔が三体もいるというのは、カイにとってもウルザ人類反旗軍レジストにとっても想定外。

　……確かに脅しってわけじゃない。

　……こいつが言ってることには信しん憑ぴよう性せいがある。

　三十年前、王都は冥めい帝ていヴァネッサ一体を止めきれずに壊滅した。

　ならばこの三体が集結した以上、政府宮殿の人類反旗軍レジストなど一夜で壊滅しかねない──と暗に示すために、この夢魔サキユバスは現れたのだ。

「王都は人間おれたちに譲る。だけどそれ以上の譲歩はないと？」

「そういうことね」

「理解した。ただ、お前は誤解していることがある。俺はこの地の人間の代表じゃない。人類反旗軍レジストの代表は他にいる」

「どうでもいいわ。私が話をしてるのはカイあなた。他の人間には興味ないもん」

「……なら、俺からソイツに話を通す。それで文句ないな」

「ええ。せいぜい前向きに検討してちょうだい」

　夢魔サキユバスの少女が愉快そうに目を細める。

「ああ、そうそう。焚たきつけるようだけど、あなたがあと三つの種族と戦うのは大歓迎よ。応援してあげてもいいわ」

「蛮神族と幻獣族と聖霊族……？」

「どうせそのつもりでしょ。この地上で人間が奪い返したのはちっぽけな王都一つ。これで満足なんて顔には見えないから」

「それで心を読んだつもりか？」

「私、夢魔サキユバスだもん。人間を見る目はあるわ。人間以上にね」

　お見通しよ？

　意味深なウィンクを向ける夢魔サキユバス。

「強い人間は好き。私を前にして警戒を緩めないのも好き。さっきからずっと誘惑してあげてるんだから、少しくらい気を抜いてもいいのに」

「冥帝ヴアネツサと似たようなこと言うんだな」

「それが夢魔サキユバスだもん」

　夢魔サキユバスハインマリルが瓦が礫れきからゆっくりと立ち上がる。

「悪魔わたしたちは態勢を整えるまで身を潜める。だからしばらく互いに不干渉。こっちから手を出すことはないから安心して？」

「しばらくっていうのはいつまでだ」

「カイあなた次第」

　翼を広げる夢魔サキユバス。

　蒼あお髪が風を受けて大きくうねり、その小柄な身体からだが宙に浮いた。

「私が警戒してる人間はあなた一人。あなたが恐れるに足りないとわかれば人間ごときに遠慮する必要はない。すぐにでも王都を奪いにくるかも」

「……遠回しな宣戦布告か？」

「とっておきの親切よ。事前に言ってあげるんだから。だからほら、そこの混こん沌とん種もそろそろ睨にらむのをやめたらどう？」

「嫌イヤ」

　敵意のまなざしで夢魔サキユバスを睨みつける、リンネ。

　英雄級の悪魔を前にしても臆さない戦意は頼もしい。しかしカイの内心には、リンネがいつこの夢魔サキユバスの気分を逆さか撫なでしないかという不安もある。

　火に油を注ぐようなもの。

　ここでの諍いさかい一つが、悪魔と人間の全面戦争にも発展しかねない。

「カイはわたしが守るの。だから睨むのをやめない」

「殊勝なことねぇ。人間でもないくせに人間がそんな大事だなんて」

　楽しげに声を弾ませて。

　空へと飛び上がった高位悪魔が、黄金の瞳でじっとこちらを見下ろしてきた。

「カイ、あなたはあなたが思っている以上に悪魔から注目されてるの。だから約束なさい。冥帝おねえさまを倒したんだから簡単には死んじゃダメ。冥帝おねえさまの名声にも傷がつく」

「当然だ。けど俺は、悪魔のために生きているわけじゃない」

「ふぅん？」

「俺にはやることがあるし、そのために生き残る。それだけだ」

　これは誰でもない。

　他ならぬ悪魔の英雄ヴアネツサと交わした決意なのだから。




〝世界が創り変えられる。シドはこの事象を『世界輪りん廻ね』と呼んでいた〟

〝世界を改かい竄ざんした者がいる。そやつを探しだせ！〟




　……残る三種族と戦え、だと？

　……言われなくたって。俺は、元凶を見つけだすまで立ち止まる気はない。

「ハインマリル。俺からも一つ聞きたい」

「質問次第ね」

「預言者シドを知ってるか？」

「誰それ」

「……『世界輪りん廻ね』という言葉に聞き覚えは？」

「質問は一つきりじゃなかったかしら。でも特別に答えてあげる。聞いたことないわ」

　真顔の夢魔サキユバス。

　顔を覗のぞきこむまでもなく、噓うそをついていないことは口調からも読みとれる。

　……腹心さえ知らない。

　……シドのことも世界輪廻のことも知っていたのは冥帝ヴアネツサだけか。

　なぜ悪魔の英雄ヴアネツサだけがシドの存在を思いだしたのか。

　この場で考えたところで答えは出まい。肝心の冥めい帝ていが、切除器官ラスタライザなる怪物の攻撃で消滅してしまったのだから。

「わかった。答えてくれたことには礼を言う」

「御礼はキス一つでいいわよ？」

「断る」

「つまんないの。夢魔サキユバスのキスは人間にとっても最高の歓よろこびなのに。……まあいいわ。いつか力ずくで奪ってあげたくなったから」

　悪魔の少女が、空へ。

　広げた翼でビルの屋上へと浮かびあがっていく。

「でも気に入ったから一つだけ助言アドバイス。蛮神族の領土に向かうなら主しゆ天てんアルフレイヤに注意なさい。最近のアイツは様子がおかしい」

「……どういうことだ？」

「それがわかれば苦労はしないわ。私だって領土の境目で観察してただけだもん」

　肩をすくめる夢魔サキユバス。

　二度目となるウィンクを虚空に残し、その豊満な肉体がビルの天井へと消えていく。

「強い人間は夢魔わたしの好み。気が向けばまた会いましょう？」

　そして。

　艶あでやかな少女の声が虚空に溶けて消えた時には、ビルを包む暗色の結界も、糸がほどけるように消滅した。
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「そんなまさか！　政府宮殿の目の前だぞ。ここに悪魔が……？」

　瓦が礫れきを踏みこえる足音。

　そびえたつビルに囲まれた日陰で、ウルザ人類反旗軍レジストの指揮官ジャンヌが、まじまじと辺りを見回した。

「ここは部下たちが巡回を続けている。昨夜も今朝も、何一つ悪魔の痕跡はなかったはず。いつの間に侵入し、そしてここまで近づいてきた……？」

「意趣返しですね」

　ビルの屋上を見上げるのは女護衛の花琳フアリン。

　つい一時間前、あの場所には三体もの英雄級悪魔が集結していた。

「我々が王都に奇襲をかけた時の悪魔の心境が、まさに今の我々の心境そのものだった。皮肉をこめた仕返しかと」

「同じ手段で報復できるぞという挑発か。……けれど無事で良かった二人とも」

　夢魔サキユバスハインマリルの撤退後──

　カイがアシュランに事情を報告。それから間もなく、武装した部下を連れてジャンヌが駆けつけたというわけだ。

　よほど慌てて走ってきたのだろう。ジャンヌは息を荒らげた様子で、額には小粒の汗が浮かんでいる。

「悪魔の結界に閉じこめられたと？」

「ああ、さっき話した通りだ」

　ジャンヌに応じ、カイは亜竜爪ドレイクネイルの柄を握りしめた。

　……今回は俺が迂う闊かつだったな。

　……数体の悪魔。ただの斥せつ候こうだって軽く考えてた。

　夢魔姫サキユバスクイーンを名乗る悪魔ハインマリル。

　悪魔の英雄が倒れた後の後継だろう。あの悪魔から感じる重圧感は、冥帝ヴアネツサにも迫るものがあった。

　ビル上にいた二体の悪魔もそれに近い怪物だろう。

「集まってたのは英雄級だ。冥帝ヴアネツサが倒れた中で、間違いなく最強の三体だと思う」

「ごめんねカイ。わたしがもっと用心してれば……」

　背中によりそうリンネ。

　申し訳なさそうに、その声は微風に溶けてしまうほど弱くて小さい。

「悪魔の臭においが消えたから逃げたと思ったけど、結界を張ってるのわからなくて……」

「リンネのせいじゃない。今回は相手が上うわ手てだった」

　白昼堂々と人間の前に現れる大胆不敵な仕掛け。

　意識の隙を突かれたとしか言いようがない。

　……悪魔族は力押しの暴力が得意な種族。俺は正史でそう学んでたのに。

　……こんな搦からめ手てもできるのか。

　何よりも。

　カイにとっての最大の衝撃は、不意を突かれたことではない。

「リンネさ」

　背後の少女に耳打ち。

「そもそもあんな三体、知ってたか？　俺は正史で聞いたこともなかった」

「……ううん。わたしが冥帝ヴアネツサと戦った時にもいなかった」

　そう。

　カイの覚えている正史では、あれほど強大な悪魔たちは存在していなかったはずなのだ。リンネも見たことがないという。

「あの三体、別史の世界で強くなった三体かもしれないな」

「うん。わたしもそんな気がする」

　別史こちらの世界で、ジャンヌが連邦の救世主となっているように。

　悪魔族も、他種族との数百年の交戦により、正史以上に強力な個体が生まれてきているのだろう。

「私たちの勝利は、私たちが思っている以上に薄氷の勝利だったのかもしれないな」

　腕組みするジャンヌが、こちらも抜き身の剣を提げて歩いていく。

　舗装の剝はがれた更地で。

「王都にいた強敵は冥帝ヴアネツサ一体。残る三体は、それぞれ他種族を牽けん制せいするためにウルザ連邦の辺境に散っていた……しかしカイ、リンネも」

　ふり返る霊光の騎士。

「確認だが、悪魔の目的は復ふく讐しゆうではなかった。あくまで人間との一時休戦を求めていた。そうだな？」

「王都は譲る。でも、これで悪魔が全面的に敗れたとは思うな──そう言ってた」

「悪魔たちはまだウルザ連邦のどこかに？」

「そう言ってた」

「……これは悩ましいな。花琳フアリン、お前はどう思う」

　護衛へとジャンヌが目配せ。

「我々が取りかえしたのは王都一つ。ウルザ連邦は今も大半が悪魔に奪われたままになっている。これを取り戻すのが人類反旗軍レジストの悲願だったが……悪魔やつらは、先んじて釘くぎを刺してきた」

「はい。王都以外を明け渡すつもりはないようですね」

「どう思う。我々はその休戦を受け入れるべきか？　幹部の一員として意見を聞きたい。政府宮殿に戻り次第、すべての幹部と隊長級にも意見を求める」

「────九年」

　ウルザ連邦最強の戦士、そう称される女傭よう兵へいが続ける。

「この王都を復興するまでに必要な期間です。人類反旗軍レジストに必要な工場、生産プラントの稼働を安定化させるにはさらにあと三年。それだけ時間を要するというのが専門家の予想です。それも最短で」

「王都がこれ以上の侵略を受けないとした上での想定だな？」

「はい。お答えする順序が逆になりましたが、私は好機と捉えます。向こうが身を引くと言っている以上、藪やぶを突いて蛇を出す必要はない。いずれ戦う相手であっても、今は王都の復興に力を注ぐべきでしょう」

「奴やつらは約束を守るだろうか……」

　それがジャンヌの躊躇ためらいの理由である。

　悪魔から交渉を求めてきたことなど過去に例がない。信じるに値するのかどうか。

「我々の油断を誘うための罠わなという線は？」

「その可能性もあります。が、悪魔の立場で考えた時、人間はそれほどの小細工を要する存在でしょうか。私なら、悪魔の英雄ヴアネツサが倒れたことを好機と見た蛮神族、幻獣族、聖霊族からの侵攻の方を恐れます」

「……悪魔は、素直に身を潜めるだろうと」

　ジャンヌが小さく唸うなる。

「カイ、もう一つ確認したい。夢魔姫サキユバスクイーンとやらは、私たちがウルザ連邦を出て他国の地に向かうことを予想していたと？」

「ああ。それを歓迎するとも言ってた」

「悪魔以外の三種族と人間とが戦っての潰しあい。それを悪魔たちは遠目に見ているだけ。なんと都合のいい要求だ」

　苦笑いを浮かべる霊光の騎士。

「ならば、悪魔が私たちの遠征を邪魔することは考えにくいか」

「俺もその心配はないと思う」

　ジャンヌに向けて首肯。

　悪魔側から交渉されるのは想定外だが、これで王都が悪魔から逆襲される不安は解消できたと思うべきだろう。

「人類特区ヒユーマンシテイから人材を募って王都の復興作業。その間に俺たちは遠征で、ウルザ連邦の外にある人類反旗軍レジストに協力する。だっけ？」

「そのとおりだ。ウルザ人類反旗軍レジストも二つにわける」

　ジャンヌが背後をふり返る。

　控えているのはジャンヌの率いる親衛隊。カイの遭遇情報をもとに、三体の悪魔がいたビルを調査中である。

「政府宮殿の十階会議室で、その編制を参謀と統括隊長級でまとめている」

「ジャンヌはその会議に加わらないんだ？」

「バカ」

　ジャンヌが溜ため息いき。

「その会議を抜けだして私がここまで全力疾走してきたのは、誰のせいだ？」

「……俺が悪かった」

「わかればいい」

　腕組みで応じる指揮官。

　隣では、それを見た護衛の花琳フアリンが可お笑かしそうに噴きだす仕草。普段から表情を崩さない彼女がこんな反応をするのは珍しい。

「花琳」

「失礼しました。どうぞお話の続きを」

「まあいい。その部隊編制だが、数日のうちには大方の布陣が決まる。遠征部隊と防衛部隊に振り分けて、遠征部隊は速やかに準備に移ることになる」

　霊光の騎士ジャンヌと花琳は遠征部隊。

　そこにカイとリンネが同行することまでは確定している。

「戻ろう。政府宮殿へ」












　花琳フアリンに目配せし、ジャンヌがその場で身をひるがえした。

「交代で調査部隊をここに向かわせる。悪魔が手がかりを残しているとも思えないが」

　たとえば三体の悪魔の足跡。

　悪魔族がウルザ連邦のどこへ向かったのか。むざむざ人間に有利な情報を与えるような痕跡は残すまい。

「じゃあ俺たちも戻ろうか」

　リンネに目配せし、カイはジャンヌの後に従った。
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　王都奪だつ回かいから二週間。

　ウルザ人類反旗軍レジストの本部を政府宮殿に移す作業も、既に後半へ──

「わっ。すごい明るい！」

　ビルの二階会議室で、燦さん々さんと輝く照明をリンネが見上げる。

「ここ真っ暗だったのに」

「修復できそうな照明はこれで全部かな。電気は貴重だから、テストした後は消灯するだろうけど」

　リンネが三脚を支えて、カイはその上に立っていた。

　三十年分の埃ほこりを被かぶっていた照明を取りはずし、新しい照明に取り替える。さらに潰れていた電気ケーブルを取り替える作業である。

「政府宮殿ここもようやく拠点っぽくなったかな」

　ビル内の電気設備はほぼすべて復旧。

　三十年前の悪魔の侵攻で壁に罅ひびが入っていたり、建物そのものが老朽化してはいるが、傭よう兵へいが寝泊まりする分には十分だろう。

「ここでできることはお終しまい。あとは俺たちが出発するだけだ」

「いつ出発するの？」

　会議室のテーブルに座るリンネ。

　あまり行儀のいい態度とは言えないが、リンネ曰いわく、椅子に座るより落ちつくらしい。

「あと三体の英雄と戦うんでしょ？」

「そうなると思う。でも戦って勝つのが俺たちの目的じゃない。世界をこんなデタラメに変えた元凶を見つけださないと」

　カイが他種族の英雄に挑む理由。

　それは他でもない。悪魔の英雄ヴァネッサに託されてのことだ。




〝世界を改かい竄ざんした者がいる。英雄、残る三体のいずれかだ！〟




　四英雄──

　カイの正史では百年以上も前の伝説的存在だ。人間を脅かす悪魔族、蛮神族、幻獣族、聖霊族で、それぞれの種族を率いる最強の個体たち。

　悪魔族の英雄「冥めい帝ていヴァネッサ」。

　蛮神族の英雄「主しゆ天てんアルフレイヤ」。

　幻獣族の英雄「牙が皇おうラースイーエ」。

　聖霊族の英雄「霊れい元げん首しゆ・六リク元ゲン鏡キヨウ光コ」。

　たった一体で一国を壊滅させる危険を秘めた四体。その強大無比な力は天変地異や災厄にも喩たとえられている。

　……冥帝ヴアネツサ以外の英雄はリンネも詳しくないし。

　……俺も人類庇ひ護ご庁の記録頼みだから、もっと用心しないといけないだろうし。

　さらにもう一つ。

　警戒すべき相手が四種族だけでないことを、覚悟すべきだ。

「アレは何だったんだろうな」

「……アレ？」

「冥帝ヴアネツサが『切除器官ラスタライザ』って呼んでた奴やつだよ。リンネが捕まえられてた空間にいて、襲ってきただろ」

　カイが冥帝ヴアネツサと戦っている中、突如として現れた怪物がいた。




〝貴様、そうか……理解したぞ……切除器官ラスタライザ！〟




　異様な雰囲気の存在だった。

　特徴は、その姿が壊れた人形のごとく、身体からだのあちこちが欠損した少女であったこと。翼があって頭部が二つ。さらに見慣れぬ器官が身体から生えていた。

　人類庇護庁にもあんな怪物は記録されていない。

　……あんな不気味な化け物、初めて見た。

　……この別史の世界だけの種族？　そんなモノがいるのか？

　冥帝ヴァネッサが消滅した直接的な原因も、カイの剣ではなく切除器官ラスタライザの攻撃を受けたことによるものだ。

　全身が石化し、最後には黒い塵ちりとなって消えてしまった。

「別史こつちの新種族なのかって思ったんだ。それでジャンヌにも話してみたんだけど」

「知らなかったんでしょ？」

「何だそれって言われたよ。指揮官ジヤンヌが知らないんだから人類反旗軍レジストの誰に聞いても同じだろうし、俺とリンネだけで気をつけよう」

「うん！」

「……返事はいいけど、なんでそんな嬉うれしそうなんだ？」

　元気いっぱいにリンネが頷うなずく仕草。

　一度は命を狙ってきた怪物の話題なのに、どうしてこんなに明るいのだろう。

「えー。だってぇ」

　長机に座って、足をぶらぶらとさせるリンネ。

　その顔に満面の笑みを浮かべて。

「わたしとカイだけの秘密だもん。カイを助けるのはわたしの役目ってことでしょ。ソレすごくやる気出る」

「そ……そうかな？」

「任せてね。カイが絶体絶命の時には、わたしが敵もろとも大爆発──」

「自爆!?　だめ、絶対禁止だから！」

　笑顔でとんでもないこと言いだす彼女。

　しかも冗談ではない。冥帝ヴアネツサとの戦いで本当に相打ち覚悟で挑んだ実績があるのだから、この少女はやると言ったらやる性格なのである。

「冥帝ヴアネツサと戦った時のアレは……俺が不覚を取ったからだっていうのは理解してる。でも、それはもう一切なしにしてくれ。頼む」

「────」

「リンネが俺を助けてくれる気持ちは嬉しいよ。だけど……俺の命とリンネの命は別だ。自分の命も同じくらい大事にしてくれ」

　少女は無言。

　と思ったそばから、机からぴょんと飛びおりて歩いてくる。互いの身体からだが触れあうくらい間近からカイを見上げて。

「えへへー」

「今度の笑顔は何なんだ……」

「だから好き。カイはそう言ってくれると思ってた」

　はにかむリンネ。カイ自身は当たり前のことを口にしたつもりだが、そんな当然のことさえ嬉しかったらしい。

「──────えいっ」

　そして抱きついてくる。

　カイの背中に手を回して密着。離れようとしない。さらにカイの胸板にぐりぐりと頭を押しつけてくるのは、まるで子猫か子犬のよう。

「えへへー」

「だから何なんだよ!?」

「こうしたいだけ。安心するの。一緒にいてくれるのカイだけだから」

「……顔くっつけて息苦しくないか」

「苦しくないよ。だって────」

　言いかけた矢先。

　二人のすぐ背後で、会議室の扉が勢いよく開かれた。

「カイ、リンネ、ここか！」

「ひゃうんっ!?」

　慌てた悲鳴をあげてリンネが跳びはねる。

　会議室の二人が見守るなか、扉を開けて入ってきたのは騎士の鎧よろいを着た司令官ジヤンヌだ。すぐ後ろには花琳フアリンの姿もある。

「二人とも待たせた。ようやく遠征の手て筈はずが整ったぞ！」

　第一声。

　ジャンヌが感極まった声を会議室に響かせる。

「行き先は大陸東部の『イオ連邦』。支援要請のあったイオ人類反旗軍レジストと話がまとまった。五日後にここを発たつ！　いよいよだ。この王都を足がかりに世界に羽ばたく。ウルザ連邦の民、そして世界の人類のため…………ん？　どうした二人とも？」

「い、いや聞いてたよ。だよなリンネ」

「う、うん！　しっかり聞いてた！」

　慌てて首肯。カイとしてはリンネがこう懐いてくることも初めてではないのだが、人前で見られて誤解されるのは遠慮したい。

　リンネが跳びはねたのは、単にジャンヌが入ってきて驚いたからだろう。

「花琳、例のものを二人に」

「はい。──遠征部隊の組織図リストだ。二人には護衛班として遠征に参加してもらう」

　花琳から手渡された薄紙を眺めて。

「護衛班……？」

「ジャンヌ様の要人警護パーソナルガードになる。残る三種族の支配地に向かう危険な遠征だ、護衛班を創設するのは早期に決定していた」

　当然だろう？

　そんな花琳の口ぶりはもっともだが、カイの確認事項はその一つ先の内容だ。

「ここみると三人しか名前がないけど、それで間違いない？　俺とリンネと花琳アンタ」

「名目上の配置だ」

　カイとリンネを順番に見回す女護衛。

「ジャンヌ様の護衛は引き続き私が専属となる。緊急事態には協力してもらうが、お前たちに命令を下すようなことはない。それでいいですねジャンヌ様」

「ええ。だって二人は協力者だもん」

　気さくな少女の声。

　カイと同い年の少女──ジャンヌ・Ｅ・アニスの声こわ音ねで、指揮官が声を弾ませた。

「ジャンヌ様」

「いいでしょ。どうせ二人は私のこと知ってるもん」

「そうではありません。部下にジャンヌ様の会話を聞かれたら一大事です」

「さっき鍵はしめておいたわ」

　窘たしなめるような口調の護衛に向かって、ジャンヌが悪戯いたずらっぽくウィンク。その受け答えは、主あるじと従者というより家族のような親しさだ。

「先に言っておくわ。私が女だって知ってる人類反旗軍レジストの幹部たちは、全員、この王都に残って復興を担当する防衛部隊よ」

「ジャンヌと一緒に会議してた年配方？」

「ええ。彼らはもともとお父様の部下だから、みんな背中の曲がった年頃よ。過酷な遠征についてこれる体力じゃないわ」

　己の胸に手を当てて、男装の指揮官がはにかんだ。

　少しだけ恥ずかしそうに。

「遠征班で、私が女って知ってるのはこの三人だけ。花琳フアリンとカイとリンネ。特にカイ？」

「な、なんだよ」

　じっと見つめられ、カイは思わず息を吞のんだ。

　正史で幼なじみだった彼女のまなざし。この世界の彼女ジヤンヌは自分のことを覚えていない。わかっていても、その声で名前を呼ばれて動揺しないわけがない。

「私が女って知ってるの、男はカイだけなの。遠征班の誰にもバラしちゃだめよ」

「……何だそんなことか」

　その場で拍子抜けしそうになる。

　他ならぬジャンヌが「男の指揮官」として振る舞うよう決めたのだ。並大抵の覚悟ではあるまい。彼女の決意を水泡に帰すようなつもりはない。

「今さら念押しする程でもないだろ」

「大事なことだから念押ししてるのよ。いい？　わかったわね？」

「…………承知です司令官」

「結構です」

　満足そうにジャンヌがうなずく。

　けれど、そんな中でも妙に不機嫌そうな態度の少女が、その場に一人。

「あれリンネ？」

「…………」

　むすっと頰ほおを膨らませてリンネが腕組み。

　カイがジャンヌと話している最中、不自然なくらい押し黙ってしまったのだ。

「どうしたんだよリンネ」

「ずるい」

「え？」

「ジャンニャばっかりカイと話してずるいーっ！　もう、だめだよジャンニャ！　カイはわたしと一緒にいるの。取らないで！」

「お、おい!?」

　問答無用でリンネがカイの右手を引っ張ってくる。

　カイはわたしのなの──そんな心の声が聞こえてきそうなほど頰を膨らませ、リンネは銀髪の少女に指を突きつけた。

「カイ、近づいちゃだめ。ジャンニャはカイを狙ってる！」

「どういう意味よ!?」

　この場の全員に注目されて、鎧よろいを着た少女の頰がみるみる赤みを帯びていく。

「わ、わたしは指揮官だもの！　部下への私情は厳禁よ。常に距離を置き、公平な立場で判断を下さないといけないの……ええと、その……だから……」

「ジャンニャはカイが嫌い？」

「そうは言ってないわ！　ええと、だから違うのよ！」

　会議室にジャンヌの声が響きわたる。

「わたしには傭よう兵へいの誇りがあるわ。……そ、それはわたしだって年頃だし、男装なんかじゃなくて思いきり女の子らしくしたい時もあるけど」

「やっぱりジャンニャは──」

「誤解よ!?　花琳フアリン、あなたからも何か言ってちょうだい！」

「ジャンヌ様は会議室ここに来る時に、いつにも増して足が弾んでいた。『カイはここにいるだろうか』と大層気にしておられて──」

「なに言ってるの!?」

「いえ。そうして感情を出されるのも大事です。ジャンヌ様の情操教育も、先代様から仰せつかった私の指命ですから」

　嗄声ハスキーボイスで笑い声を押し殺す護衛。

「──それはさておき」

　すぐに普段の鋭いまなざしへと戻し、女護衛がジャンヌにかわって言葉を続ける。

「話は以上だ。出発は五日後。準備はすべて人類反旗軍レジストで行う」

「じゃあ俺とリンネは……」

「覚悟一つ」

　重圧感を湛たたえた女戦士の宣告。

　リンネさえ口元を引き締めるほどに、その声には有無を言わさぬ力があった。

「蛮神族は、悪魔とは違う。カイおまえも知っているだろうが」

「……ああ」

「奴やつらは人間以上に臆病で、人間以上に狡こう猾かつだ。罠わな、囮おとり、奇襲。そして人間の兵器以上に強力かつ不可解な法具を操る」

　悪魔族が人間にとっての「怪物」ならば。

　蛮神族は人間にとっての「上位互換」。

　ウルザ連邦での戦闘とはまるで様相の異なる戦闘となるだろう。

「心身を最良ベストの状態に整えておけ。五日後の出発に合わせてだ」
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　ウルザ連邦・東の高山地帯──

　山の頂いただきに残った積雪。白い山さん嶺れいに左右を囲まれた道は、わずかに生えた雑草を除けばほとんど何もない砂地である。

　蒼そう穹きゆうにうかぶ雲は薄く、強風に流されてさらに平らになっていく。

「くしゅんっ！」

「きゃ!?　ちょっとアシュラン、汚きたなっ！　車の中でクシャミするんだったら、せめて口に手をあてなさい！」

「しょうがねぇだろ。コッチは車の運転してんだ。ハンドルから手を離せねぇっての」

　車内に飛散するアシュランのクシャミ。

　続いて、後部座席からサキの怒声が響きわたった。

「もう最低……男ってそういうの無関心よね。クシャミで唾が飛び散るのに」

「俺がハンドルの手ぇ離していいのかよ」

「じゃあクシャミの方を我慢しなさいよ」

「あーあ出た出た。女ってのはそういう屁へ理り屈くつをすぐ持ち出すんだよ。ったく」

　大きく溜ため息いきをついたのは、運転席に座る長身の青年だ。

　アシュラン・ハイロール。

　カイより一つ年上の十八歳。剽ひよう軽きんな顔立ちにすらりとした長身が特徴ではあるが、彼は体格が良いというよりも「ひょろ長い」と呼んだ方が適当だろう。

　正史ではカイの同僚であったが、この世界では人類反旗軍レジストの上級兵になっている。

「なあカイ、お前からも何か言ってやれ」

「クシャミしてもいいから前を見ててくれ。そして慎重に運転してくれ」

　助手席で、元同僚のハンドル捌さばきを見守りながらカイはそう返事した。

　なにしろ正史でアシュランが車の運転をしている姿を見たことがないのだ。今こうして運転している彼の姿も、カイには違和感しかない。

　……車に酔いやすくて酔い止め必須で。

　……運転はいつも俺やサキに任せてたもんな。

　だがこの世界のアシュランは車酔いを克服していた。悪魔に支配された人間が生き延びるためにも、車の運転は必須だという理由でだ。

「俺、アシュランが車を運転してるのがまだ不思議なんだ」

「はぁ？　それって例のアレかよ。お前のいた世界とやらじゃ、俺は車酔いで運転なんかできない人間だったっていう例のやつか」

「ああ」

「んなわけねーだろ。この通りだよ」

　手慣れたハンドル捌き。

　前を走る他の軍用車と距離を一定に保ちつつ、荒れた車道をこともなげに運転し続けている。運転技術はカイよりも上に思えるほどだ。

「なんかアシュランに負けた気分かも」

「これくらい人類反旗軍レジストじゃ当然だせ？　サキでもできる」

「アシュラン。だから何よそれ。サキ『でも』って。アタシが本気出したらこんな山道、百キロオーバーで慣性ドリフト走行も余裕なんだから！」

　後部座席で吼ほえるオレンジ髪の少女。

　こちらはサキ・ミスコッティ。

　カイと同じ十七歳。天然で収まりの悪い短髪に、猫のように大きな目。口の端から覗のぞく八重歯が愛あい嬌きようある面立ちによく映える。

「くしゅんっ」

「って、また!?　もう汚いわね……さっきから何なのよ、クシャミしっぱなしで」

「だから寒いんだよ。こんな高山地帯だぜ？　見ろよあっちの山。こんな季節なのに雪がまだ残ってやがる」

　アシュランが正面を指さした。

　大きく蛇行した幹線道路ハイウエイの向こう。うっすらと霞かすんで見える蒼あおき山さん嶺れい。空と一体化するように淡く映るのは、それだけ遠い彼方かなたにあるからだろう。

　ラダ・クレイン幹線道路ハイウエイ。

　イオ連邦の国境に続く、世界有数の長さをほこる高速道路である。

　……ここは高山地帯だから気温も低いし。

　……あと何時間もコレが続くと、イオ連邦に着くまでにアシュランが風邪ひくか。

　サキもアシュランも、遠征班。

　王都奪だつ回かい作戦から引き続き、カイと行動を共にすることになったというわけだ。

「アシュラン、次の休憩地点で運転交代する。少し休んだ方がいい」

「あ？　いや大丈夫だって。リンネちゃんがこんな薄着で頑張ってるんだぜ。俺が風邪をひいたら格好悪いだろうが」

「……ふぇ？」

　後部座席、サキの隣で。

　じっと窓の外を見ていた金髪の少女が、ぽかんとした様子でふり向いた。

「わたし？」

「そうだよリンネちゃん、そんな薄着じゃ寒いだろ」

「ううん全然」

　真顔で答えるリンネ。

　彼女の着ている服はエルフの装束だ。薄着ではあるが、リンネ自身に他種族の血が混じっていることで、その肉体は極めて強きよう靱じんだ。もちろん寒さにも耐性がある。

「それよりアシュ？」

「おっ。そりゃ俺の愛称ニツクネームかい。嬉うれしいね！」

「名前忘れた」

「アシュラン・ハイロールだ。覚えといてくれ。後ろのサキの名前は忘れていい……あ、痛ぇっ！」

「調子のらないの。なーにが『リンネちゃん』よ」

　後ろからアシュランの髪の毛を引っ張るサキ。

「下心丸見え。これだから男は……」

「可愛かわいい女の子には優しく接する。これが紳士ってもんだ。で、なんだいリンネちゃん」

「前見て運転して。カイの言うこと聞いて」

「あいよ！」

　可か憐れんな少女にそう命令され、アシュランが力強くハンドルを握りしめる。

　一方のリンネは再び窓の外を見やって。

「ねえカイ、全然いない気がするの」

「悪魔のことか？」

「うん。だってここは王都の外でしょ。悪魔の領土のままだもん」

　リンネの意図を察するのは難しくなかった。

　自カ分イも同じことを考えていたからだ。

　高山地帯を縫うように延びる幹線道路ハイウエイを三十台の軍用車が走行している。悪魔族が近くにいれば、走行音を聞き逃すはずがない。

「俺も同じこと考えたけど、ここは悪魔も棲すまない場所らしいんだ」

　手元の地図をリンネに手渡す。

　人類反旗軍レジストが作成したこの資料で、ラダ・クレイン幹線道路ハイウエイは白に塗りつぶされている。空白地帯。つまりどの種族も棲んでいないという意味だ。

「悪魔が棲みつくのは人間から奪った都市だろ。こんな山に棲む悪魔はいないみたいだ。見張りくらいはいるかもしれないけど」

　リンネが封じられていた『墓所』もそう。

　都市から離れた荒野の墓所には、悪魔は見張り一匹いなかった。

「でも道路ひび割れてるよ？　あそこ」

　リンネが指さすのは道の真ん中だ。

　幹線道路ハイウエイの中心の舗装が剝はがれて、割れ砕けてしまっている。その破壊具合は、まさに王都のビル群のようではないか。

「悪魔の法術じゃないの？」

「魔獣だと思うわ。ほら、あっちの割れ方なんか足跡っぽいでしょ」

　答えたのはサキ。

「悪魔は棲まないけど、悪魔が連れてきた魔獣の住処すみかになってるのかもね。……なんて、自分で言って怖くなってきたけど」

　オレンジの髪の少女が身震い。

「こんなエサの少ない地帯だし。お腹なかを空すかせた魔獣の前を人間の車が横切っていくのよ。襲ってくれって言ってるようなもんだもんね。リンネも見たでしょ」

「ビルの中にいた魔獣？」

「ええ。あのでっかい犀さいみたいな奴やつよ」

　政府宮殿の中を徘はい徊かいしていた魔獣ジャバウォック。冥帝ヴアネツサの敗北とともに姿を消したが、それがこの地に逃れていても何ら不思議ではないだろう。

　……だけど魔獣なら法力を持ってるから。

　……リンネならそれを感知できるはず。

　奇襲を受ける可能性は低い。

　三十台の軍用車に乗りこんだ傭よう兵へいたちもだ。彼らが常に周囲を監視。誰か一人が異常を見つければ全車両に報告が届く。

「アシュランわかってるわね、魔獣が見えたらアクセル全開よ！」

「おうよ。だから早く見つけてくれ……あ、でも見つからない方がいいのか。何事もなく国境まで行けるのが理想だな」

　ウルザ連邦の国境まで続く幹線道路ハイウエイ。

　夜明けに王都ウルザークを発たって既に十時間。国境まではさらに十時間といったところだろうか。

　と──

『諸君、我々はちょうど幹線道路ハイウエイの中間地点へとたどり着いた』

　座席の通信機から、気力に満ちた指揮官ジヤンヌの声。

　ちなみにジャンヌを乗せた指揮官専用車は三十台の列の十五番目。カイの車両が前から十六番目であるため、目の前だ。

　王族専用車キヤデラツク・ワン。

　かつてウルザ連邦の王が利用した特注品で、悪魔の法術すら防ぐ「動くシェルター」というべき装甲車である。

　そこに指揮官ジャンヌと護衛の花琳フアリンが乗りこんでいる。

『地図上で、この二キロ先に車両を止める休憩地点がある。何十年と人間が訪れていないため草が生い茂っている可能性はあるが、そこで休憩を取ろう』

「ようやくか……」

　ハンドルを握るアシュランが、大きく溜ため息いき。

「さすがに十時間近く運転しっぱなしは肩が凝るし背中が痛ぇし」

「こらアシュラン。気を抜くのは早いわよ」

「わかってるっての。こんなに見晴らしいい道路だし、あと二キロならもう見えるんじゃねえの？」

　雪の連峰を望む幹線道路ハイウエイ。

　大きく蛇行する道を丘に沿って進みながら。

「────」

　がたっ、とリンネが突然に座席から立ち上がった。車内ゆえまっすぐ立つことはできず、背中をくの字に曲げた恰かつ好こうで。

「アシュ、窓あけて」

「え？　どうしたんだよリンネちゃん」

「早く」

「お、おうよ！」

　後部座席の窓がスライドして降りていく。冷たい風が車内に吹きこむのも気に止めず、リンネが窓から顔を出した。

「リンネ？」

「──────カイ、上！　空から来る！」

　何が？

　そんな些さ細さいな疑問を口にはしない。その余裕はないとリンネの口調が告げていたからだ。すぐに車体天井部を操作し、可動屋根サンルーフをスライドさせる。

「おいカイ!?」

「アシュランはそのまま運転。サキ、銃を用意だ」

「え？　ちょ、ちょっとカイ!?」

　開いた屋根から空を見上げる。

　平たい雲の浮かぶ蒼そう穹きゆう。そこに小さな黒点。真っ青な画板キヤンバスに黒インクを零こぼしたような黒点が、カイの見上げる視界に映った。

　……なんだ？　あの黒い点。

　……移動してる。こっちに近づいてきてる？

　太陽と同位置の黒点。

　数秒と経たたず、それは、巨大な翼を広げる雄々しき怪物の姿となった。悪魔族と同様、正史では墓所に封印されたはずの幻獣──

「竜!?」

「疾竜ワイバーンよ！」

　後部座席からのサキの悲鳴。

　全身が灰色で、そのところどころに苔こけが生えたような色味の翼竜。空を飛ぶことに特化したことで、前脚が退化してほとんど無くなってしまっている。

「……こいつが疾竜ワイバーンか」

　頭上を滑空する巨体。

　はるか上を通りすぎただけで凄すさまじい風圧を頰ほおに感じる。空の王とも呼ばれる幻獣族。

　しかし何という飛行速度か。

「どういうこった。ここは悪魔の領土だぞ。なんで幻獣族がここにいやがる!?」

「全車両に警告！　竜だ、上空にいる！」

　通信機へとカイは声を振りしぼった。

『全車両、進め。全速力だ！』

　指揮官ジヤンヌの怒号。

　静音走行だった車輪が回転数を上げ、猛烈な土煙を上げて幹線道路ハイウエイを突きすすむ。

　──絶対に止まらない。

　乗車中であればアクセルを全開。歩いている人間も力のかぎり走りだす。

　飛ひ翔しようする竜と対たい峙じする際の決まり事だ。竜の爪ならばこの軍用車の装甲さえ突きやぶり、苦もなく鷲わしづかみにするだろう。

　止まれば上空から狙い打ちされる。

『撃て！』

　こだまする銃声。

　可動屋根サンルーフから傭よう兵へいが発砲。だが自動拳銃はおろか機関銃マシンガンさえ、この雄々しき獣には通じない。竜の鱗うろこは、それ自体が鋼鉄の鎧よろいに等しい。

　……人類庇ひ護ご庁の記録どおりだ。

　……幻獣族の中でも竜だけはまともに戦う相手じゃない。

　銃器との相性が悪すぎる。仕留めるには大型榴弾カノン砲が要いるだろうが、この車両にそんな大型砲台は搭載されていない。

『三十番、二十九番っ!?』

　ジャンヌの絶叫。

　全速力で路面を駆ける軍用車三十台。カイがふり返った後方で、最後尾の二台が轟ごう音おんを立てて宙返りした。

　──走り続けるなら止めてしまえ。

　疾竜ワイバーンが、最後尾を走る二体の車に激突。

　その巨体が有する圧倒的な運動エネルギーに横殴りにされ、車二台が幹線道路ハイウエイの路面を小石のごとく転がっていく。

　そして横倒れに急停止。ドアが拉ひしやげ、エンジン部から白い煙が立ち上る。

『三十番、二十九番っ！　応答しろ！』

　指揮官からの命に、だが二台の車からの応答はない。

　ひしゃげたドアから傭兵が避難する気配もない。

「何なのよあの怪物はっ!?」

　可動屋根サンルーフから銃を構えるサキの絶叫は、もはや悲鳴に近かった。

　……これが竜種。

　……幻獣族の中でも上位種の一つ。

　悪魔族のような法力こそないが、強大無比なる力と耐久力とで敵を真正面から粉砕する。単純極まりなく、そして凶悪極まりない。

「サキ、擲弾銃グレネードガンだ！」

　運転席から叫ぶアシュラン。

「あの図ずう体たいに拳銃は効かない。でっかい弾丸で一発、翼をぶち抜いてやれ！」

「積んでるけど後ろの荷台よ。アシュラン、車止め──」

「どいてサキ」

　可動屋根サンルーフから飛びだす金髪の少女。

　竜の羽ばたきが生んだ旋風に髪と服とを勢いよくなびかせて、リンネが車の後部荷台に飛び乗った。

「リンネ!?」

「カイ──」

　とっておきの微笑でリンネがふり返る。

　その細い指先で、異種族の少女は宙を浮かぶ疾竜ワイバーンを指さした。

「撃って」

「……任せろ」

　亜竜爪ドレイクネイルの銃口を向け、カイは引き金に手をかけた。

「降雷弾ボルト・バレツト」

　カイの宣言と同時に、亜竜爪ドレイクネイルのまわりの空気が激しく弾はじけた。

　地電流。短鎗ジヤベリンのごとく地面から射出された何十という雷撃が、今まさに次なる車両に目をつけた疾竜ワイバーンの全身に絡みつく。

『──────ッッ』

　竜の咆ほう吼こう。

　自慢の翼を雷撃に灼やかれ、空舞う獣の巨体が地に落ちる。

　──リンネの法術。

　降雷弾ボルト・バレツトなど存在しない。今の雷撃は、カイの宣言にあわせてリンネの放った法術だ。よく観察すればカイが引き金を引いていないとわかるのだが、この混乱の最中で皆の目は疾竜ワイバーンに向いている。カイの指先を注視する者などいないだろう。

　……ああ、いや一人だけいたか。

　……今のが俺の銃弾じゃないって知ってるのが。

　竜戦士ドラグナーの異名をもつ花琳フアリン。ジャンヌの護衛をつとめる女戦士も、別車両からこの光景を見ていることだろう。

「気絶させたか？」

「ううん、あれくらいじゃ倒せない」

　リンネの呟つぶやき。

　それを聞き取ったのは、可動屋根サンルーフから身を乗りだしたカイ一人。

「あの大きさを仕留める威力だと車も巻きこんじゃう。だから追い払うので精一杯」

「ジャンヌ、すべての車を止めろ！」

　通信機に向かってカイは叫んだ。

「落下した疾竜ワイバーンから離れろ。攻撃するな！　こっちが構わなければ、この重傷なら逃げていくはずだ！」

『──聞こえたな諸君。全軍、停車せよ。待機だ！　発砲を禁ずる！』

　二十八台の車が急停車。

　傭よう兵へいたちが固唾かたずを吞のんで見守るなか、疾竜ワイバーンが起き上がる。

『────』

　ぎょろりと血走った眼めが見つめる先はカイ。そしてリンネ。

　数秒の睨にらみ合い。

　荷台に立つリンネと、亜竜爪ドレイクネイルを向けるカイ。そんな二人の姿を前に、幻獣族の獣はゆっくりと翼を羽ばたかせた。

　雷撃に灼やかれた翼でもって浮上。

　そして、竜は再び太陽の方角へと消えていった。
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　──夜の帳とばり。

　空が薄墨色に塗りつぶされていく。

　疾竜ワイバーンとの遭遇地点からやや離れた幹線道路ハイウエイ上に、十五の大型テントを設営。屋根上に常夜灯を設置する。

「第一班は四時間の就眠だ。第二班は設備点検を継続。第三班は引き続き周囲の警戒にあたる。以上だ！」

　テントの前で響く、統括隊長の指令。

　ぱっと傭兵たちが散っていく。仮眠のためテントに向かう者、車両のタイヤ点検に勤いそしむ者。機関銃マシンガンを担いで見回る歩ほ哨しようの姿もある。

「ねえねえカイ？　わたしもう眠いよぉ……」

　目を擦こすりながら、リンネが服を引っ張ってきた。

「わたしたち向こうのテントで寝ていいんでしょ」

「そう言われたな。俺たち傭兵じゃないし、他の班に混ざっても足並みが乱れるだけだからって。俺たちだけたっぷり寝るのも申し訳ないけど」

　竜を追い払った功績で許してもらおう──

　そう自分に言い聞かせて奥のテントへ。

　防風シートで覆おおわれた軍用ドーム型テントは、十人用。リンネのように小柄な体格なら十二、三人は横になって眠れる広さがある。

「ちなみに女性兵の専用テントもあるけど……」

「嫌ヤ」

「だよな」

　政府宮殿の客室でもそう。

　他の傭よう兵へいの目もあるためリンネとは別室を用意してもらっていたのだが、夜、寝る時になるとリンネが部屋にやってくるのだ。

　とはいえリンネ視点では、周りの人間はすべて他種族。

　カイの側そばにいないと落ちついて眠れないという気持ちは至極まともである。

「あれ、そっか。このテントって俺たちだけみたいだ」

　テントの入口を開けて中を覗のぞきこむ。あらかじめ置いていたカイとリンネの荷物以外、他の傭兵たちの荷物はない。

「こんな大きいテントに俺たちだけか。ますます申し訳ない気分に」

「ジャンニャが来るよ」

「そうかジャンヌか。指揮官のテントなら納得だ…………リンネ、今なんて？」

「もともとこれは私のテントだ」

　鎧よろいのこすれる金属音。

　後方からカイの横に並んだのは銀髪の指揮官だった。その後ろには護衛の花琳フアリンも。

「ジャンヌのテント？」

「そうだ。君たち専用のテントがなくて申し訳ない。なにぶん遠征は荷が嵩かさ張ばる。車に乗せて運べる重量も限られているからな」

「……ええと、そうじゃなくて」

「カイ」

　少女の声で。

　鎧の騎士がそっと耳打ち。

「わたしが花琳と一緒に寝たら怪しいでしょ。男の指揮官と、女の護衛。一つのテントに寝るなんて、兵士たちから要いらない噂うわさをされるわ」

「……それで？」

「だから男の兵士と一緒のテントを使うのがいいのよ。だけど男の傭兵と一晩一緒にいたら絶対バレちゃうでしょ。カイじゃなきゃだめなのよ。協力して」

「な、なるほど」

　人類反旗軍レジストの本拠地にはジャンヌの私室があった。

　少女であることを隠すのに何ら不自由なかったが、まさにこれは遠征ならではの苦労というわけだ。

「──カイ。私からも話が一つ」

「ん？　俺？」

　テントから一歩離れた場所から花琳フアリンが手招き。

　この女戦士がジャンヌ以外を名指しで呼ぶのは珍しいように思えるが。

「私はこのテントの外を見張る。テントに余計な男連中が近づかないようにな」

「わかった。途と中ちゅうで交代は？」

「一晩程度の不眠など苦にもならない。それよりジャンヌ様だ。わかっていると思うが、就寝時は鎧よろいを脱がなければならない」

「当然だと思うけど」

「お前の目の前には、ジャンヌ様の薄着姿があるわけだ。あられもない姿が」

「…………」

「勘違いを起こすなよ。夜中、ジャンヌ様の悲鳴が聞こえて来ようものなら──」

「起こすか!?」

「知ってる。だが念押しするのが護衛の務めだ」

　ニヤリ、と花琳が唇の端を吊つり上げる。

「ジャンヌ様をよろしく頼む」

「……わかったよ。リンネ、ジャンヌ、入るぞ」

　テントの入り口を開けて中をうかがう。

　ランプに照らされる少女二人の瘦そう軀く。リンネは愛用の寝間着で、ジャンヌも鎧を外して男物の寝間着を身につけている。

「あ、なるほど。花琳が俺を呼びつけたのって着替えこのための時間か」

「花琳がどうかしたの？」

　まだ後ろ髪を留めた姿のジャンヌ。

　同年代の少女の中では長身だが、鎧を脱ぎ去った後はやはりずっと細身で華きや奢しやに映る。男性用の寝間着が、正直、変装にならないくらいダブダブだ。

「花琳が何か言ったかしら」

「いや何でもない。もう解決したことだから」

　テントの入り口を閉める。

　これでテントの外からジャンヌの姿を見られる心配もない。

「あー、薄着で幸せ。一日ずっと鎧を着て、しかも車の中でじっとしてるなんて。あんまり窮屈だから途中で気分が悪くなっちゃった」

「男のフリって大変なんだな」

「ええ。あなたも一度、女の子のフリしてみる？　考えるだけで大変そうでしょ？」

　クスッと笑みをこぼすジャンヌが、テントの床に寝そべって手足を伸ばす。

　うつぶせに倒れて深呼吸。

「ジャンニャ、何してるの？」

「身体からだの凝りをほぐしてるの。リンネ、よかったら背中を指で押してくれない？　背骨のまわりマッサージしてくれると嬉うれしいな」

「？　こう？」

　横になるジャンヌの隣で身を屈かがめ、リンネが言われた通りに背中を指圧する。

「そうそうもうちょっと強く……ん……ちょ、ちょっと強すぎかな？……あ、うんうん。いい感じ。そのまま肩の方もお願い」

「これが気持ちいいの？」

「ええ。あとでリンネにもやってあげる」

　至福の表情で寝そべるジャンヌ。

　そんな少女二人のやりとりを見守りながら──

「ジャンヌ、くつろぎながらでいいから聞いてくれ」

「うん？」

「昼間の疾竜ワイバーンの件だけど」

「横転した車二台の部下は、捻挫だけで命に別条はないわ。医療班のテントで治療を受けてる。車は残念だけどここで放棄ね。エンジンが潰れちゃってる」

「それはアシュランから聞いたよ」












　遠征途と中ちゅう。

　国境にいたる前から十人近くもの負傷者が出たのは想定外。順調ならば日没前に国境にたどり着き、そこで野営のはずだった。

「この連邦に悪魔以外の他種族がいるとは思わなかった。魔獣を警戒して地上を見張ってたから、空からの奇襲は想定外だったし」

「……私もあんなの初めてよ。ウルザ連邦に幻獣族が入ってきてるなんて」

　リンネに指圧マツサージを受けながら。

　横たわる銀髪の少女は、表情を強こわばらせた。

「幻獣族はそれほど統制のとれた種族ではないと聞くわ。西の連邦を支配しているけど、群れごとに縄張りを持ってるの。そこからはぐれた竜かしら」

「だけど国境を越えてきたのはちょっと異常だ」

　悪魔の英雄ヴアネツサは、ウルザ連邦の領土を守るために国境沿いに腹心を配置していた。

　夢魔姫サキユバスクイーンハインマリルを筆頭とする『英雄級』を三体。

　……今は三体の英雄級悪魔も国境から撤退してる。

　……そこに竜が国境を越えてきた？　偶然？

　時機タイミングが嚙かみあいすぎている。カイにはそう思えたのだ。

「幻獣族は、悪魔の英雄が倒れたことを知ってるんじゃないか。あの疾竜ワイバーンはそれを確かめに向かう斥せつ候こうだった可能性もある」

「…………」

　ジャンヌが沈黙。

　彼女の背中を圧おしていたリンネも動きを止めて、じっとこちらを見つめてくる。

「外れてほしい予想ね。王都一つを取りかえしたばかりなのに、幻獣族の襲撃を受けるなんてご免よ」

「王都に引き返す？」

「いいえ」

　彼女の返事は速やかだった。

「王都を守る防衛部隊はそれなりに設備も整ってるわ。政府宮殿のまわりに大型榴弾カノン砲も設置済みよ。あの疾竜ワイバーンが襲ってきても簡単には屈服しない。それこそ幻獣族の英雄でも襲ってこないかぎり……」

　ふぅ、と。

　小さく息を吐いてジャンヌがころんと寝返りを打った。

　仰あお向むけにテントの屋根を見上げて。

「話はここまでにしましょう。あんまり不安を膨らませても疲れちゃう」

「ああ」

「そしてカイ、最後に一つ。大事なことを伝えておくわ」

　横たわった姿で。

　銀髪の少女が、ふと恥ずかしそうに目を逸そらした。

「わたし、寝るとき寝相がよくないの。夜中に蹴り飛ばしたらごめんなさい」

「……まだ治ってないのか」

　正史のジャンヌが十二歳頃まで直らなかった悪癖である。

　キャンプに出かけた夜、一晩中、寝ぼけた彼女に蹴られて背中に痣あざができたのはカイの苦々しい思い出だ。

「寝る配置だけど、私が真ん中だと危険ね。カイが真ん中でリンネが右、私が左に。これなら蹴ってもカイだけで済むわ」

「蹴る前提なのは勘弁してほしいけど」

　疲れの溜たまった息を吐きだして、カイはテントの床に座りこんだ。
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　ラダ・クレイン幹線道路ハイウエイ。

　暗き山さん嶺れいからさしこむ強烈な日ひ射ざし。ちょうど正面から照りつける太陽の光線は、瞼まぶたを閉じても眩まぶしさを感じずにはいられない。

「うおっっ!?　きっつ、眩しくて前見えねえよ」

　案の定、運転席でハンドルを握っていたアシュランから悲鳴。

「おいサキ、俺のサングラスどこやったっけ」

「自分の胸ポケットに差してるじゃない」

「おおっ。そうだった……ふぅ楽になった。地下の暮らしが長かったせいで忘れてたぜ。朝陽ってこんなに眩しいのか」

　サングラスをつけたアシュランが、後部座席へふり向いて。

「どうだいリンネちゃん、俺のサングラス姿。恰かつ好こういいだろ？」

「……やだ。怪しいもん」

「うっ。そ、そうか。やっぱ俺の魅力はありのままが一番ってことだな。素直なところも可愛かわいいぜ。ところでカイ？」

　運転席から、今度は助手席のこちらへと青年が向きなおる。

「お前なんで朝からグッタリしてるんだ。元気ねぇなおい」

「……寝てない。というかむしろ疲れた」

「お前、昨日ずっとテントで寝てたじゃねえかよ。知ってるぜ、護衛班だからジャンヌ様と一緒のテントだったんだろ。あの広いテントで」

　アシュランの睡眠はわずか四時間。あとは夜間の見張りと設備点検に追われていたことを考えると、一晩ずっと寝ていたカイは恵まれた境遇に見えるのだろう。

「俺とリンネは護衛班だし。護衛が寝てたら仕事にならないだろ」

「そういやそうだな。徹夜ってか？」

「……うん。そういうことにしておいてくれ」

　返事の後半は、カイだけの独り言。

　一つのテントで美少女二人と。しかも彼女たちに挟まれての就寝は羨ましく聞こえるかもしれないが、カイにとっては災難の連続だ。

　……まずリンネが密着してくるし。

　……それにジャンヌの寝相は本当にとんでもなく凶悪だったし。

　リンネが寝ぼけて密着してきた挙げ句、カイの右腕を枕にして寝始めてしまったのだ。熟睡しているから迂う闊かつに動けない。しかも寝返りを打ってリンネがさらに身を寄せてきて、そのたびに柔らかい肌が触れるという仕打ち。

　意識するなという方が無理がある。

「それにジャンヌも……」

「ん？」

「いや、何でもない」

　ジャンヌの凶悪な寝相については、自分の記憶の中だけに留とどめておこう。

　寝返りで蹴り飛ばすかも──

　そんなジャンヌだが、実際にはまるで落ちついた寝相だった。疲れのせいかすぐに寝息が聞こえてきて、このまま一晩熟睡する。……と思ったのが甘かった。

　なんとジャンヌまでもがカイの左腕に抱きついてきて、ぎゅっと胸元に抱えこむという何とも妖よう艶えんな寝相で迫ってきたのだ。

　細身ながらも成長した胸の感触も感じられて。

　しかも時折、「ふふ、カイ……あなた何をしてるの。くすぐったいわ……」と楽しそうな寝言を言っていたのも、カイの秘密の記憶である。

　右腕はリンネの枕代わりに。

　左腕はジャンヌに抱きつかれて。

　二人の少女の微かすかな吐息、時折聞こえてくる意味深な寝言、そして密着された肌と肌の柔らかい感触。寝られるわけがない。

「……緊張しかなかった」

「おう。そりゃ大変だったな。護衛班ってのは気が休まらねぇな」

　眠気覚ましのガムを嚙かみながら、アシュラン。

「何なら寝てろや。国境に着くまでは道も穏やかだろうし、昨日の疾竜ワイバーンみたいなお客さんが来ないかぎり平気だろ」

　幹線道路を走る軍用車は二十八台。

　昨日の襲撃を踏まえ、車一台置きに可動屋根サンルーフが開放されて上空の監視が行われている。と──

「ねえカイ、あれ何？」

　後部座席から身を乗りだしたリンネが、連なる山々の切れ間を指さした。

　いま差し掛かっている山の裏側。そこに古びた市壁のようなものが連なっている光景が見てとれる。

「国境ね」

　地図を手にしたサキ。

「リンネの指さしてるのが国境線がわりの長城だと思うの。遙はるか昔に他種族の侵攻を防ぐために造った石壁が、そのまま国境になったらしいわ」

　壁面の素材は煉れん瓦が状。

　何の細工もない石壁が山の斜面に沿って延々と続いている。

「こんなのがあったのか」

「あれ？　珍しいわねカイ、アンタでも知らないことがあるの？」

「……俺の世界には残ってないんだ」

　正史では撤去されてしまったからだ。

　四種族が墓所に封印された世界に、防壁はもはや必要ない。

　文化遺産として保全を検討されたこともあったが、国家間を行き来する利便性を阻害するということで撤去されることになった。

「だから俺も初めて見るよ」

「初めて見るのはアタシもそうよ。っていうか見ても楽しい物じゃなさそうだしね。ほら、向こう。壁がボロボロ」

　窓から顔を出すサキが、目を細める。

　大穴のできた壁。とてつもない力によって抉えぐられている。原形を留とどめている箇所はまだ良い方で、場所によっては木こっ端ぱ微み塵じんに砕けて跡形も残っていない。

「自然崩壊じゃないわよね……」

「悪魔か。それとも天使やエルフかってところだろ。おいサキ、ちゃんと見張ってろよ。こっからはもう蛮神族の領土だ」

　イオ連邦。

　そびえたつ山々に連なる長城を越えれば、そこから先は蛮神族の支配地だ。

　悪魔に匹敵する法力を備えた天使。

　同じく強力な法力を宿し、その力を法具に込める技術を持ったエルフとドワーフ。

　風や水などの自然に干渉する妖精。

　これら四種族の連合が蛮神族と呼ばれている。

『諸君。これより国境を越える。この石壁の向こうがイオ連邦だ』

　通信機から響きわたる指揮官の声。

　全二十八台。すべての車両に、力強い声こわ音ねが届いていることだろう。

『進路は、イオ連邦の王都郊外にある第八都市カシオペア。現在のイオ人類反旗軍レジストの本部がそこにある』

　陽に照らされた斜面を下り終える。

　小さな城のごとく厳かに佇たたずむ国境門。屋根が崩壊し、壁が穴だらけとなっているソレを、先頭の軍用車が潜くぐり進んでいく。

『諸君らも知ってのとおり蛮神族は広大な森を塒ねぐらとしている。イオ人類反旗軍レジストとの合流前に遭遇することのなきよう、危険地帯を避けて進む』

「──だって。アシュランわかってるわね」

「前の車についていきゃいいんだろ。何も問題ねえよ」

　新しいガムを嚙かみながら、アシュラン。

　そんな暢気のんきな返事と裏腹に、表情が強こわばっているのが助手席カイからも見てとれた。

『蛮神族は狡こう猾かつだ。人間われわれ以上にな』

　そんなアシュランの内心を代弁するように。

　ジャンヌの声もまた、未体験の緊張感に硬さを帯びている。

『妖精は風に干渉する法術を操り、我々の声を遙はるか彼方かなたから聴きとることを可能にする。我々が国境を越えたことも既に感知しているだろう。そしてエルフの法具は、我々の兵器を遙かに凌りよう駕がする射程と威力を誇る』

　遠征部隊の車両も、いつ狙われるかわからない。

　アシュランの緊張と警戒は、その危険性を正しく理解しているからだ。

『慎重に往ゆこう。我々の次なる相手は、勇敢さよりも冷静さが求められる難敵だ』




　人間の上位互換──

　そう称される蛮神族への挑戦が始まった。
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　世界大陸東部──

　地上の三分の一が山岳地帯。残りの平地部分の多くは森林地帯と推測される。

　推測である理由は至って単純。

　まだ人類が踏み入っていない「秘境」、すなわち未調査領域であるからだ。

　世界でもっとも広大なシィエル・ミリ樹じゆ海かいを例に挙げれば、人類の調査が完了したのは総面積の実に二十パーセント未満。未発見の獣、虫、植物が数十万種という規模で存在しているとの研究報告もある。

　そして。

　この広大なる樹海こそが蛮神族の領土である。

「天使は雲の上に宮殿を作り、妖精は美しき湖畔に村を構え、ドワーフとエルフは森そのものを住処すみかとする……って聞かされたもんだが」

　アシュランが、思いだしたように口にした。

　彼の運転する軍用車は、小さなビルが並び立つ廃はい墟きよへ。瓦が礫れきが地面に転がっているため、車輪を傷つけぬよう速度を落として進んでいく。

「実際、蛮神族やつらはこういう人間の都市は好きじゃないらしい。悪魔族と違って人間のビルに棲すみつくようなことはないんだとさ」

「見張りも少ないって聞くわよね……本当だといいけど」

　後部座席では、サキが可動屋根サンルーフから身を乗りだして機関銃マシンガンを握りしめている。

「もし見つけたら先手必勝よね。アイツら悪魔より銃も効きやすいし！」

「サキ、撃つ前に一呼吸空けた方がいい」

　腕に力をこめる彼女を落ちつかせるつもりで、カイはフロントガラスの先を見つめた。

「蛮神族やつらだと思って錯覚して人間を撃ったら洒落しやれにならない」

「……うっ」

「俺はまだ本物を見たことがないけど、似てるんだろ？　人間と蛮神族の見た目は」

「あー。うん。似てるかも」

　サキの横で、リンネが相づち。

「臭においは全然違うし蛮神族は法力を持ってるから、蛮神族から人間は簡単に見分けがつくの。でも人間が蛮神族を見分けるのは、もしかしたら間違えるかも」

「現実にそんな誤射例があるんだよ」

　特に似ているのがエルフ種だ。

　尖とがった耳と透けるように薄い肌色という特徴こそあるが、遠くから眺めた外見では男女ともに人間と似通っている。

　……妖精種の中には人間の子供そっくりな個体がいるっていうし。

　……ドワーフは腰の曲がった老人みたいな姿、か。

　相手の姿を正確に判断しきれない時。

　大まかなシルエットだけで判断し射撃すれば誤射が起こりえる。

「廃はい墟きよの物陰で何かが動いてたからって、無闇に撃つと大事故になるから」

「もちろん。アタシだってここがどんな場所かはわかってるわよ」

　イオ連邦・王都郊外。

　第八都市カシオペア──イオ連邦の王都に近接する工場地帯。

　人間が蛮神族に敗北して撤退する以前は、最新の銃器を生産する工場がここに建設されていたという。

　イオ人類反旗軍レジストの本部は、まさにこの都市の奥にある。

『停車せよ』

　指揮官ジヤンヌからの指令。

　細かな瓦が礫れきの散乱する空き地。ビルの陰ではなく、天頂へと上りつめた陽が燦さん々さんと照らす路面に次々と車が停車する。

「いいのかよ、こんな見晴らしのいい場所に止めて……」

「ね。相手が悪魔なら問答無用で見つかって軒並み破壊されちゃうけど。蛮神族はここにいないってことなのかしら」

　サキとアシュランが不信そうに辺りを見回す仕草。

　悪魔族との戦いで地下都市の暮らしが長い二人にとっては、廃墟とはいえ車を日なたに放置するなど考えられない行為である。

『イオ人類反旗軍レジストからの指示だ、従おう。そして諸君、この都市の奥だ』

　車の外へ。

　砂さ塵じんを巻き上げる風を肌に感じながら、カイは今一度、自分たちの周囲を見回した。

　大きく破壊されたビルは年月と共に風化し、苔こけむして。

　ひび割れた路面には植物が生い茂っている。

「ウルザ連邦の王都と似てるのは廃墟だから当然として。でも、こっちの方が人間の手放した都市って感じが強いな……」

　違いは、植物の様相だ。

　ビルの多くが苔に覆おおわれて、壊れた壁には無数の蔓つるが絡まっている。地面も、一部は草原のようにびっしりと緑の絨じゆう毯たんが敷きつめられて。

　……もう少しで緑に覆おおいつくされる。

　……廃はい墟きよのコンクリート部分なんか見えなくなる勢いじゃないか。

　カイの知らない植物。

　真っ赤な蔓つるに真っ青な花が咲き、そこに見たこともないくらい大きな橙だいだい色いろの実が生っている。熱帯雨林の植物に見られるような毒々しい色合いだろうか。

　奥には、甘い匂いのする紫色の実が何百個と実っているのが見てとれる。

「まるで小さな森だな」

「ねえねえカイ、これ甘くておいしいよ」

　スキップで寄ってくるリンネの両手一杯に、見たこともない赤い小さな実。

「はい、これカイの分」

「……一応聞くけど、これ人オ間レが食べて平気？　毒とかないよな？」

「うん。食べたあと舌が痺しびれるけど」

「毒じゃん!?　吐け、吐けリンネ。飲みこんだらマズイから！」

「でも甘くておいしいの……」

「子供かよ。はい没収」

　リンネの手から実を回収し、足下の草むらに投げすてる。

「むー……？　平気だよ。わたしコレ食べたことあるもん」

「どこで」

「エルフの森。冥帝ヴアネツサと戦うよりもっと前だけど」

　何気ないリンネの一言に。

　カイは、はたと都市の景観を凝ぎよう視しした。ビルと地面とを覆いつくす勢いで繁茂している未知の植物たち。

「カイ？　どうしたの？」

「そうか。これ……エルフの森の植物なのか……！」

　蛮神族は森に棲すむ。

　だが人間が造った鋼ビ鉄ル群を好まない。ならばどうやって領土を増やすのか。




　──鋼ビ鉄ルを、森で埋めつくしてしまえばいい。




　イオ連邦は蛮神族に敗れた。

　だが悪魔族のようにすぐさまそこに棲みつくのではなく、人間の撤退した無人の都市に、蛮神族は森の植物たちを植えたのだろう。

　都市を見張る必要はない。

　ただ待てばいいのだ。この都市が森に覆おおわれるまで。

「そして蛮神族の住処すみかになるわけだ……」

「そういうことだ」

　チャリ、と足下の瓦が礫れきを踏みつける足音。

　カイの隣に並んできたのは女護衛・花琳フアリン。その後ろには主ジヤンヌの姿もある。

「イオ連邦の王都はここ以上に『緑化』が進んでいると聞く。そこは既にエルフや妖精たちが頻繁に現れるそうだ」

「ここは……？」

「イオ人類反旗軍レジストが定期的に植物を焼きはらって『緑化』を妨げている。なにせ本部がある場所だからな」

　ビルとビルの隙間にあたる暗がりへ。

　そこに生い茂る蔓つるは、花琳の言うとおり炎で灼やかれて炭化している。

「ジャンヌ様、どうぞ前へ。この先がイオ人類反旗軍レジストの本部です」

「わかった」

　花琳に背を押され、霊光の騎士が部下たちを足早に追いぬいていく。

　そして歓声。

　さらには割れんばかりの拍手が、ビルに囲まれた空き地に鳴りひびいた。




　──イオ人類反旗軍レジストの傭よう兵へいたちの敬礼。




　何百、いや千に届くだろう。

　広場に規則正しく整列している傭兵たちだが、あまりにも数が多いため見渡しても視界に収まりきらない。

「うそぉ!?　こんなすごい出迎えなんて聞いてないわよ」

「しっ。聞こえるぞサキ。あ、でもこんな拍手がうるさかったら何言っても聞こえねぇか。すげぇな。本当にどこぞの英雄降臨みたいな歓迎ぶりじゃねえか。ウルザ人類反旗軍オレらってこんな有名だったのかよ」

「悪魔の英雄を倒したんだもん。やっぱり世界中で注目されてたのね」

　興奮した面持ちのサキとアシュラン。

　拍手の鳴りやまぬ歓迎のなか。先頭のジャンヌへと一人の傭兵が進みでた。

「ようこそイオ人類反旗軍レジストへ。貴軍の到着を歓迎いたします」

　白髪交じりの老傭兵。

　日焼けした顔には深い皺しわが刻まれているが、戦闘服に包まれた身体からだは見事に鍛えぬかれ、まさに歴戦の傭兵といった佇たたずまいだ。

「参謀ツェフヴェン・バッケンハイです。お目にかかれて光栄です、霊光の騎士。貴殿の名声、遠きこの地にも届いています。あの悪魔の英雄ヴァネッサを撃破した報告、我々にとってどれ程大きな希望をもたらしたことか」

「ウルザ人類反旗軍レジスト、指揮官ジャンヌだ。貴軍らの歓迎、痛み入る」

　握手をかわす両者。

　男装のジャンヌも少女としては長身だが、それでも参謀ツェフヴェンとは頭一つ背丈が違うだろうか。この老兵は男の中でも際だつ体格だ。

　と──

「貴様もな。久しいな花琳フアリン」

　ジャンヌへの一礼後、参謀ツェフヴェンが女護衛に目を向けた。

　野性味あふれる笑みを瞳に湛たたえて。

「互いに長生きするものだな。健勝であったか竜戦士ドラグナー」

「主あるじが優秀なので。それと、私はまだ長生きと言われるような歳ではありません」

「何よりだ」

　握手ではなく、互いに拳をぶつけ合う。

　丁寧な上官同士の作法ではなく、より荒々しい戦士の挨拶といった遣やり取とりか。

「花琳、ツェフヴェン参謀と知り合いか？」

「何度か戦場で……失礼しました。どうぞジャンヌ様」

　真顔で頷うなずく花琳が、一歩その場で引き下がる。

「早速だが参謀、そちらの指揮官ダンテ殿と話がしたい。イオ連邦の戦況を把握し、協力体制を整えたい」

「仰せのとおりに」

　参謀が恭うやうやしく頭を下げる。

「ただちに指揮官の執務室へご案内します。部下の方々は別途、こちらで倉庫と宿舎の用意を進めております」

「承知した。こちらは護衛班の同行を許可願う──花琳、カイ、リンネ」

　ついてこいとジャンヌが目配せ。

　一方のリンネはまだ事情が摑つかめておらず、きょろきょろと辺りを窺うかがっている最中だ。

「ねえカイ、これから何するの？」

「ジャンヌについていく。ええとそうだな。蛮神族と戦う作戦会議するから、それに参加しろってこと」

「わたしとカイだけでいいのにぃ……」

「俺たちまだ何もわかってないだろ。蛮神族の英雄の居場所だってわからないんだから。その情報を集めるのは必要だよ」

　蛮神族の英雄『主しゆ天てん』アルフレイヤ──

　幾重もの結界を己に施し、強力な加護をまとっているという。

　通称「不沈の天使」。侵略当時、イオ連邦が有する最大火力の大型榴弾カノン砲を真正面から受けてなお無傷であったという伝説さえ残っている難敵だ。

　……最大火力の兵器が通じない。

　……人間が相手なら誇張表現ぬきで「無敵」の存在かもしれない。

　冥めい帝ていヴァネッサが最強の矛ならば。

　主天アルフレイヤはさしずめ無敵の盾、それくらいの心構えが必要だろう。

「行こうリンネ」

　参謀ツエフヴエンと共に向かうジャンヌの後を追う。

　イオ人類反旗軍レジスト本部──

　かつて都市の大病院であった建物が、この人類反旗軍レジストの本拠地となっている。

「ここ、いっそう『緑』が濃いな」

　病院の入り口へ歩いていくカイの前には、正面扉をびっしりと埋めつくすエルフの森の植物たち。

　壁を覆おおうのは青々と繁茂した苔こけ。

　屋上からは鋭い棘とげの生えた蔓つるが幾重にもぶら下がり、窓も植物に覆われてしまって開閉することも一苦労に違いない。

「もしかして植物を焼かないでわざと残してる？」

「ご明察」

　数歩先を行く白髪の参謀が、一歩足を止めてカイへとふり向いた。

「理由は二つ。人類反旗軍レジストの拠点で植物を完全に除去すれば、そこに人間がいると蛮神族に伝えてしまうことになる。もう一つは植物のしぶとさだ」

　壁際の蔓を摑つかみ、老兵がそれを強引に引き千切る。

「一週間とたたずコレも再生するだろう。炎で灼やいても、地中深くの根を潰さぬ限り何度でも生えてくる」

「静かな侵略……なるほど、やはり悪魔とは勝手が違うな」

　眉根を寄せるのはジャンヌだ。

「ツェフヴェン参謀、念のために聞くがこの植物の害は？」

「ありません。毒のある物だけは我らが総出で根を断ちました。今あるのは繁殖力の強い植物だけです」

「ありがとう。安心した」

「ですが……」

　緑に覆われた大病院の二階を見上げ、老兵が小さく吐息をついた。

「我らの司令官はこの景観を嫌悪しておられるのです。これでは蛮神族の思う壺つぼであると。自分の住まいでもある本部が穢けがされている……と」

　そして再び歩きだす。

　大病院一階。電気は灯ともっていないのは昼間ゆえの節電だろう。建物内部には、ほとんど植物の影がない。

　塗装の剝はがれたコンクリート壁と、コンクリートの床を延々と進んでいく。

「向かって右側が会議室。左側の奥が訓練室と倉庫になっています」

「承知した。後ほど詳細の見取り図を頂きたい。この都市の地図も、できれば隊長級には行きわたる枚数を」

「用意させましょう」

　頷うなずく老兵が向かうのは階段。

　と。その一段目に足をかけた恰かつ好こうで、イオ人類反旗軍レジストの参謀は足を止めた。

「ジャンヌ殿……いやここは貴様に聞くか。花琳フアリン」

　老傭よう兵へいの眼光が、ウルザ人類反旗軍レジストを代表する女戦士へ。

「我らの司令官のこと、どこまで理解している？」

「イオ人類反旗軍レジストの指揮官ダンテ・ゲルフ・アリギエーリ。かつてのイオ連邦王家の血を引く二十九歳の男性。人類反旗軍レジストの指揮官ながらも、王家の出身ゆえに自らを指揮官ではなく『皇帝』と自称する」

「それで？」

「その気位の高さゆえに嫉妬深く、疑い深く、執念深い」

　押し殺した嗄声ハスキーボイス。

「世が世ならイオ連邦の王になっていたであろう血統。それが傭兵集団の指揮官ごときで燻くすぶっている現状が憎くて堪たまらない」

「…………」

「その怒りの矛先はおそらくジャンヌ様に向かうかと。悪魔の英雄を撃破し、人類の領土を奪い返した偉業。そうして自分より目立つ者の存在を皇帝が許すわけがない」

「────ということです。霊光の騎士ジャンヌ」

　真顔でふり返る参謀。

「立場上、私からは我が指揮官について何も申せません。ですがご理解頂きたい。我々は貴軍の参戦を心から歓迎しております」

「ダンテ殿が私に何を言おうとも、か？」

「…………」

「承知した。案内を頼む」

　無言で階段を進んでいく。

　と。

　ツンツンと、最後尾にいる金髪の少女に背中を突かれた。

「ねえカイ。わたしよくわかんなかった。何の話？」

「俺たち歓迎されないかもな。この人類反旗軍レジストの親玉から」

「どうして？　わたしたち冥帝ヴアネツサを倒したんだからすごいと思うけど」

「俺にも説明しづらいよ。とにかく会ってみてからにしよう。リンネ、先に言っておくけど怒って攻撃しちゃダメだからな」

　階段を伝って二階へ。

　しんと静まった病院通路は日中にもかかわらずヒヤリと冷たく、身体からだの奥から凍えそうな空気に満ちている。

「陛下」

　かつての医長室であろう部屋。

　その扉の前で止まった参謀が、廊下に響きわたる声を張りあげた。

「ウルザ人類反旗軍レジストより、指揮官ジャンヌ殿がお見えです」

「──────」

「陛下」

「通せ」

　参謀が扉を押し開く。

　開いた扉の隙間から、まぶしき照明の光がこぼれてカイの目を灼やいた。

「来たか」

　天井には煌こう々こうと輝く巨大照明。

　床に敷かれた葡ぶ萄どう酒色の絨じゆう毯たんは間違いなく年代物だろう。壁には額縁入りの絵画が整然と並べられ、奥の戸棚には高級酒が並べられている。

　……なんだこの部屋。

　……ここだけ正史の王族みたいな部屋じゃないか。

　立派な机の向こうに座る小太りの男。

　──皇帝ダンテ。

　小太りの体型に肌は脂ぎっている。

　眼光こそ鋭いが知的さに程遠く、ただ単にこちらを睨にらみつけている牽けん制せいのまなざしだと一目でわかる。

「ウルザ人類反旗軍レジスト、指揮官ジャンヌ・Ｅ・アニスです」

「…………」

「お会いできて光栄ですダンテ殿」

「遅かったな」

　部屋の中央に立つ騎士ジヤンヌ。

　対し、その小太りの「皇帝」は変わらず椅子によりかかったままの姿勢で。

「今朝方に到着予定と聞いていた。俺を待たせる気か？」

「遠征途と中ちゅうで疾竜ワイバーンに襲われたのです。部下の手当と車の点検に半日を要しました」

「そんな言い訳はどうでもいい」

　刺とげ々とげしい。

　ジャンヌの言葉を即座に切って捨てる指揮官の振るまいに、カイはわずかに口元を引き締めた。なるほど、これは参謀が手を灼やくわけだ。

「霊光の騎士と呼ばれているそうだな」

「そう呼ばれることがあるというのは自覚しています」

「……ふん」

　人類反旗軍レジスト同士の指揮官であるならば地位は対等。

　むしろ協力者であるウルザ人類反旗軍レジストの方が立場は上だろう。ジャンヌが敬語で接するのは、それが手っとり早いと踏んだからか。

　だが。

「なぜこの連く邦ににやってきた」

　皇帝からのその問いかけに、さすがのジャンヌも眉間に皺しわを寄せていた。

「なぜ、とは？」

「悪魔どもを追い払ったそうだな。王都ウルザークを取りかえしたと」

「そのとおりです」

「ならば次は俺の連く邦にで手柄を立て、イオ人類反旗軍レジストを分捕ろうというわけか」

「…………失礼。誤解があるようですね」

　いっそ清すが々すがしいほどの悪意。

　対し、霊光の騎士はその清せい爽そうな声こわ音ねを保ったまま首を横に振ってみせた。

「我々がこの連く邦にを訪れたのは、貴軍からの応援要請があったからですが」

「あれは部下が勝手にやったこと。俺に断りなく、な」

「貴官からの提案では────いえ。そうした言い合いはやめましょう。我々は蛮神族に対して共に戦う準備があります。そして蛮神族に国を支配され続けることは貴官の望むものではない」

「当然だ」

「だとすれば、どちらの手柄になるのかなど些さ末まつなこと。そうでしょう」

　無言で皇帝が舌打ち。

　あからさまな挑発に対し、ジャンヌがそれに応じないことへの苛いら立だちだろう。

「一つ言い添えておきます。これは貴官への忠告です」

「忠告？　俺に向かって？」

「蛮神族を倒してイオ連邦を取りかえしたとする。では誰の手柄か？　それを決めるのは私でも貴官でもない。その奮闘を見届けた部下と民衆たちだ」

「…………」

「手柄が欲しいのならば、それにふさわしい振る舞いを。指揮官に相応ふさわしい態度であれば、民衆は自然とあなたを褒ほめ称たたえるでしょう」

「……ふん」

　再び舌打ちする皇帝が、乱暴に机の端を蹴りつけた。

「おいキュビレイ」

「お待たせしました」

　部屋の横に取りつけられた扉が開き、細身の女性がこちらに一礼。年齢は二十代中頃か。淡い翠みどり色の長髪に、満月のような淡い黄金色の双そう眸ぼう。

　目鼻立ちがすっと凛り々りしく、穏やかな微笑も麗うるわしい。カイが一瞬息を吞のむほどに、その女幹部は美しかった。

　……珍しいな。グラデーションの髪？

　……ウルザ連邦にはいないから、この地方の人種の髪色か？

　そして襟からのぞく首の肌色が、驚くほどに白い。

「客人だ」

「ウルザ人類反旗軍レジストの方々ですね。遠路はるばる、ご協力ありがとうございます。指揮官補佐のキュビレイと申します」

　恭うやうやしくお辞儀する女幹部。

　指揮官補佐、つまりダンテの腹心中の腹心だろう。傭よう兵へいたちを束ねる参謀ツエフヴエンに対し、こちらは指揮官の傍かたわらを離れない役職だ。

「人類反旗軍レジストの通信・連絡部門で、ご要望があればお申しつけ下さい。また陛下にご用の折にも、まずは私にご連絡頂ければ幸いです」

「承知した。では早速だが蛮神族との戦闘状況について──」

「それは貴様の役目だ、参謀ツエフヴエン」

「はっ」

　力強く答える老兵。

「陛下、ウルザ人類反旗軍レジストとの合同会議を早速に行いたく思います。半時後、一階の会議室へお越し下さい」

「ああ。わかったわかった」

　忌々しげに手を振る皇帝。

　さっさと出ていけ──その振る舞いが如実にそう告げている。

「ではジャンヌ殿。我々は先に一階へ。ご案内いたします」

「承知したツェフヴェン参謀。案内を頼む」

　指揮官の部屋を後にする。

　老兵が扉を閉めたその後に、力いっぱい机を殴りつける激げき昂こうの気配が伝わってきた。
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　夕刻──

　廃ビルに囲まれた大病院が、濃い茜あかね色いろの影に塗りつぶされていく。

「しかし広いなイオ人類反旗軍レジストの本拠地は。都市一つを丸々使いたい放題なんて、倉庫も演習場もいくらでも作れるじゃねえか」

「ねっ。おまけに生産プラントも工場ごと残ってるって言うじゃない」

　煮え立つ調理鍋コツフエルをかき混ぜるのはアシュランとサキ。

　二人は今、チタン製の鍋で、真っ赤に染まったスープを煮込んでいる最中だ。

　露天での夕食作り。

　応援として駆けつけたウルザ人類反旗軍レジストのための食事スペースを用意しきれておらず、こうして野外で食事を作り野外で食事をとるというわけだ。

「だけど……これ、本当に食えるんだろうな」

　アシュランの握った巨大なスプーンが、鍋で煮込まれていた野菜をすくいとる。

　真っ青な根菜。

　カイが見たこともない野菜だが、その正体は、何とこのビルの裏側に生えている植物の根だという。

「エルフの森の植物をよ、こうして切って煮込んで食えば食料になるし『緑化』も防げるって一石二鳥なのはわかるけど、腹壊さないか心配だぜ……」

「こっちの実だってそうよ」

　鍋から別の実をすくいとるサキ。

「……リンネ、これ本当に平気なの？　なんかすごい酸っぱい臭においしてるけど」

「うん。わたし食べたことあるもん」

　唯一ニコニコと鍋を見守っているのがリンネである。

　こちらは両手に携帯用のお皿を手にして、夕食のできあがりを今か今かと待ちわびているところだ。

「ねえアシュ。まだー？」

「もうちょい煮込むから待ってろやリンネちゃん。……ところでカイさ、お前はさっきから何してるんだ」

「銃の具合を確かめてる」

　鍋の火から一歩離れた場所で、瓦が礫れきを椅子代わりにしてカイは座りこんでいた。手元には灰色の自動小銃アサルトライフル。

「イオ人類反旗軍レジストの銃を借りてきた。どんな銃弾を使ってるのかなって」

「どこも変わらねぇだろ？」

「銃弾の口径が違う。アシュランの持ってる銃より弾丸が一回り小さいかわりに銃の反動を抑えるようになってる」

　敵対する種族の差ゆえか。

　悪魔族には、彫像魔ガーゴイルをはじめ強固な外殻の種がいる。

　一方で蛮神族の肉体は、さほど強きよう靱じんなものではない。ゆえに威力の低い銃弾でも十分に通用するのだろう。

　……そのぶんエルフの霊装や天使の結界が厄介だけど。

　……この自動小銃アサルトライフルが通じるなら、俺の亜竜爪ドレイクネイルも通用するはず。

　カイが確かめたかったのはイオ人類反旗軍レジストの銃性能そのものではなく、亜竜爪ドレイクネイルとの威力の比較である。

「この都市の武器工房やら生産プラントの半分が無事ってのがウルザ連邦との違いだな。おかげでまだ戦力を維持できてる。つってもあの参謀ジイサンが優秀だからって理由が一番らしいけどよ」












「ツェフヴェン参謀？」

「おう。俺よりカイの方が実際に話してるし詳しいだろ。どうだった？　昼間の作戦会議にも参加したんだろ」

「信頼できる傭よう兵へいだとは思う」

　まだカイも出会ったばかりだが、熟練の傭兵らしい芯の強さと聡そう明めいさの両方を兼ねそなえた参謀だと感じさせられた。

「蛮神族との戦況や人類反旗軍レジストの軍備も隠さず教えてくれた。参謀は、本当にジャンヌの加勢を待ちわびてたんだなって思う」

「参謀は、って？」

　敏さとい。

　カイが口にした微細な抑揚の変化を感じ取ったのは、サキだった。

「サキもアシュランも、あの指揮官を見たら驚くよ」

「……あー。アタシたちも噂うわさは聞いたわよ。イオ人類反旗軍レジストの兵士たちと簡単に自己紹介したの。その時に司令官の話が出てね」

　鍋用のスプーン片手に、サキが肩をすくめてみせた。

「『羨ましい』って言われたわ。ほら、ジャンヌ様ってば若いし恰かつ好こう良いし、勇敢だし、わざわざ他国にまで遠征するくらい気力も漲みなぎってるじゃない」

「イオ人類反旗軍レジストの兵士たち、何て言ってた？」

「上官の悪口は直接言えやしないわよ。ただ、『イうオちはそっちの指揮官の逆だ』と言ってたっけ。それってよっぽどでしょ」

「……よっぽどだったよ」

　昼間の合同作戦会議で。

　指揮官ダンテは最初から最後まで一言たりとも発しない。

　作戦は傭兵おまえたちがすべてやれ──

　王族の血筋ゆえか、その傲慢極まりない態度にはカイも言葉が出なかった。

「俺の感想だけど、ジャンヌに良い印象を持ってないんだと思う。ハッキリ言えば、気にくわないんじゃないかな」

　悪魔の英雄ヴァネッサを撃破し、人類の領土を取りかえした騎士ジヤンヌ。

　それは五種族大戦が続く世界で初めての偉業である。皇帝を自称するダンテにとって、ジャンヌは栄光争いの強敵ライバルに映ったに違いない。

「会議もさ、ツェフヴェン参謀が取りなしてくれて助かった」

「あの参謀ジイサンが実質的な指揮官だろ。熟練の傭兵らしいし、イオ連邦以外の人類反旗軍レジストで戦ってきた経験もあるんだとさ」

「キュビレイ指揮官補佐は？」

「あ、そうそう！　その美人な指揮官補佐な！　カイ、お前見たのか!?」

　燃え立つ火の前でアシュランが立ち上がる。

「絶世の美人さんだって!?」

「……最低ねアシュラン。カイ、答えなくていいわよ」

「いや違うんだサキ。これもイオ人類反旗軍レジストの兵から聞いた真面目まじめな話だぜ？　向こうの指揮官ダンテは補佐官を見た目で選別して、一番の美女を従えてるって」

「どうだったかな……」

　しばし黙考。

　ダンテの執務室で一度。昼間の会議室でもう一度、指揮官補佐キュビレイと目が合ったのは覚えている。只ただならぬ雰囲気の美女であることはカイも異論ない。

　特に、あの淡く神秘的な髪と瞳の色。まるでお伽とぎ話ばなしの妖精のような色合いだった。

　とはいえ──

「こっちはリンネもいるし」

「？　カイどうしたの？」

「いや、何でもない。熱心に鍋を見てるなって思って」

　こちらを見つめ返してくる金髪の少女に、カイは微苦笑で応じた。

　美少女という点では、エルフの血が混じったリンネの神秘性も相当だ。さらに言えば、妖よう艶えんさでは冥めい帝ていヴァネッサ、夢魔姫サキユバスクイーンハインマリルの悪魔二体が突出している。

　……そもそもジャンヌだって。

　……正史じゃ、人類庇ひ護ご庁で「戦乙女」なんて言われてたくらいだし。

　凜りんとした高貴な美貌はジャンヌの天性。

　美女といっても系統が違う。それでもあえて区分するならば、指揮官補佐キュビレイの神秘的な美しさはリンネに近いだろうか。

「ねえカイ。キュビレイって、あの男の横にいた女のこと？」

「ああ。そっか、リンネは会議中は外に出てたもんな」

　人間の話を何時間も聞かされるのは苦痛ということで、会議中はリンネも別行動。ビルの陰で一人うたた寝していたという。

「珍しいな、リンネが人間を気にするなんて」

「んー」

　金髪の少女が首を傾かしげる仕草。

「あのね────」

「ここにいたのか」

　嗄声ハスキーボイスが、リンネの声を上書きしていった。

　抜き身の白刃を携えた花琳フアリンが、ふらりと瓦が礫れきの路面を歩いてくる。

「花琳フアリンさまっ!?」

「ご、ご苦労様ですっ！」

「そのままでいい。ただ立ち寄っただけだ」

　慌てて立ち上がろうとするサキとアシュランを言葉で制し、女護衛がその場に無造作にしゃがみ込む。

　右手に、やはり剣を握ったままで。

「訓練用の剣だ。刃の先は潰してある」

　カイの視線を察したのか、花琳が手元の刃やいばを翻してみせる。

「向こうイオの傭よう兵へいとの交流だ」

「取っ組み合い？」

「そんな大層なものじゃないが、互いに理解を深めるには一番早い。それと、勝負は私が勝ったから明日からの合同演習はジャンヌ様の指示で行う」

　花琳の目配せ。

　カイたちの班から十メートルほど奥。食事中の各班を労ねぎらい歩く指揮官の姿が。

「──皇帝ダンテが小者なのは好都合だ」

　ぼそりと、そう呟つぶやく花琳の声を聴きとったのはわずか四人。カイとリンネ、そしてサキにアシュランのみ。

「五種族の大戦で人間が敗れて以来、人類反旗軍レジストが国境を越えて連携を取った事例はない。初めての試みゆえに、面倒くさいのは二つの人類反旗軍レジストの力関係だ」

　救援を求めたイオ人類反旗軍レジスト。救援に応じたウルザ人類反旗軍レジスト。

　指揮官が二人。

　しかし命令系統が二つあれば部下たちに混乱が生じてしまう。

「人類反旗軍レジストは人間の集合体よせあつめだ。そして人間に頭は一つでいい。二つあれば末端の四肢が混乱をきたす」

　握っていた短剣を地に突き刺す女戦士。

　押し殺した声で。

「本拠地の総司令に皇帝ダンテを飾り立てる。だが戦場の総指揮──つまり実質的な最高権力はジャンヌ様になる。作戦本隊にツェフヴェン参謀を任用すればイオ側の反論もない」

「……ジャンヌがそう？」

「私の筋書きシナリオだ。私と、そして参謀ツエフヴエン殿の合作だがな」

　ごくごく真顔で答える花琳。

「皇帝ダンテにとって一番大事なものは自分の命。指揮官として間違っていないが、蛮神族との戦いで奴やつが戦場に出たことは一度としてない。本拠地から的外れな指令を飛ばすだけ。部下たちはその現状に疲れはてている」

「想像つくよ」

「あとはジャンヌ様次第だ。他国の指揮官が、イオ人類反旗軍レジストの傭よう兵へいから信用を勝ち取れるかどうか」

　女戦士が立ち上がる。

　地に刺した剣はそのままで。

「ジャンヌ様の決断だ。明日、エルフの森へ向かう。蛮神族の塒ねぐらになっている広大な樹じゆ海かいの探索に赴くとな」

「わかった。俺とリンネもそこに──」

「ジャンヌ様一人で、だ」

「えっ？」

「ウルザわれわれ側の兵は一人もつけない。ジャンヌ様と、案内役のイオ人類反旗軍レジストの精鋭のみだ。傭兵かれらの信頼を得るには傭兵かれらに命を委ねる以外ない。あの方はそれをよく理解している」

　ふっ、と花琳フアリンが目を細めて肩をすくめてみせる。

　彼女がこんな仕草ジエスチヤーを交えるのは、カイの知るかぎり初めてかもしれない。

「護衛わたしとしては不安だが、言いだしたら聞かない御お方かただからな」

「じゃあアンタも留守番か」

「ジャンヌ様が森から帰ってこなければ、森すべてを焼きはらい蛮神族を一体残らず斬り捨てる。そのつもりで心しておけ」

　横顔を向ける花琳。

　蛮神族を根絶やしに──その苛か烈れつな意思も、主あるじへの強き忠誠心あってのことだろう。

　カイが応じる前に、ウルザ人類反旗軍レジストの最強戦士は身を翻した。





　　　　　　　３






　イオ連邦、第八都市カシオペア。

　緑に覆おおわれたビルに囲まれた広場で、イオ人類反旗軍レジストの兵が歓声を上げた。

「──ただいま帰還した。エルフの森とは凄すごい場所だったな」

　イオ人類反旗軍レジストの精鋭部隊を率いて、霊光の騎士ジャンヌが帰還。

　夜明けとともに偵察に出発。

　夕刻前。予定より一時間ほど遅れはしたものの、一人の負傷者も出すことなく帰還したのだ。

「皆には心配をかけた。しかしエルフの森で新たな発見もあった。ツェフヴェン参謀！」

「はっ」

「今すぐ会議の用意を。森での発見を私から全隊長に報告する」

「ただちに用意させましょう」

　力強く頷うなずく老兵。

　屈強な偉丈夫ではあるが、その精せい悍かんな眼まな差ざしが昨日にも増して爛らん々らんと輝いているのは、まさにジャンヌの熱意に感化されてのことだろう。

「皆、よくやってくれた」

　精鋭部隊の兵を一人一人労ねぎらっていくジャンヌ。

　その後ろ姿を見守るイオ人類反旗軍レジストの傭よう兵へいたちの表情も、明らかに昨日までとは違う。

　ジャンヌに声をかけられた兵士の中には、力が漲みなぎるあまり声を震わせる者さえも。

　──指揮官ダンテとは違う。

　昨日ここに到着して、その翌日だ。

　皇帝ダンテが頑かたくなに拒んできたエルフの森の偵察へ出向き、そしてイオの傭兵と共に見事帰還した。

「こんな指揮官が欲しかった。そんな表情してるな」

　イオ人類反旗軍レジストの兵たちに囲まれるジャンヌの姿を眺め、カイはそう口にした。

「アンタは少し違うけど」

「…………」

　ビル陰で、壁に身を預けた花琳フアリン。

　ジャンヌの帰還を前にしても無言だった彼女が、ゆっくりと顔を持ち上げる。

「私はどう見える？」

「ジャンヌが自分を置いてけぼりに蛮神族の領土に偵察に向かって、戻ってくるのが予定より一時間も遅かったから気が気じゃなかったって表情」

「ジャンヌ様には後で説教だ」

　花琳が気け怠だるげな様子で身を起こす。

　主あるじが戻ってくるまで、この護衛は食事も取らずに十時間以上ここで帰りを待っていた。

「リンネ。俺は作戦会議に出るけど、リンネはどうする？」

「んー……また会議ぃ？」

　瓦が礫れきの上に寝そべって日向ひなたぼっこ中のリンネ。

　心地よさそうに微睡まどろんでいた少女が、カイの声に瞼まぶたを開けた。何百人という傭兵たちの軍靴が響く拠点で、こうも緊張感が見られないのはリンネくらいだろう。

「いつになったら天使やエルフと戦うの？」

「準備ができたらさ。冥帝ヴアネツサがいたのは王都だったから攻めこむのは楽だったけど、蛮神族はそうじゃないだろ」

　エルフの森、ドワーフの郷さと、妖精の隠れ家。

　そして天使の園。

　いずれも人間にとっては未知の領域だ。迂う闊かつに立ち入れば返り討ちに遭うのは目に見えている。慎重に探索を進めなくては。

「会議って、ずっと座ってるだけなんだもん……」

「じゃあここで待ってる？」

「うん。わたし、あの人間キライかも。……またこっち見てる」

「っ」

　リンネの視線──

　人類反旗軍レジストの拠点である大病院の二階。蔓つると苔こけとに覆おおわれた窓ガラスの一点に注がれていることに気づき、カイはその方向を見上げた。

　だが窓の暗がりまでは見通せない。

　異種族であるリンネの視力がなせる業わざだろう。

「あそこに皇帝ダンテが？」

「うん。今朝からずっと広場こつち見てる。気持ち悪いから無視してたけど。早く教えた方が良かった？」

「……いや。気づかないフリでいいと思う」

　リンネに対してかぶりを振る。

　蛮神族との戦いのためにイオ人類反旗軍レジストとの協力が不可欠である今、余計な詮索であの男を刺激する必要がない。

「じゃあリンネ。すぐ戻るから待っててくれ」

　少女に手を振って、カイは本拠地である病院の入り口へと歩いていった。





　　　　　　　






　廃ビルに囲まれた広場──

　そこに集まる兵士を、本拠地である大病院の二階から見下ろす男がいた。

「…………」

　壁面が蔓に覆われた窓ガラス。

　わざわざ小窓から観察するわけは、他ならぬ自身が部下から好よく思われていないことを自覚しているが故である。

「……ジャンヌ……！」

　見下ろす地上。

　そこには百人以上もの兵に囲まれて歓迎される、若き騎士の姿がある。

　エルフの森からの帰還──

　ここ第八都市カシオペアを南下し、湿原を抜けた先に広がる樹じゆ海かい。そこが蛮神族の巣そう窟くつであることまではわかっている。

「それを探索だと？　どんな罠わながあるかも不明だというのに……！」

　捕虜として拘束される危険もある。

　拷問を受け、辱はずかしめを受け、命を奪われる。その危険性を考慮すれば、指揮官自ら出向くなどもってのほか。

「それを、正気か霊光の騎士!?」

　壁を思いきり蹴りつける。

　鈍い音が部屋に響きわたるなか、イオ人類反旗軍レジストの指導者「皇帝」ダンテは、苦々しく奥歯を嚙かみしめた。

　将とは動かぬ者。

　王とは玉座に居座る者。

「悪魔の英雄を倒した救世主？　どんな男かと思えば何たるザマか。組織の頭かしらが自ら先陣に立つなど匹ひつ夫ぷの勇ゆう！　貴様のソレは将たる立場の無自覚だ！」

　許し難いことが二つ。

　一つは、ウルザ人類反旗軍レジストの指揮官ジャンヌのその愚行。一見すれば勇猛な突撃だが、ダンテから見れば血気盛んなだけの振る舞いに他ならない。

　自分ダンテの美学とは程遠い。

　だがもう一つ。さらに許せないことは──

　そんなジャンヌの振る舞いを見て、部下の傭よう兵へいが活気づいているということだ。銀髪の騎士を取り囲んで喝采し、偉業を褒ほめ称たたえている。

「どいつもこいつも頭の中までエルフの植物に侵されおって！」

「──陛下」

　せせらぎを想おもわせる女声。

　ダンテの隣に佇たたずむのは、麗うるわしき指揮官補佐だった。

「キュビレイ、貴様まで俺をなじる気か……？」

「滅めつ相そうもありません」

　淑しとやかな微笑で応じる女傭兵。

　ダンテの凄すさまじい形相を烈火とすれば、この女性の微笑ほほえみはその炎を鎮める清水。

「外の者どもは凡夫の集。陛下が心を濁らせるに値しません」

「…………」

「今は、あのジャンヌという騎士の血気にあてられているだけ。なれば今夜の合同会議も陛下が参加される必要はないでしょう。私一人が出席して参ります」

「キュビレイ、どうやら貴様だけだな。俺のまともな部下は」

　他はすべて荒くれの傭兵たち。

　この指揮官補佐だけなのだ。自分ダンテの崇高な理念を理解して傅かしずく者は。

「部下やつらもすぐに思いだす。この地の王は、俺。あんな余よ所そ者ものの騎士ではない」

　だが──

　その翌日。すなわちウルザ人類反旗軍レジストがイオ連邦に到着して三日目。




　騎士ジャンヌへの支持の高まりは、ダンテの想像を超えていた。




　昨日のうちにエルフの森を探索。

　そこで発見した蛮神族の足跡から、エルフたちの巡回経路を特定した。

　その成果がイオの傭よう兵へいに広まり、ジャンヌへの支持は既にダンテの地位を脅かすまでに至っていたのだ。

「……蛮兵どもがっ！」

　机上のグラスが揺れるほどに拳で机を殴りつける。

　危惧していた最悪の状況だ。

　悪魔の英雄を倒したウルザ連邦の救世主。それほどの指揮官が訪れれば、自分の地位が揺らいでしまうではないか。

　さらに言えば、ここまで勢いがあるのも想定外。

　あの堅かた物ぶつの傭兵たちが、こうも早く他国の指揮官に心を開くとは。

「参謀ツエフヴエンから話を聞いて参りました。あの花琳フアリンという護衛について──」

　淑しとやかに告げる指揮官補佐のキュビレイ。

　顔を真っ赤にしたダンテと対照的に、こちらの肌は透けるほどに白く美しい。

「霊光の騎士ジャンヌへの支持は、彼女の存在も大きいようです。十代の頃から世界各地の人類反旗軍レジストに所属した流浪の傭兵。西の連邦での戦歴もあり、当時、中型の亜竜ドレイクを一人で仕留めたことは今でも伝説となっていると」

　竜の牙を以もつて戦場を駆ける。悪魔族からも恐れられた竜戦士ドラグナー。

　その名声は、ここイオ連邦にも聞こえている。

「熟練の傭兵たちは単なる地位以上に、戦場で武勲を挙げた者に柔順な傾向があります。あの竜戦士ドラグナーの主あるじならば信頼に足る──そう思う者たちが我が人類反旗軍レジストにも少なからずいることと思います」

「そんなことはわかっている！」

　破砕音。

　握ったグラスを思いきり床に叩たたきつけ、ダンテは吼ほえた。

「俺はイオ連邦の王族の血統。世が世ならすべての民は俺に跪ひざまずいていた。それが……なぜ辛酸を舐なめさせられねばならない！」

「陛下」

　麗うるわしき女性が、机上に見慣れぬ地図を並べていく。

　それは──

「エルフの森までの経路……？」

「はい。昨日に霊光の騎士が向かった経路です。そこで私に策がございます。本来ならば陛下の本意には沿わぬ策ですが」

　疑わしき眼めで地図を見下ろす主あるじに、司令官補佐は淑しとやかに微笑ほほえんだ。

「成功すれば、再び陛下の地位は盤ばん石じやくとなるでしょう」
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　イオ人類反旗軍レジスト本部──

　一階会議室での合同会議を終えたジャンヌが、通路に出るなり拳を握り固めた。

「上々の反応だ」

「危険を冒してまでエルフの森への探索に踏み切った。その甲か斐いがありましたね」

　ジャンヌに付きそう花琳フアリンが頷うなずく。

　と思いきや、すぐに通路の奥へと顔を向けて。

「護衛班。じきにお前たちの出番だ。用意を怠るな」

「……いよいよか」

　暗い通路の片隅で、カイはこくんと息を吞のみこんだ。

「だってさリンネ」

「ふ、ふぁいっ？」

　あわてて金髪の少女が身を起こす。

　一時間弱の会議の間、リンネは器用なことに立ちながらの熟睡だ。

「う、うん！　ええとカイ、つまり？」

「エルフの森に人類反旗軍レジストが攻めこむ。俺たちはジャンヌの護衛班だって言われただろ。だからジャンヌの傍そばで一緒に戦うことになると思う」

　つまりは最前線。

　霊光の騎士ジャンヌは、常に人類反旗軍レジストの先頭で指揮をとる。自ら矢や面おもてに立つのが彼女の流儀。その護衛がカイとリンネというわけだ。

「なんだそんなこと？　わたしはいいよ。カイが一緒なら大丈夫」

「……リンネが前向きでありがたいよ」

　半分は苦笑い。

　半分は、本当に元気づけられた心地でカイは応じた。

　リンネの強さは誰よりも理解しているし心強いが、それ以上に、この底抜けに快活な姿に勇気づけられる。

「ジャンヌ？　それで上々の反応って言ってたのは」

「ご覧のとおりだ」

　会議室から出てくる傭よう兵へいたち。

　合同の作戦会議に出席していたイオ人類反旗軍レジストの隊長級。そこには参謀ツェフヴェンの姿もあり、ジャンヌの視線に気づいて小さく頷うなずく。

「イオ人類反旗軍レジストの傭兵が、わたしを合同作戦の戦場指揮官だと認めてくれる流れにある。もちろん総指揮に皇帝ダンテを据えるという上でだ」

　戦場指揮官として認められる。

　名目だけではない。それはジャンヌに自分の命を預けると同意したという意味だ。

　熟練の傭兵ほど用心深く、彼らは決して地位や名声ではなびかない。そうした隊長級の傭兵が、ジャンヌを認める意向を示した。その意義は大きい。

「すごいなジャンヌ」

「命を張った甲か斐いがあった。一昨日、エルフの森に入った時は正直怖かったが……まあ、これは裏話だ。イオ側には言わないでくれ」

　照れ笑いを浮かべるジャンヌ。

　その姿に──

　正史の、幼なじみであった彼女の姿が重なった。

　……戦乙女なんて呼ばれてたもんな。

　……人類庇ひ護ご庁の時から。同期だけじゃなく上官からも。

　幼い頃から専属の退役軍人から学んだ軍事指揮術と、代々継承されてきた指揮官適性。さらに持ち前の美貌と大胆不敵な行動力。

　それを磨きあげて威光へと昇華させたのが、この世界での彼女なのだろう。

「一つ懸念があるとすれば……」

　最後の一人が出ていって空になった会議室へ、ジャンヌがふり返る。

「カイ、リンネ。いま部屋を出ていった顔ぶれを見て気づくことはないか？」

「皇帝ダンテがいない」

「キュビレイっていうのがいないね」

　答えは共に正しい。

　だがカイが注目したのが指揮官であったのに対し、リンネの答えは指揮官補佐。

　──違和感。

　普段のリンネなら人間の顔ぶれなど気にも留めまい。しかし思い返せば、引っかかるのはこれが最初ではなかった。




〝ねえカイ。キュビレイって、あの男の横にいた女のこと？〟

〝珍しいな、リンネが人間を気にするなんて〟




「二人とも正解だ。今の会議も皇帝ダンテは不参加。昨日まで来ていた指揮官補佐キユビレイも急用ということで不参加。まあ参謀ツエフヴエンが会議内容を報告してくれるという話で──」

「待ってくれジャンヌ」

　渋じゆう面めんをつくる騎士の言葉を、遮った。

「リンネ。何か気がかりなことでもあるのか。あの指揮官補佐のことで」

「……わかんない」

　異種族の少女が弱った表情で。

「あのね。臭におい？　んー、でも人間の臭いに紛まぎれてて自信ないし……間違ったこと言うとカイに迷惑かけちゃうし」

「構わない。何でもいいから言ってくれ」

「怪しいなって。あのね……アイツ人間っぽくない気がするの」

　その一言に。

「詳しく聞こう」

　真っ先に反応したのは花琳フアリンだった。

「全員、この会議室へ。他人の耳に入ると厄介だ」
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　イオ人類反旗軍レジスト、本拠地。

　執務室──

「陛下、お呼びでしょうか」

　草木も眠る真夜中に煌こう々こうと灯ともる豪ごう奢しやなシャンデリア。深い葡ぶ萄どう酒色の絨じゆう毯たんを軍靴で踏みしめて、参謀ツェフヴェンは姿勢を正した。

　指揮官ダンテ。

　執務机を挟んで座る指揮官は、頰ほお杖づえをついた恰かつ好こうでこちらを睨にらみ上げている。

「陛下──」

「参謀ツエフヴエン、昼間の会議はご苦労さまでした」

　その労ねぎらいの言葉は、指揮官の隣に立つ女性補佐官からだ。

「陛下も私も参加できず申し訳ありません。私めが体調を崩してしまいまして」

「いえ、復調されたのであれば何よりです」

　体調を崩した？

　その欠片かけらも見えないように思えるが──喉の奥まで出かかった言葉を、参謀ツエフヴエンはかろうじて飲みこんだ。

　……いけ好かない娘だ。

　……何を考えているのか底が見えん。

　今年、齢よわい五十になる。体力の衰えこそ感じるが、傭よう兵へい業で積み重ねてきた三十二年。人を見る目はついたとツェフヴェンは自負する。

　だが、どうだ。この女は。

　四年前に突如として皇帝ダンテに召し上げられた指揮官補佐。

　幹部としての適性を感じない。彼女の絶やさぬ微笑は、顔の表面に張りついた薄っぺらい仮面に過ぎない。そんな印象さえ感じさせる。

「……それで、お話とは」

「喜ばしい報しらせです。参謀」

　整った面立ちの女性が、隣に座る指揮官へと目配せ。

「陛下は決断されました。陛下自らが、この都市の南方に広がるエルフの森へ。すなわち蛮神族の領域へと向かわれると」

「なっ!?」

「指揮官ジャンヌ殿が参戦された。この機を逃すべきではないと、陛下はそう判断されました」

　バカな。

　この数年間、絶対に自分の拠点から動こうとしなかった皇帝ダンテが？

「参謀ツエフヴエン」

　ゆらりと立ち上がる小太りの指揮官。

「知っているぞ。部下たちの心が、俺から、あの騎士へとなびき始めていることを」

「……そ、それは！」

「忌々しい。だが、俺自らが戦場へ向かえば貴様らも納得するだろう。蛮神族やつらの拠点へだ。そこへ向かう」

「…………」

　言葉に詰まる。

　皇帝ダンテの言うそれは所詮ジャンヌの二に番ばん煎せんじではないか。真ま似ね事ごとをしたとしてもジャンヌが受けたような評価を得られるわけがない。

　それが参謀ツエフヴエンの率直な印象だ。

「……参謀として陛下の勇敢なるご決断を嬉うれしく思います。ですが目的をお教え願いたい。エルフの森へ到着してからの具体的な指針は？」

「標的はエルフおよび天使。奴やつらを捕まえて捕虜とする」

「なんとっ!?　そ、それは如い何かにして!?」

「奴らの痕跡を発見した。既に先遣隊がエルフの森の中枢まで探索を完了している。つい今しがたの報告だ」

　そんな報告など聞いていない。重大な作戦に関わるものであれば、もっとも傭よう兵へい歴の長い自分ツエフヴエンが真っ先に相談を受けるはずなのに。

「…………」

「心配ですか。陛下のことが」

　しっとりと穏やかな声の司令官補佐。まるで心を見透かしたかのように。

「出発はこの二時間後。深夜ゼロ時にこの拠点を離れます」

「夜中に!?　で、ですがこれだけ急となるとウルザ人類反旗軍レジストもさすがに……」

「参謀ツエフヴエン、俺が夜中に出発する意味を考えろ」

「…………」

　考えるまでもない。

　ウルザ人類反旗軍レジストを出し抜くため。

　さらに言えば指揮官ジャンヌを出し抜くためだ。皇帝ダンテにとって重要なことは「自分が」手柄を立てること。

「…………かしこまりました」

　苦く渋じゆうと共に深々と頭を下げる。

「ですが陛下、エルフの森へは万全を期して向かうべきでしょう。私、そして私の部下の同行を許可頂きたい」

「許そう。だが、本作戦をウルザ人類反旗軍レジストに漏らすことは許されない。……そうだな。エルフの森に到着してから伝えるとしよう」

「……はっ」

　エルフの森に到着してからの報告。

　指揮官ジャンヌが後から追いかけてきてももう遅いというわけだ。

　……だが、これは陛下の立案か？

　……扇動的な何かを感じる。もし陛下を扇動できる者がいるとすれば。

　皇帝ダンテの隣。

　淑しとやかな美貌の女性補佐を横目に、参謀ツェフヴェンは唇を嚙かみしめた。

「準備が整い次第、出発する」

「はい陛下。私と参謀ツエフヴエンがお伴いたします。何一つ恐れるものはありません」

　甘い吐息で微笑ほほえむ美女。

　その二時間後。

　指揮官ダンテとその側近たち──イオ人類反旗軍レジストの中核が、この暗き夜、遠きエルフの森へと旅立った。




〝エルフの森に到着した。これよりエルフの捕獲作戦を実行する〟




　皇帝ダンテによる夜明けの報告。

　そして。

　それを最後に、皇帝ダンテの精鋭部隊はエルフの森で消息を絶った。













　イオ連邦。

　南の古代樹じゆ海かい、通称〝エルフの森〟。

　エルフ、天使、ドワーフ、妖精という四種族からなる蛮神族の巣そう窟くつとして、人間が知るかぎりもっとも巨大な秘境である。

　イオ人類反旗軍レジストの執念により、わずかずつながら樹海の様子が明らかになりつつある。

　エルフの罠わなの発見。ドワーフが作ったと思われる森の道。そこを通る妖精の姿も、望遠カメラによって確認できている。

　あと数年。遅くとも十年以内に、人間は樹海の深部へと突撃できるだろう。

　だが──

　それこそが蛮神族の罠だった。




〝さようなら陛下〟

〝キュビレイ!?……貴様、…………！〟




　イオ人類反旗軍レジストの指揮官と部下を、森にしかけた転移法術の罠わなに誘導。森の深部にある毒花の群生地へと転移。

　毒の障しよう気きを吸いこみ、人間は一人残らず意識を失った。

　人類反旗軍レジストの中核を一網打尽。これでイオ連邦において蛮神族の優位は盤ばん石じやく。何者にも脅かされることはない。

　……

　…………そのはずだった。

　想定外は人間だけではない。

　人間を捕らえたその日、蛮神族にも予想だにできぬ異変が起こりつつあったのだ。





　　　　　　　






「エルフわたしたちは不要？　お待ちをアルフレイヤ殿、それは……どういうことですか……！」

　天使宮殿。

　古代樹じゆ海かいの最深部にして、天へとそびえ立つ古代樹の上で────

「言葉のとおりだ」

　エルフの大長老。

　種を代表する英雄級の少女が、美しき白磁色の床に倒れ伏す。

「共存はここまでだ。貴様エルフだけではない。ドワーフも妖精も何もかも。これは、すべての穢けがらわしき劣等種への宣告である」

　大いなる六枚翼の天使。

　主しゆ天てんアルフレイヤ──天使の長にして蛮神族の英雄を称する誉れ高き大天使。亜麻色の長髪の偉丈夫が、壇上から厳かに告げる。

「この連く邦に、この世界は天使の領土。貴様たちの居場所はない」

「……アルフレイヤ殿、正気ですか！」

　起き上がることもままならないエルフが、正面に立つ天使を睨にらみ上げる。

　そしてもう一体。

　主天アルフレイヤの背後に、無気配で佇たたずむ奇怪な怪物へ。

「アルフレイヤ殿……」

　エルフの大長老。

　月光色に輝く髪の少女は、口元から緑色の血を滲にじませていた。

「後ろにいる異種族はいったい何ですか。あなたの発言……あなたの本意であるようには思えません！」

　奇怪なる異種族。

　さながら残虐に破壊された人形マリオネツト。

　現れたのは、身体からだのあちこちが欠損した奇怪な他種族の少女だった。

　外見は人間のそれに酷似しているが、右肩から先は蛇の胴体のような触手構造。背中には骨格だけの翼が生えている。

　──尋常の生物ではない。

　エルフの大長老の嗅覚はそう告げていた。

　生物の臭においがしないのだ。この怪物の臭いは「死」そのもの。

「何なのですか……その……奇怪な化け物はっ！」

「知る必要はない」

　主しゆ天てんアルフレイヤの口から紡がれる、冷たき宣言。

「今日この時より劣等種キサマらとの関係を断つ。永久にだ」

　天使宮殿に──

　エルフの悲鳴が、こだました。
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　イオ連邦南部「異邦の湿原ストレンジ・マーシユ」

　真っ青な芝草に覆おおわれた湿原──

　ぬかるんだ大地にこだまするのはエンジン音。泥と草を巻き上げて、ウルザ人類反旗軍レジストの軍用車が樹じゆ海かいに向けて進んでいく。

「でさ、なんでここが『異邦の湿原ストレンジ・マーシユ』なんて呼ばれてるんだ？　のどかな湿原だぜ。でけぇ動物もいないし、車もちゃんと走れるし」

「この先が──」

「向こうに見えるのがエルフの森だからでしょ」

　ぼそりと呟つぶやく運転手アシユランに、助手席のカイと後部座席のサキの返事が重なった。

「エルフの罠わな、妖精が飼ってる守護獣ガーデイアン、それにドワーフの守護像ゴーレムよ。イオ人類反旗軍レジストも迂う闊かつに探検できずにいたんだから」

「湿原はともかく、エルフの森のことは俺だって知ってるっての」

　連なって進んでいく三台の軍用車。

　アシュランが運転するのは、まさにその先頭車両だ。

「で。そんな危険極まりない森に皇帝ダンテ殿が突撃したって？　お偉い方の発想は俺にはわかんねぇが、今回ほど意味がわかんねぇのは初めてだぞ」

　ハンドルを握りしめる青年が眉間に皺しわを寄せる。

「昨日の朝に連絡があったきり、以後の連絡が途絶えた。全滅か捕まったかは不明だろうけどよ、こんなの行く前から予想できただろうが？」

「ね。しかも参謀と司令官補佐も一緒だったんでしょ……」

　サキの口調は重たい。

　指揮官ダンテとその腹心二人が突如としてエルフの森に突撃し、そして消息を絶った。

　いったい何の冗談かと疑う報しらせだ。

　指揮官ダンテの独断？

　それとも何者かが指揮官ダンテを扇動したのか？

　イオ人類反旗軍レジストの本拠地で、取り残された部下たちの動揺はとてつもないものだった。

「で、俺らがそのケツを拭く役目か」

　アシュランの口からこぼれたのは、重苦しい溜ため息いきだった。

「イオ側の指揮官が消息不明。その捜索に向かった俺たちも行方不明に……」

「あ────やめてアシュラン！　聞きたくないわっ」

　耳を塞ふさいでサキが悲鳴。

「ねえリンネもそう思うでしょ」

「……んー」

　サキの隣の少女が弱々しく返事。

「あれ？　リンネも元気ない？　やっぱそうよね。せっかくジャンヌ様が頑張ってイオ人類反旗軍レジストとの合同作戦を立ててたっていうのに、あの偉そうな指揮官が全部水の泡にしてくれちゃって。もう信じらんないでしょ？」

「ああ。今回はさすがにな」

　リンネに代わってカイは答えた。

「ただ、こればっかりは現場で確かめるしかないから」

　指揮官ダンテと参謀、そしてその部下たち。

　彼らが全滅していた場合にはイオ人類反旗軍レジストの被害は計り知れない。サキやアシュランのように、その原因が皇帝ダンテの暴走にあると考える者が大半だろう。

　……難しいな。皇帝ダンテだけを責められない。

　……この行動を裏で扇動してた奴やつがいる可能性が高いから。

　その推測を共有しているのは四人。カイとリンネ、そして後ろの車両に乗りこんでいるジャンヌと花琳フアリンのみである。

「ごめんねカイ」

　後部差席で、リンネが身を乗りだした。

「わたしがもっと早く気づけばよかったよね……」

「リンネは悪くない。言ってくれただけで十分だ」

「ん？　おいおい、どうしたんだよリンネちゃん？」

「大丈夫だアシュラン。リンネなりに今回の事件を心配してるだけだから。それより前を見ててくれ。そこら中に沼がある」

　ぬかるんだ地面と底なし沼。

　芝草に隠れて見えにくいが、車の車輪が沼にはまったら脱出は難航するだろう。

「心配ねぇよ。もう見えたぜ」

『先頭車、大きく右に迂う回かいせよ』

　ジャンヌの通信。

　その指示に応じて、アシュランがハンドルを大きく右に切る。車窓から眺めた前方には、地平線の端から端までを埋めつくす樹じゆ海かいが広がっていた。

　古代樹海「エルフの森」。

　有史以来、いまだ人間がその最深部に到達したことのない秘境でもある。

「っ！　ねえ、あそこ！」

　サキの金切り声。

　彼女が身を乗りだして指さす先には、四台の軍用車が乗り捨てられていた。

『……イオ人類反旗軍レジストの車だな』

　ジャンヌの声に緊張が混じる。

　昨日の明け方、皇帝ダンテの一行はここで車を止めて森に向かったに違いない。

『私たちもここで降りよう。通信班、本拠地に連絡だ。ダンテ司令官たちの物と思われる車を発見した。そして──』

　三台の軍用車が停車する。

『これより捜索を開始する、と』
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　古代樹──

　樹齢数百年を数える巨大な木々は、その根の太さが成人男性の背丈ほどもあり、幹にいたっては近距離で視界を覆おおいつくすほどに太く雄々しい。

　幹の表面は乾燥し、ひび割れて、木の根も先端が枯れ始めている。

　にもかかわらず茂る葉が今も瑞みず々みずしく、鮮烈な深緑色であり続けているのは、古代樹が古くから蛮神族の住処すみかとなっているからだ。

「エルフや天使から放出される微細な法力。それを何百年と浴び続けて、この木々はここまで大きくなった。あくまで俗説だが──」

　エルフの森。

　その通称で呼ばれる森を前にして、集団の先頭に立つ騎士ジヤンヌがふり返った。

　最前列に並ぶのはウルザ人類反旗軍レジストの親衛隊。

　後方にはイオ人類反旗軍レジストの駐留部隊。この森に数週間単位で滞在し、探索を担っていた兵たちだ。

「フランツ隊長、ダンテ司令官はここを通ったと？」

「はい。司令官は昨日の早朝、まったく予告なく森に到着されました」

　険しい顔つきで進みでたのは、頰ほおの瘦こけたイオ人類反旗軍レジストの隊長だ。

　森の探索をもう五年以上続けている専門家であり、数日前、ジャンヌが森を探索できたのも彼の協力あってのことだという。

「参謀と指揮官補佐。そして数人の親衛隊を連れていました。彼らのみで森に入られると仰おつしやって……」

「エルフの森に精通している君は止めようと進言した。だが聞き入れられなかったと」

「申し訳ありません……」

「事実を確認しただけだ。君が謝る必要はない」

　獣道を見据えるジャンヌ。

　巨大な壁のようにそびえたつ古代樹と古代樹のスキマ──巨大な根が絡みあう道へ。

　そこに早くも足を踏み入れているのが花琳フアリン、そしてリンネである。

「カイ、こっちこっち！　早くおいでよ！」

「ああ。でも待ってくれ。俺にも用意があるんだから」

　汎用型強襲銃剣「亜竜爪ドレイクネイル」。

　略式エルフ弾と略式ドレイク弾。人類庇ひ護ご庁の開発した二種類の弾丸が装そう塡てんされていることをあらためて確認し、カイは黒塗りの銃剣を担ぎあげた。

　後方では、サキとアシュランが険しい顔つきで機関銃マシンガンを手にする姿もある。

「お待たせしましたジャンヌ様……！」

「サキ上級兵、アシュラン上級兵、ともに準備完了いたしました」

「結構だ」

　敬礼する二人へと指揮官が小さく首肯。

「イオ人類反旗軍レジストの同志たちに告げる。私たち六名はこれからエルフの森に入る。消息を絶ったダンテ指揮官を追って……が、これは彼を救出するためのものではない。その前段。彼らの状況をまず確認するものである」

　皇帝ダンテの状況がわかるまでは救出作戦も何もない。

　森で遭難した。蛮神族に襲われて捕らえられた。あるいは既に全滅した。どの可能性も考えられるからだ。

　まずは何が起きたのかを確かめる。

「一時間ごとにサキ上級兵から報告を行う。では手て筈はずどおりに。フランツ隊長、貴官らは通信本部の設営。この場での心臓部だ。私たちと貴官、本拠地の何百人という兵をつなぐパイプとなる。決して持ち場を離れるな」

「はっ！」

「そして親衛隊きみたちは本部の死守だ」

「かしこまりました」

　ジャンヌ親衛隊。この森まで同行していた精鋭たちが敬礼。

「花琳フアリン様、ジャンヌ様をお頼みします」

「ただの散歩だ。王都奪だつ回かいのように全面戦争をしにいくわけじゃない──ではジャンヌ様、進みます」

　連なる古代樹の奥を女護衛が指さして、そして歩きだす。

　樹じゆ海かいの奥へ。

「私が先頭を。次にカイ、ジャンヌ様、リンネ、サキ上級兵、アシュラン上級兵の並びで。二番手カイは先頭わたしから三メートル以上離れること」

「わかった」

　亜竜爪ドレイクネイルを引っさげて続く。




　──木漏れ日の満ちる、古代樹海。




　地表は色とりどりの落ち葉と花に彩られ、若々しい緑が芽吹いている。

　わずかにそよぐ風は心地よく。

　そびえたつ古代樹も一本一本に距離があるため、見晴らしも悪くない。王都の密接した廃ビルに囲まれるより視界は優れているだろう。

　……これなら野生の獣がいてもすぐわかる。

　……気をつけるのはエルフとドワーフが設置してるっていう罠わなか。

　エルフであれば法術の罠。

　ドワーフであれば毒矢や落とし穴といった物理的な仕掛けが多い。

　ただ、どちらも森の奥に入ってからの話だ。

「ここから一時間ほど進んでいこう。私が三日前に歩いた道なら安全だ」

「畏かしこまりました」

　左手に偃月刀シヤムシールを握った花琳フアリン。

「アシュラン上級兵、サキ上級兵。後方はどうだ？」

「い、異常ありませんっ」

「俺ら命をかけて見張りますので……！」

　二人の緊張しきった震え声。

　既に指揮官ダンテの一行が消息不明になっている。下手を打てば、次に消息を絶つのは自分たち。それをよく理解しているからこその緊張だろう。

「自信を持って進もう。君たちはあの冥帝ヴアネツサに挑んだ突撃班だ。信頼している。少なくともイオ人類反旗軍レジストの誰に任せるより確実だ」

　ジャンヌの微苦笑。

　イオ人類反旗軍レジストの本拠地で、傭よう兵へいたちは明らかに浮き足立っていた。

　皇帝ダンテの不存在以上に、彼らにとっての実質的な指揮者である参謀ツェフヴェンが消息不明に陥ってしまった動揺ゆえに。

「彼らに任せるより私が動くべきだろう。それに……イオ人類反旗軍レジストに、まだ他にも潜りこんでいる可能性がないわけじゃない」

　言葉の後ろは──












　まわりの警戒に力を注いでいる二人には聞こえなかったことだろう。

「指揮官補佐キュビレイのことはイオ人類反旗軍レジストに告げていない。確実に、彼女の正体を確かめてからだ」

「うん。わたしも自信ないから」

　ジャンヌのすぐ後ろには、リンネ。

　こちらも古代樹を注意深く見回しながら。

「でもやっぱり怪しい気がするの。見た目は人間そっくりだけど」

　指揮官補佐キュビレイ──

　彼女は蛮神族では？

　リンネが、キュビレイを見た時にまず浮かんだ違和感だ。

　エルフであれば長く尖とがった耳が特徴で、天使なら背中の翼ですぐわかる。

　ドワーフは全身の皮膚が岩のように硬く強こわばっており、妖精であれば肌色が青めいて、身長も人間の子供ほどしかない。

　が。

　彼女にはいずれの外見的特徴も存在しなかった。では、なぜ彼女が怪しいと睨にらんだかというと、周囲に漂っていた臭においと微弱な法力だ。

「臭いが違う気がしたの。でも本当に微かすかな違い。周りに人間が多いでしょ。その臭いに紛まぎれてるから自信ないかも」

「もう一つ。リンネ、君は指揮官補佐から法力を感じると言っていたな？」

「うん。すごく弱い法力。でも蛮神族はもっと強い法力を持ってるはずだから、たぶん、エルフの中でも弱い方なんだと思う」

　指揮官補佐キユビレイはエルフ？

　自らの耳を切り詰め、人間の化粧で臭いと肌を誤ご魔ま化かして扮ふん装そうした。

「……天使は翼に法力器官があるから切り落とせない。妖精とドワーフは外見から人間と大きく違うから変装は難しい。よって彼女キユビレイはエルフの変装と思われる、か」

　低く押し殺した声で呟つぶやくジャンヌ。

　もっともこれは一昨日の時点でカイがリンネから聞かされて、そこからカイが推測した可能性だ。




〝怪しいなって。あのね……アイツ人間っぽくない気がするの〟




「皇帝ダンテは傲慢ではあったが無謀ではなかった。今回の件は彼の独断ではなく扇動されただけ。自業自得だが憐あわれにも思えるな」

　落ち葉の積もった道を進んでいくジャンヌ。

「リンネも、貴重な情報の提供に感謝する」

「うん！」

　褒ほめられたことは素直に嬉うれしいのか、リンネが声を弾ませた。

　……俺の方は気が気じゃなかったけどな。

　……ジャンヌがいつリンネの正体に気づきやしないかって。

　カイは内心で冷や汗ものだ。

　──異種族リンネ。

　人間は法力を感知できない。

　リンネが法力を感知できることの説明としてカイが知恵を絞ったのが、リンネが正史で特殊訓練を受けていたという説明だ。亜竜爪ドレイクネイルのような特殊武器があるのだから、正史でそうした特殊訓練があっても不思議ではない。

「リンネ。一つ無む茶ちやを承知で聞かせてほしい」

　すぐ後ろにくっついているリンネに、ジャンヌがふり向いた。

「イオ人類反旗軍レジストの本部でキュビレイから感じとった法力を、この森で感知することはできるか？　彼女の行き先がわかると理想的だが」

「……ちょっと難しいかも」

　真顔のリンネが、あたり一面を見回す仕草。

「この森ね、ずっと弱い法力がそこら中に漂ってるの。たぶんエルフと妖精とドワーフの。蛮神族がいるっていうのはわかるんだけど」

「特定の相手を見つけるのは困難か」

　その会話を一通り聞きながら──

　カイもまた、ほぼ同時に別の「法力感知」の可能性を思い浮かべていた。

「リンネさ。俺も一つ聞いていいかな」

「うん。なになに？」

「エルフの罠わなって感知できるか。たぶんこの森、法術の罠がいくつも仕掛けてあるはずだから」

　キュビレイの追跡が適かなわずとも。

　仕掛けてある罠を感知するだけで、この森の探索はぐっと安全度が高まるはずなのだ。

「発見できなくてもいいんだ。『ここが怪しい』くらいでいいんだけど」

「いいよ、わたし頑張ってみる！」

　今度は力強くリンネが返事。

「エルフの罠はすごく巧妙だから全部は無理だろうけど……たとえばカイ、こっちこっち」

　金髪の少女が脇道へ。

　そびえたつ古代樹の裏側に回りこんだと思ったら、幹から身体からだを半分出して手招き。

「この樹。あ、触らないように気をつけてね」

「っ!?」

　息を止めて踏みとどまった。

　法術円環。

　うっすらと白色に輝く光の環わが、古代樹の幹に浮かびあがっていたのだ。

　……悪魔族の法術は紫色だった。

　……この白色。蛮神族の法術の光か。

　点滅をくり返す法術円環。いつまで待っても発動しないということは、法術が幹に固着している証あかしである。

「エルフの罠わな、こんなところにあったのか。三日前に通った時には私もイオ人類反旗軍レジストの傭よう兵へいも気づかなかったが」

「ジャンヌ、あまり近づかない方がいい」

　罠を見つめる騎士へ、カイは言葉をかけた。

「この類テの法術は接触で発動するはず。虫やトカゲくらいの小動物なら平気でも、人間が触ったら間違いなく発動する」

「……どんな罠か気になるが、作動させないのが一番か」

　険しい面持ちのジャンヌ。

　後方のサキやアシュランも怖々と罠の輝きを見つめるなか、一人、その周りをうろうろと歩きまわっているのが女護衛だった。

　食い入るように地面を見つめ、茂みを偃月刀シヤムシールで搔かき分わけて。

「……アタリのようだな」

　手を伸ばす。

　彼女が茂みの中から拾い上げたのは、一丁の拳銃。

「ジャンヌ様、イオ人類反旗軍レジストの正規品と思われます。そしてまだ風雨に晒さらされた痕跡はない。ごく最近ここで落としたものかと」

「つまり皇帝ダンテたちはここで……？」

「罠を作動させてしまって全滅した。あるいは捕らえられたか」

　花琳フアリンから銃を受けとるジャンヌ。

　しばらく観察した上で、騎士は拳銃から弾倉をひき抜いた。残っている弾丸をパラパラと地面に落とし、転がっていくその数を目視する。

「全弾残っているな。森でエルフに襲われたのではなく、罠を無意識に踏んだか……だが、これだけ派手な罠なら回避は難しくないように思えるが」

「いや」

　ジャンヌの隣で、カイは頭上を指さした。

「そっちじゃない。たぶん本命は俺たちの頭の上だ」

　指さす先は、木漏れ日の差しこむ枝葉。

　その方角を見上げたジャンヌが、目をみひらいて息を吞のんだ。

「────こっちが本命か！」

　何百枚という木々の葉に浮かぶ円環。

　古代樹の幹に浮かびあがる大型の環わではなく、木の葉一枚一枚にびっしりと極小の法術円環がこびりついていたのだ。

　木の葉の裏側。

　しかも厄介なことに、木漏れ日と相まって法術円環の光が見えにくい。

「巧妙だな。法術の光を、木漏れ日の光のなかに隠すとは」

　花琳フアリンが、驚きと感嘆の入り混じった息をつく。

「そう言われたから『見えた』が、そうでなければ発見は至難か。……ジャンヌ様、先の皇帝たちが飛ばされたのはこちらのようですね」

　大樹の幹に刻印された罠わなは、囮おとり。

「やっべぇ……何だこの気持ち悪いの。葉っぱに付いてるのが全部、法術の罠かよ」

「ちょっとカイ。これアタシたち見てて平気なの？　いきなりコレが発動してアタシたちどっかに飛ばされたりしないでしょうね」

「俺もそこまではわからないよ。サキもアシュランも、念のため離れた方がいい」

　慌てて跳び下がる二人。

　そのさらに後方では、リンネも慎重な足取りで後ずさりして。

「カイ、すごいね。わたしも気づいてなかったのに」

「偶然っちゃ偶然だよ。俺が覚えてたのも、エルフが法術の罠をいくつも重ねて配置する習性があるってことだけだから」

　人類庇ひ護ご庁に残された正史の記録──

　エルフは二重三重に罠を張る。おそらくは人間用ではなく悪魔族や幻獣族、聖霊族への罠ゆえだろう。

　……だから近くにまだあるんじゃないかって探したんだけど。

　……俺も、危うく見過ごすところだったな。

　冷や汗が自然と頰ほおを伝っていく。

　カイが正史の戦闘記録を思いだしていなければ、ここで皇帝ダンテの二の舞になっていたかもしれない。

「──あ。ねえカイ。わたしもう一つ手がかり見つけたかも」

　リンネが手招き。

「こっち、臭においが強いの」

「……臭におい？」

「たぶんエルフの通り道かなって」

　茂みをかきわけて金髪の少女が奥へ。

　ジャンヌが指示した獣道から十メートルと離れていないが、そこには確かに一本の細く曲がりくねった道があった。

「こんな道があったのか。私たちが通っていた道のこんな近くに……」

「巧妙に枝葉と茂みに隠されています。ジャンヌ様はもちろん、イオ人類反旗軍レジストの偵察隊が気づかなくても不思議ではありません」

　花琳フアリンが、後方の獣道へとふり返る。

「なるほど。ここから人間を監視していたか。イオ人類反旗軍レジストの偵察も筒抜けだったのでしょうね」

「つくづく悪魔とは違う系統の難敵だな……リンネ、この道に罠わなは？」

「んー。たぶんないと思う」

　木の根の入り組んだ道を進んでいくリンネ。

　むせ返るほどに強い森の薫り。

　土、そして何百という植物の臭いが渾こん然ぜんとなっているが、リンネの嗅覚は蛮神族の臭いを捕らえているのだろう。

「あ」

　そんな少女が、木の根を飛びこえた先で足を止めた。

　森の広場。

　草の生えていない裸の地面に、大きく描かれた円形の法術円環。複雑な模様で幾重にも描かれたソレは、一種の芸術のように美しい。

　──見覚えがある。

　先の罠とは明らかに円環の大きさが違う。そして模様の複雑さも段違いだ。

　人類庇ひ護ご庁の記録で、これに似たものをカイは見た覚えがあった。

「『審しん門もん』。蛮神族の転移用の仕掛けだ……！」

「私もウルザ連邦で見覚えがある。悪魔たちが転移に使っていた。この法術は罠と違って、人間が触れただけでは発動しないはず」

　光の環わにジャンヌが手をかざす。

　おそるおそる片足を踏み入れても、光の環には何も変化が見られない。

「やはり蛮神族専用か。おそらくエルフの住処すみかに直結しているだろうし、もし起動できれば利用できると思ったが」

　ジャンヌが溜ため息いき。その足下で。

　円環の光が増して、突如として地面から空中へと浮かびあがった。

「なにっ!?」

「ジャンヌ様お下がりください。起動しつつあります！」

　主あるじに駆けよる花琳フアリン。

　だが既に、二人は浮かびあがった光に包みこまれていた。光は拡張し、カイとリンネ。さらにサキとアシュランまでを覆おおっていく。

　……どういうことだ。これは蛮神族がいないと起動しないはず！

　……ここには蛮神族なんて────いや、そうか！

　混沌種リンネ。

　困惑した表情でこちらを見つめるリンネと、目が合った。

　彼女の身体からだには蛮神族の因子がある。だがまさかリンネも、この審門が自分に反応するとは想定していなかったのだろう。

「カイ！」

「リンネ！　この────」

　転移法術の発動を止められるか？

　そう言葉を発するより一瞬早く、カイの視界は白光に塗りつぶされた。
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　古代樹じゆ海かい「エルフの森」深部──

　まぶたを灼やく強烈な光が収束していく。

　穏やかな木漏れ日のそそぐ広場にて、カイは、リンネと並んで立っていた。

「ジャンヌ様、お怪け我がは」

「……支障ない」

　花琳とジャンヌ。

　そこから離れて、地面に尻しり餅もちをつくサキとアシュランもいる。

「ってアシュラン、どさくさに紛まぎれてアタシのお尻触らないでよ、破は廉れん恥ち！」

「いやいや。お前のケツが俺の手を下敷きにしてるだけだっての！」

「黙れ。敵の陣地で声を上げるな」

　花琳の一言に、しんと黙りこむ二人。

　……ここは。

　……転移前の様子とあまり変わりないのか？

　まわりには古代樹が群生。そしてこの空き地を茂みが覆い囲んでいる。

「リンネ、戻ることはできるか？」

「……うん。わたしに反応したなら、もう一回起動すれば同じ場所に戻れると思う」

　小声でリンネが頷うなずく。

　と。

　ガサッ、と茂みが揺れたのはその時だった。

「わー。きれいな蝶ちよう々ちようっ！　待って待って。シルクとお友達になってよぅ！」

　飛びだしてきたのは蛮神族の小人。

　大きな金色の瞳に、蛍光色の緑から薄紅色へと移ろっていくグラデーションの髪。

　お伽とぎ話ばなしに出てくる魔法使いさながらの大きな帽子と裾の長いローブ。身長はカイのちょうど腰にあたるくらいだろう。

「……花琳フアリン。まさかアレは」

「お下がり下さいジャンヌ様、大妖精で間違いないでしょう。幸い私たちに気づいていないようですが」

　蝶々を追いかけて広場を走りまわる妖精種の少女。

　大妖精──樹上に暮らす妖精として知られている。森の外に現れることが滅めつ多たになく、人前に現れるのは極めて稀まれだという。

「待って待って…………わっ!?」

　とすんっ、と大妖精がアシュランの爪先に足を引っかけて転がった。

「あいたたぁ。何この根っこ。…………あれ…………」

　じーっとアシュランを見上げる大妖精。

　続いてサキ、さらにカイやリンネ、花琳とジャンヌを次々に見比べて。

「どこの森のエルフさん？　あれ。でも法力を感じないかも？」

「いや俺ら人間だけど」

「……ふぇ？」

　反射的にそう口走るアシュランに、ぽかんと妖精が目を丸くした。

「ニンゲン…………ニンゲン…………ニン────っ！　ひ、ひゃぁぁぁぁぁぁっっっ!?　人間!?　食べないでぇぇっっっっっ!?」

「あ、おい待て！」

「たすけてぇぇぇぇっっっっっ！」

　短い足で地面を蹴って、大妖精が逃げていく。やってきた茂みの中へ入りこみ、ものの数秒で気配が消えてしまう。

「追おう。一心不乱に逃げたからには何かある」

　草木をかきわけてジャンヌが進む。

　人間一人がようやく歩けるほどの細道。それを伝っていく先に、とりわけ巨大な古代樹が二本、門のようにそびえ立つ景色が広がっていた。

　そして。




　──その門前に、弓で武装したエルフの少女が二体。




　二体の蛮神族と、目と目があった。

『ニンゲン!?』

『どうやってココへ！』

　発声が聴きとりにくいが、紛まぎれもなく人語である。敵意のみなぎる眼光でこちらを見つめるや、矢を番つがえようと二体が動く。

「ジャンヌ様は後ろへ。拘束します」

　偃月刀シヤムシールを構えた花琳フアリンが地を蹴った。

　が。

　直後、ウルザ連邦の最強戦士は、目を針のごとく細めてその場に急停止した。

「なるほど。もはや正体を隠す気もないと」

「驚きました。まさかこの隠れ里まで追いかけてくるとは」

　淡色の髪を伸ばした麗うるわしき女性。

　皇帝ダンテと共に消息を絶った。そう思われていた指揮官補佐キュビレイが、二本の古代樹の奥から歩いてきたからだ。

「無事で何よりだ指揮官補佐。いや、蛮神族の密偵殿」

「キュビレイのままで結構ですわ、霊光の騎士ジャンヌ」

　騎士ジヤンヌの皮肉に対しても彼女の微笑は揺るぎない。

　エルフの番人二体を左右に従えていることからも、自身がエルフであることを隠す気はないのだろう。

「一応お聞きますが、どうやってここへ？　森の深部まで力ずくで入ってこようとすれば守護獣たちが騒ぐはずですが」

「そうとも。大事な皇帝ダンテ殿を捜索する一心でここまで来た」

「あの人間を？　指揮官補佐として発言しますが、あんな人間より参謀ツェフヴェンの方が一万倍は優秀ですよ」

「彼らをどうした」

「私がこの森に誘導しました。偉大なるダンテ陛下に進言してね。あとは罠わなに嵌はめるだけ。どうなったと思います？」

　クスリと艶あでやかな笑みで応じるキュビレイ。

　今こうして対たい峙じしてよくわかる。この微笑は確かに美しいが、人間の女性とは明らかに異質な美貌であると。

「そう怖い顔をしないでください指揮官。皆生きていますよ。麻ま痺ひ花の群生地でたっぷり息を吸ったので、数日は指一つ動かせないでしょうが」

「意外だな。生死の情報も交渉材料にしようとは思わなかったか？」

「聞きたいことがこちらもありますので」

　そう告げるエルフが、胸の下で腕を組む。

「指揮官ジャンヌ。あなたとこうして話す機会がほしかった。北の連邦であの怪物を倒したという話は本当ですか？」

「それが悪魔の英雄を指しているなら、噓うそではない」

「初めは耳を疑いました。どんな策と兵器を以もつてあの怪物を倒したのか。しかし、今ならその理由も想像つく気がします」

　彼女のまなざしの矛先はジャンヌ──ではなく、その後方に立つリンネ。

　蛮神族には一目瞭然だろう。リンネが強力な法力を宿していること。そもそも人間ではないということも。

「お察しでしょうが、この奥にはエルフの郷さとがある。そして率直に言って、イオ人類反旗軍レジストの総力より、あなたたち六人こそを私は危険視している」

「悪魔の英雄ヴァネッサを倒したことでか」

「はい。本音を言えば生かしておきたくない。ただ、あなたたちに手を出せば、こちらも被害が出る。疲ひ弊へいしたところを他種族に突かれるのは望ましくない」

　そこで──

　小さくそう告げて、女エルフが一呼吸。

「契約を提案します。まずは人間あなたたちへの見返り。これは察しが付くと思いますが」

「拘束した人間の解放だな？」

「それに加えて、あなた方の無事を保証しましょう。森から出るまで手を出さないことを誓います」

「……天てん秤びんに載せるお前たちの要求は？」

「簡単なことですよ。悪魔の英雄を倒したあなたたちならね。この森を北に向かった地。天使の宮殿があります」

　森の奥をキュビレイが指ししめす。

「天使宮殿に忍びこみ、そこで天使たちと戦ってください」

「っ」

　ジャンヌ、そして花琳フアリンが息を吞のむ。

　サキとアシュランが狐きつねに摘つままれたように啞あ然ぜんと言葉を失って。

「ねえ意味わかんないよ？」

　真っ先に疑問を口にしたのはリンネだった。

「それって種族の中での裏切り？　蛮神族って種族の絆きずなが強いんじゃなかったの？」

「先に我々エルフを裏切ったのは天使むこうです」

　キュビレイから微笑が消えた。

　口元を引き締めたエルフの唇から、押し殺した声こわ音ね。

「事情を説明しましょう。どうぞこちらへ」
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　エルフの隠れ郷さと。

　蛮神族の住処すみかの一つとして知られたソレは、人間の世界地図には記載がない。すなわち人類未踏の「秘境」と呼ばれる地の一つである。

「この郷に人間が入ったのは初めてです。歓迎はしかねますが、誇っていいですよ」

　エルフの郷。

　それは古代樹の樹の上に作られた村だった。

　古代樹と古代樹の枝を土台にして橋をかけ、それを床として行き来する。住まいは木の枝を組み合わせた小さな小屋。

　それを見上げる地上で──

　頭上から何百体というエルフに見張られた祭壇で、キュビレイがふり向いた。

「霊光の騎士ジャンヌ、あなたが鎧よろいの下に着ているソレはエルフの装束ですね」

「……そうだ」

　騎士ジャンヌの象徴は鎧ではなく、その下にまとう淡い薄うす衣ぎぬ。

　──霊光の戦装束。

　エルフの至宝の一つ。法術耐性では最上位の力をほこり、法力を主体とする悪魔族には切り札としての役割を果たした。

　それを、このエルフの密偵は一目で見抜いたらしい。

「どこで手に入れましたか」

「ウルザ連邦の国境沿いで。悪魔が蛮神族と戦った時に奪った戦利品を、さらに私たちが奇襲で手に入れた。もう十年以上前の話だ」

「安心しました。直接エルフを襲って奪ったのでなければ、レーレーン様も今回は見逃すと言っています」

　レーレーン？

　聞き慣れぬ名にカイが目を細めて間もなく、樹上の村からハシゴ伝いに三体のエルフが降りてくる。

　二体の武装エルフは男性型。

　中央に立つエルフは十五、六歳であろう少女の外見だ。ただし小柄ながらも耳の長さは左右の二体よりも長い。

　……エルフは長生個体ほど耳が長くなる。

　……この真ん中が一番の年長者ってことか。

　装いと物腰からも窺うかがい知しれる。

　ジャンヌの霊装に似た薄うす衣ぎぬを七枚も重ねた七なな単ひとえの着物。そして地につくほど伸ばした美しきグラデーションの髪も神秘的。

　幼げな顔立ちには確かな知性の光を湛たたえ、その風格は明らかに別格。

「忌々しい」

　エルフの少女が、カイたちを一いち瞥べつするや顔を歪ゆがめた。

「なぜワシが人間と顔を突き合わさなければならぬのか。この郷さとに人間の臭においが移れば大おお事ごとぞ。さっさとこの地より立ち去れ下劣種が」

「レーレーン様」

「──と言いたいところじゃが、今ばかりは不服も腹に収めておくとしよう」

　キュビレイに指摘されてエルフの少女が溜ため息いき。

　……上から目線なんて域じゃないな。

　……イメージどおりの蛮神族だ。

　悪魔族がもっとも好戦的な種族なら、蛮神族はもっとも気位が高く排他的。

　しかし、見方を変えれば素直。

　人間のフリをして微笑を振りまいていたキュビレイより、よほど腹を割って話しやすい相手かもしれない。

「郷さとの巫み女こレーレーンじゃ。主ぬしらについてはキュビレイから聞いておる。あの悪魔の英雄を倒したとな」

　カイを含む一行をもう一度眺めまわすエルフ。

「あの化け物は、かつて主しゆ天てんアルフレイヤ殿と壮絶な闘争をくり広げた。その時の破壊の衝撃でできたのが森の外れの死し塩えん湖こじゃ。そんな冥帝ヴアネツサを倒したというのは、俄にわかには信じがたいことじゃが……」

「信じがたいというのなら、そちらの話も似たようなものだ」

　ジャンヌが見上げるのは樹上のエルフたち。そこには背の低い小人たち──ドワーフと妖精の姿もある。

　数百体という蛮神族が、巫女レーレーンと騎士ジヤンヌの会話に耳を澄ませている。

「エルフの大長老が、主天アルフレイヤに捕らえられた。それは本当か？」

「でなくばこのような話を申し出たりはせん」

　巨大な葉を敷き、そこにあぐら座りでエルフの巫女が腰かける。

「主天アルフレイヤ殿は変わってしまわれた。あれほど穏やかで力強く、まさしく太陽のごとき輝きで蛮神族を照らしていた方が…………」

「エルフは要いらないと？」

「ドワーフも妖精もな。すべて天使の下につけと言う」

　蛮神族を構成する四種。

　それは同格ではなく、天使の支配下となるべきである。主しゆ天てんアルフレイヤが突然にそう宣言した瞬間からすべてがおかしくなった。

「無論、受け入れられる話ではあるまい？　エルフとドワーフと妖精の三種族で話し合いを持ち、主天アルフレイヤ殿へ直訴する流れにいたった。そこでエルフの大長老が三種族の代表となり、天使宮殿へと向かったわけじゃが……」

「戻ってこない」

「そうじゃ。しかしワシらが宮殿に押しかければ、もはや天使との亀裂は埋まるまい」

「それを私たちにさせる気か。人間が天使の塒ねぐらに乗りこんで暴れまわり、偶然にエルフの大長老を逃がしてしまったという筋書き。成功しようと失敗しようと、エルフは無関係を貫つらぬくことができる」

「そうじゃ。主ぬしらが全滅したらワシらは知らぬフリをする。だが、もしも我らの大長老を救出できれば、捕らえている人間を解放しよう」

「……花琳フアリン」

　ジャンヌが隣の女護衛に目配せ。

「天使の巣そう窟くつにわずか六人で乗りこんで、厳重な警備のなかエルフの大長老を救出する。できると思うか？」

「不可能です。取り囲まれて全滅する未来しかありません」

　護衛は返答を迷わなかった。

「そもそも今の話が真実である証拠がない。我々六人が天使の宮殿に到着したところで、天使とエルフの連合が待ち受けている危険がある」

　そう、カイも同じ可能性を思い浮かべていた。

　……このエルフの郷さとを探しあてた俺たちを一網打尽にする奇策。

　……天使の力を借りて天使宮殿で罠わなを張る。それが一番確実な圧殺手段だ。

　エルフの大長老が囚とらわれているという説明。

　信じるだけの要素が欠けている。

「私の首をさし上げましょう」

　唐突に。

　そう口にしたのはイオ人類反旗軍レジストの元指揮官補佐だった。

「キュビレイ？　お主、何を!?」

「いずれにせよ天使宮殿までの案内役が必要です。その役を私が引き受けます」

　己の胸に手をあてる元指揮官補佐。

「天使宮殿までの道中、この話が噓うそであると思ったならば、その場で私を好きになさい。人質でも八つ裂きでもお好きなように」

「却下。天てん秤びんが釣り合わないな」

　命を賭ける。

　その台詞せりふを、さらに花琳フアリンが冷たい言葉で一蹴してのけた。

「こちらは六名。人質を加えれば二十名以上の命だ。それをお前単体で清算できると考えるのなら傲慢と言うほかない」

「…………」

「首の数を増やせ。あるいは用意する首を考えろ」

「小こ癪しやく」

　あぐら座りの少女が膝を立てた。

「つまりこういうことか。小者キユビレイではなく巫み女このワシに同行せよと。ワシの話が噓うそであれば、その場でワシの命を狙うつもりじゃろう」

「発言に偽りがないなら受けられるはず」

「じゃが良いのか？　こんな態なりでも首長代理。主ぬしらの言う千年級にあたる。ワシを狙おうとも容易たやすく仕留められると思うなよ」

　七なな単ひとえの霊装で着飾ったエルフの少女。

　キュビレイより強力な個体であることは疑いがない。同行させれば、常に寝首を搔かかれる危険も内包することになる。

「悪魔の英雄より強いとは思わないので」

「……人間が。一いつ端ぱしに言いおる」

　花琳の返しに、エルフの巫女レーレーンが好戦的に口の端をつり上げた。

「いいじゃろう。ワシが主らに同行する。天使宮殿に潜りこみ、天使の牢ろう獄ごくへ案内する。それで満足か」

「巫女様っ!?」

「お待ちを。この事態に巫女様にまで何かがあれば……」

「主天アルフレイヤ殿は変貌された。大長老が戻ってくる保証もない。我々が動かなければエルフは天使の配下であると認めたようなもの。違うか？」

　古代樹の葉を振るわせる声量。

　樹上に集まる仲間に届く大声で、巫女たる少女はそう吼ほえた。

「妖精そしてドワーフたちよ、主らはまだ動くでない。ここで主天アルフレイヤ殿の機嫌を損ねれば蛮神族の内乱へ発展する。此こ度たびの計画はあくまでワシの独断じゃ。最悪の事態にはワシの命一つでどうにでもなる」

「巫女様……」

「話は終わりじゃ。皆、持ち場に戻れ！」

　樹上のエルフ、ドワーフ、そして妖精たちが散り散りに去っていく。

　広大な森の守備へと戻っていったのだろう。

「これで文句はなかろう」

　立ち上がるエルフの少女。

　七なな単ひとえの霊装、そして淡いグラデーションの髪をさらりとなびかせて。

「覚えておけ人間の指揮官よ。これはエルフと主ぬしらの契約。ゆめゆめ違たがえるなよ。土ど壇たん場ばで怖おじ気けづいてみよ。この森から生かして帰さん」

「二言はない」

「結構。ならば細かい手て筈はずを説明しよう。そして……忌々しくはあるが、主らは今日明日かぎりにおいては客人じゃ。おいシルク」

　指をうち鳴らす。

　その合図でやってきたのはつい先に逃げていった大妖精だった。

「席を持て」

「は────い」

　陽気な声で、大妖精が小さな指を振る。

　空気をかき混ぜるように指を動かして────途端、カイの足下から小さな旋風が巻き起こった。

　髪を逆立たせる強い風。

　その風に流されて、どこからともなく古代樹の葉がカイの足下に落ちてきた。

「妖精の法術？」

　地面に敷かれたぶ厚い葉。

　カイだけではない。リンネやジャンヌ、花琳フアリン、それにサキとアシュランにも一人一枚、古代樹の葉が落ちてきたのだ。

　……今の、指を振っただけで風を起こしたのか？

　……葉っぱをここまで風で運ぶために。

　特筆すべきは、発動時、法力の光がまるで見えなかったことだ。恐ろしいほどに静せい謐ひつに、そして精緻に風を操って葉を押し流した。

　これが妖精の法術。

　悪魔族の荒々しい破壊とはまた違う、繊細なる力。

「わっ、すごい。ここに座っていいの？」

　リンネまで目を丸くして、足下の葉っぱを見下ろしている。

「細かい手筈を説明する。さっさと座れ。ワシは話し相手を見上げるのが好きではない」

　再びあぐら座りに腰かけて、巫み女こレーレーンは口早にそう告げた。
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　秘境「エルフの隠れ郷さと」。

　頭上が夜に塗りつぶされる──

　あふれんばかりの木漏れ日が降りそそいでいた昼間から一転し、この郷の夜には明かりがない。

　唯一の照明が、カイの前で灯ともる焚たき火びの輝きだ。

「……なんて度胸。よく寝てるなぁ」

　古代樹の葉に座りこむカイのすぐ後ろ。

　地面に葉を何枚も敷きつめた上に、身体からだを横向きにして寝入ったリンネ。可愛かわいらしい寝息を立てて、もう何時間も前から熟睡している。

　……夜にエルフたちから襲われる可能性だってあるのに。

　……あんまりそこは警戒してないんだな。

　昼間の話を信用したのか、精神が図太いのか。

　人類特区ヒユーマンシテイ『新ネオヴィシャール』のホテルで、周りが人間だらけでも熟睡していたことを思いだせば、きっと後者に違いない。

　あるいは。

　エルフが襲撃してきた瞬間に、それを感知して跳ね起きる自信があるからか。

「まだ起きておるのか」

　暗闇の中、エルフの少女が焚き火に映る。

「獣も草木も眠る。なぜ人間は火を焚いてまで起きているのかワシには理解できぬ」

　巫み女こレーレーン。

　彼女の視線が、ぐっすりと寝入るリンネへと向けられる。

「寝込みを襲う気はない。主ぬしらとは契約を交わした。それが終わるまでは手をださん」

「……わかった」

　用心のため銃剣に伸ばしかけていた手を、引っこめる。

「ジャンヌという指揮官が言っておった。あの冥帝ヴアネツサを倒したのは主と、そこの娘であると。ゆえに一つ訊きく」

「どうやって倒したのか教えろって？」

「そこまで強欲ではない。ソレは主らの、いわばエルフへの牽けん制せい材料であろう」

　真顔で返すエルフの少女が、焚き火を挟んでカイの正面に座りこんだ。

「ワシが訊きたいのはただ一つ。冥帝ヴアネツサを倒した手段があるというのなら、それは主しゆ天てんアルフレイヤにも通じるか？」

　殿、という敬称を省いた呼び捨て。

　カイに宛てた言葉だからか。それとも──

「通じるものと通じないものがあると思う」

「ほう？」

「俺とリンネが勝てたのは、いくつかの歯車が嚙かみ合わさったから。もう一度戦って勝てる自信は正直ない」

　冥帝ヴアネツサ戦で幾つの死線を潜くぐりぬけ、そして幸運に助けられたことだろう。

　その一つが。

　……不本意だし不気味だし、思いだしたくもないけど。

　……あの怪物の乱入もそうだ。俺が冥帝ヴアネツサに勝てた要因だったのは間違いない。

　切除器官ラスタライザという怪物が冥帝ヴアネツサを襲ったこと。

　いわば三対一。

　切除器官ラスタライザの攻撃で冥帝ヴアネツサは著しく傷ついていた。さらに言えば最終的に冥帝ヴアネツサが力つきたのも、無座標化ゼロコードの影響だったように思える。

「それよりどうしてだ？　俺たちへの要求はエルフの大長老を逃がすこと。そこで天使が出迎えるなら戦って突破することまでだろ」

　天使の長アルフレイヤと最悪、戦うかもしれない。

　戦う必要性はないし、生死を賭けて戦うということまでは契約外。だが今のレーレーンの呟つぶやきはそう聞こえなかった。

「蛮神族の英雄が倒れることを期待してる。そんなように聞こえた」

「主ぬしへの警告じゃよ」

　焚たき火びの前で、エルフの少女が押し殺した声でそう返事。

「見つかればそうなる。お主が望もうと望むまいと、今の主天アルフレイヤ殿の前には撤退という言葉など無意味。どちらが生きるか死ぬかの闘争となる」

「…………」

「お主が勝てば、ワシらの捕まえている人質を解放する」

「負ければ？」

「生きて帰れん。言っておくが、ワシはあくまで道案内。ワシが天使に手を出すことはないぞ。天使の宮殿で暴れるのも大長老を助けだすのも、すべて主ら人間の所業。わかっておるな」

「そこは理解してる。共闘を期待する気はないよ」

　エルフが天使宮殿に攻めこめば蛮神族は内乱で崩壊するだろう。

　だからレーレーンは戦闘に加担しない。

　さらにいえばドワーフと妖精もだ。エルフという種が主しゆ天てんアルフレイヤの逆げき鱗りんに触れる事態となっても、残り二種族まで天使の怒りを浴びる必要はない。

　……それでも万が一の時は。

　……この巫み女こは、自分の首を差しだして許しを請う気でいるってことか。

　人間にではない。

　主しゆ天てんアルフレイヤにだ。

「悔しいな。なぜ人ぬ間しの手を借りねばならぬ。そこまで我が種族は落ちぶれたか」

　炎に照らされる自嘲の笑み。

　そしてエルフの少女が立ち上がる。

「夜明けと共に出発する。何も問題はあるまいな」

「ない。だけどジャンヌがまだ帰ってきてないのは？」

「気になるなら通信機とやらで連絡すればいいではないか。ジャンヌと花琳フアリン、それにサキでもアシュランでも主ぬしの好きなように」

　立ち上がった姿勢で、こちらを見下ろすエルフの少女。

「心配せずとも郷さとの奥におる。キュビレイに問いたいことがあると言っておったからな。大方、あやつがイオ人類反旗軍レジストに忍んでいた時のことじゃろう」

「…………」

「卑ひ怯きようと思うか？」

「キュビレイのことは気づけなかった人間の失策だ。卑怯も何もない」

　種族大戦に綺き麗れいという概念などない。

　それを言うなら悪魔族の不意をついて王都ウルザークを襲撃したウルザ人類反旗軍レジストも、決して正々堂々ではないだろう。

「ところでさ。アンタの話と関係するけど、俺たちが主天アルフレイヤを万が一にでも倒したらどうするつもりだ」

「なんじゃ。そんなことまで心配か？」

　真顔だったエルフの少女が、ニヤリと見返してきた。

「この作戦が、そもそもエルフによる天使たちへの反逆である。主らに主天アルフレイヤを仕留めさせ、ワシが蛮神族の英雄になる──そんな野望を抱いておると？」

「ああ、アンタはずる賢そうだから」

「その警戒心は利口じゃな。生き残りたくば明日もその調子でおれ」

　背を向けるエルフの巫女。

　立ち去ろうとする彼女の小さな背中に向けて、カイは。

「最後に一つ」

「何じゃ。先に言っておくが、無礼なことを聞こうものならその舌を引っこ抜くぞ」

「シドって人間を知ってるか」

「誰じゃ？」

「いや、知らないならいいんだ。引き留めて悪かった」

　地につきそうな長髪を揺らしてエルフの少女が去っていく。

　その後ろ姿が消えるまで見届けて。

「知らないよな。やっぱり……」

　カイはたった一人で頭上を見上げた。

　他種族──

　悪魔の英雄ヴァネッサはシドのことを知っていた。では蛮神族はどうか。そう考えたが、エルフの巫み女こが知らないのなら他のエルフも同じだろう。

　ならば。

　蛮神族の英雄は、どうか。




〝奴やつは、この異変を予見していた〟

〝世界輪りん廻ねを引き起こし、世界を改かい竄ざんした者がいる。余とシド以外の英雄、残る三体のいずれかだ！〟




　主しゆ天てんアルフレイヤが豹ひよう変へんした。

　巫女レーレーンからそう聞かされて、カイは内心、胸の動どう悸きを抑えきれなかった。

　……偶然とは思えない。英雄の変貌だって？

　……だとしたら現時点で一番怪しいのは主天アルフレイヤ？

　正史で起きた五種族大戦の結果を逆転させて。

　さらに蛮神族内でエルフ、ドワーフ、妖精たちを支配下にし、天使が頂点に立つようにシナリオを描いている。

　そう考えることで合が点てんもいくのだ。

　ただし──

　その手段は未知数のまま。どんな力でもって世界を書き換えたのか想像もつかない。

「英シ雄ドのみがそれを知っていた……か」

　焚たき火びを見つめ、カイは一人で拳を握りしめた。
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　エルフの森・深部──

　深緑色の陽光がさしこむ獣道。足を止めた花琳フアリンが、通信機での通話を切った。

「ジャンヌ様、森入り口での待機部隊と連絡終わりました」

「どうだ？」

「距離が離れているので音声の届きにくい状況ですが、それでも我々の無事は伝わったかと。イオ人類反旗軍レジストの通信部隊に、通信の改善を要請しました」

「……勝利報告で締めたいところだな」

　ジャンヌが口元を引きしめる。

　この早朝の連絡が最後の通話とならないためにもだ。エルフとの契約を果たし、そして皇帝ダンテと部下たちを救出して帰還する。

「休憩はもう良いか？」

　古代樹の根に腰かけたエルフの巫み女こレーレーン。

「では進むぞ。じき目当ての場所へつく」

「……もう一時間は歩き続けてるけど、本当にもうじきなのか？」

　その背中に向けてカイは声をかけた。

　肩に亜竜爪ドレイクネイルを担ぐ手は、既にじっとりと汗ばんでいる。

　曲がりくねった獣道を進み、古代樹の密生地を進み、さらに樹じゆ海かいを流れる川まで横断して、まだ目的地へとついてない。

「天使宮殿は、距離的にはもう見えてる頃だと思うけど」

「見えておるよ。ほら」

　エルフの少女が指さすのは、頭上。

　雄々しくそびえたつ古代樹の枝葉に遮られ、樹海内部からは空はほとんど見渡せない。

「天使宮殿はこの樹上。古代樹の天てつ辺ぺんに造られた浮遊要よう塞さい。エルフとドワーフそして妖精たちの技術の結晶。そう説明したであろうが」

「──この上に？」

　頭上を覆おおう影。

　古代樹の影と錯覚していたものが、まさか天使宮殿の影だったとは。

「天使の浮遊要塞は一つではない。しかし天使宮殿と呼ばれるのは、この上の物だけじゃ。主天アルフレイヤ殿がおられるからの。……さあここじゃ」

　エルフの少女が、古代樹の幹に張りついていた葉を剝はがし取る。

　──法術円環。

　そこに指先が触れた途端、カイたちの足下にあたる地中から、淡く輝く巨大な法術円環が浮かびあがった。

　二重仕掛け。

　転移の審門を起動させるために、まず幹に隠されていた小型の法術円環に触れなければならない。

「俺が聞くのも変な話だけど、こんなに手が込んでるのは人間対策で？」

「よくもまあ堂々と聞くものじゃ。ワシらは敵じゃぞ」

　古代樹の根に立つ少女が、呆あきれた顔つきでふり向いた。

　その口元に、微かすかな苦笑い。

「答えは『否いな』。蛮神族が主ぬしらごとき恐れるわけがなかろう。ワシらが危険視するのは悪魔族と幻獣族、そして聖霊族」

「悪魔もそうだったよ。人間なんか眼中になかった」

「……カイとやら。主の質問の意図が読めたぞ。天使が人間を危険視していないのならば、そもそも宮殿内の見張りは手薄であろうと？」

「ああ。どうせ天使たちも、他の浮遊要よう塞さいはあらかたイオ連邦の国境沿いに集中させているんだろ」

　ウルザ連邦での悪魔族と同じ発想だ。

　敵対する他種族の侵入を阻むために、国境沿いに勢力を集中させている。

　……それなら俺たちが生還できる可能性は十分ある。

　……天使宮殿にいる天使の数は、決して多くないはずだから。

　エルフの大長老を確保。しかるのち、他の浮遊要塞から天使たちが駆けつける前に脱出すればいい。

「生きて帰るとな？」

「アンタだってそれは同じだろ」

「むろん。主天アルフレイヤ殿にさえ見つからなければ何とでもなる。そのために手段は選ばぬよ。このようにな」

　エルフの少女が、旅装束のフードですっぽりと頭を覆おおい隠した。

　マントのついた衣装。内に七なな単ひとえの霊装も着ているためだいぶサイズが大きいが、これで外見からエルフと判別されることはあるまい。

　──人間の香水をかけてエルフの体臭を隠し。

　──法力を抑える首飾りによって法力の発散を抑える。

　エルフの特徴はすべて消えた。

　今の彼女は、旅装束に身を包んだ人間の少女そのもの。

「どうじゃ。これなら天使にワシの姿を見られても『エルフが人間を誘導している』とは思われまい」

「ああ。そして天使と戦うのは人間だけ。アンタは中立」

「そうじゃ。天使たちの手助けはせんし、隙を見て主ぬしらを攻撃することもせん。エルフは契約を守る」

　転移の法術円環。

　審門と呼ばれる光の中へ、エルフの少女が片足を踏み入れた。

「ついてこいカイとやら。まずは主からじゃな」

「もちろん」

　亜竜爪ドレイクネイルを手に、カイはエルフの横に並び立った。

　……これが罠わなの場合を想定しろ。全員が同時に転移したらその場で全滅だ。

　……一オ人レが無事を確認して、大丈夫なら後から皆がやってくる。

　昨晩の決め事だ。

　亜竜爪ドレイクネイルに込められた略式エルフ弾ならば法力を打ち消す力がある。

　さらに切り札として世界座標の鍵コードホルダーがある以上、たとえ天使の軍勢に囲まれようとカイは抗あらがうことはできる。それゆえの斥せつ候こう役だ。

「ねえカイ、わたしが一番でもいいよ？」

　不安げに声を震わせるのはリンネ。

「わたし強いもん。天使に囲まれたって……」

「リンネは通信機の使い方を覚えてからな。最初に行ったって、そこから連絡ができないとダメなんだから」

　そんな少女の肩に手をのせて、カイはあえておどけてみせた。

「──危険な役を任せる。無事を祈る」

「安全を確認できたらすぐ呼ぶよ」

　ジャンヌにそう応じ、カイは光あふれる法術円環へと踏みこんだ。
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　空──




　耳よりも目よりも。

　なにより先にソレを感じたのは、肌。

　髪をなびかせて身体からだを突きぬけていく風を全身で感じ、カイは辺りを見回した。

　遙はるか上空。

　見下ろせば、エルフの郷さとを含む古代樹海が一望できる。地平線までもが見下ろせる高度。そこにカイは立っていた。

「……これが天使の浮遊要よう塞さいか」

　なんという高さ。

　そしてなんという到達感。この場所に立って地上を見下ろすだけで、まるで自分が世界の頂いただきに上りつめたかのような錯覚を感じてしまう。

「ほれ、問題なかろうが」

　フードで顔を隠したエルフの少女が、腰に手をあてて嘆息。

「待ちかまえている天使もおらんし、主ぬしらをはめる罠わなもない」

「……この場所は？」

「宮殿の裏側じゃ。ちょうどこの時間は日陰となる。身を隠すにはちょうどいい」

　巨大なドーム型の建造物。

　カイが転移したのは、レーレーンの言うように宮殿の裏側だ。あたりを慎重に見回しても天使の姿はない。

　だが。

「煙？」

「いや……待て、これは何の臭においじゃ」

　カイの呟つぶやきとエルフの声が重なった。

　空高くで吹きすさぶ風の流れが反転。宮殿の正面から裏側へと風向きが変わった瞬間に、二人の嗅覚は、わずかな苦みを感じとっていた。

　ものが焦げる臭い。

　強い風鳴りに妨げられてしまっているが、宮殿の正面からざわめきまで聞こえてくる。

「カイ、仲間を呼ぶのはしばし待て。様子がおかしい」

　エルフが手を前に出して牽けん制せいの仕草。

　白亜の宮殿──見たことのない金属でできた壁面に身を寄せつつも、エルフの少女が壁伝いに建物の正面側へと回りこむ。

　顔を覗のぞかせて。

「…………これは……何が起きた!?」

　喉を痙けい攣れんさせた。

　エルフの巫み女こが見つめるのは、天使宮殿の正面にあたる中庭だ。

　敷地の半分以上を占める「天使の園」。美しき緑と花々が瑞みず々みずしく茂る楽園が、深き紅ぐ蓮れんの色に塗りつぶされていた。




　燃えさかる天使の園。




　侵略不可能のはずの浮遊要よう塞さい。それが今、激しく火花に煽あおられて煉れん獄ごくのような凄せい惨さんな光景へと変わっていたのだ。

　──異常。

　エルフや天使の罠でないことはカイの目にも瞭然だ。

　なぜなら、この広大な中庭に何体もの天使が倒れ伏していたのだから。

『カイ、どうした!?　連絡は……！』

　通信機から響くジャンヌの声。

　天使宮殿に昇ったのに連絡がなかったため、地上からも異変を察知したのだろう。

『カイ、ねえカイ!?　何かあったの！』

　割り込んできたのはリンネだ。

「……大丈夫だ。俺もレーレーンも無事だし、天使の罠わなもない」

　燃え上がる炎と倒れた天使たち。

　そしてソレを呆ぼう然ぜんと眺めるエルフの少女を横目に、カイは声を振りしぼった。

「とにかく上がってきてくれ。異常事態なのは間違いないけど」

　俺にも何が起きてるのかわからない──

　掠かすれた声で告げ、カイは通信機を力いっぱい握りしめた。
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「天使たちの息はある。殺傷目的ではないな。しかし拷問めいた、いたぶるような攻撃を全身に受けておった」

　倒れ伏した翼もつ蛮神族たち。

　いずれも天衣と呼ばれる天使特有の霊装に身を包んでいるが、その霊装を貫つらぬいて意識を失うほどの攻撃を受けたのだろう。

「蛮神族なかまとして放置は心苦しいが、今ばかりは好機じゃな」

　彼らをひとしきり見回してレーレーンが嘆息。

「宮殿に忍びこむには都合がいい。何よりも、これだけ中庭が激しく荒らされておるのだ。宮殿の中が無事とは思えぬ。……遅れるなよ。ついてこい！」

　旅装束のローブを大きくひるがえして走りだす。

　速い。小柄で細身の肉体ながら、その足が芝生を蹴って生みだす機動力は人間の傭よう兵へいにも遜そん色しよくないほどだ。

「何百年あの樹じゆ海かいを走り回ってきたと思っておる？　こう見えて鍛えておるわ」

　勝ちほこった笑みのエルフ。

　話しながらも疾走の勢いを落とさずに天使宮殿の正門──を横切って、蛮神族の少女が飛びこんだのは宮殿の壁に空いた巨大な窓枠だ。

　窓ガラスはない。

　あくまでこの窓は、宮殿内部に光と風とを送りこむ「穴」なのだろう。

「宮殿の中は通路があっても床がない。そうだったか？」

「そうじゃ。翼を持つ天使にとっては床など止まり木のようなもの。宮殿全体でも数カ所しかない」

　並走するジャンヌに向かってエルフが首肯。

　宮殿を行き来できるのは翼をもつ天使のみ。

　いうなれば床全体が落とし穴のような空洞で、翼なき者はそこから樹じゆ海かいに転落する。これも悪魔族や幻獣族、聖霊族への対策なのだろう。

「じゃが、それではワシらが困る。ドワーフも妖精もエルフも翼はない」

　地を歩く蛮神族の仲間たち。

　そんな彼らのために主しゆ天てんアルフレイヤが用意した通路が、今まさにレーレーンが走っている通路になる。

「ジャンヌ様、これは我々にとっても僥ぎよう倖こうかと」

　花琳フアリンが耳打ち。

「この天使の浮遊要よう塞さいへの突入は、エルフの案内がなければ極めて困難でした。価値ある突撃になります」

「元を返せば皇帝ダンテの功績おかげだな」

「気が早い。その人間の命、ワシらが握っているのを忘れるでないぞ」

　無人の通路を走るエルフの少女。

　壁も床も天井も、すべて透きとおった白磁色の金属。大理石のように光沢があるのだが、靴先からはわずかな弾力を感じる。

　硬く柔らかい、そんなふしぎな金属だ。

「リンネ、天井のあの光は法力か？」

「うん。でも嫌な感じはしないから罠わなじゃないと思う。こんな昼間から法力で照らしてる必要はないし。感知系かも」

　天井に浮かびあがる紋様を見上げるリンネ。

　自分たちが真下を通った時に、ピタリと一致したタイミングで点滅する。

「結界じゃよ。天使以外の種族が入った時に輝くらしい。ワシや大長老がここを通る時も輝くからな」

「じゃあ俺たちがここに侵入してることも？」

「番人は気づく。しかし現れんよ。ほれ、あの中庭で倒れておったうちの二体じゃ」

　しばしの沈黙。

　硬い靴音が通路にこだまする。誰もが口をつぐんで言葉を探している──そんな静寂が、天使宮殿を包みこむ。

　……中庭に倒れていた天使は十体以上。

　……いったい誰だ。この浮遊要塞に先回りして天使を倒した奴やつは。

　他種族？

　だが何者かがイオ連邦に侵入すれば、国境付近にある天使の浮遊要塞が見つけるはず。古代樹海に不審者がいればエルフたちが気づく。

　今回はソレがない。

「考えられる可能性は二つ」

　静寂を破ったのは、ジャンヌの後方を走る女戦士だ。

「囚とらわれていたエルフの大長老が力ずくで抜けだした可能性」

「違うな。そう考えるのもわかるが、それをしでかせば天使との全面戦争じゃぞ？」

「ならば二つ目──」

「聞いてやろう」

「中庭の天使たちを処罰したのは主天アルフレイヤ本人である可能性」

「はいっ!?」

「ど、どういうことです花琳フアリン様っ！」

　沈黙するエルフの巫み女こ。

　対照的に、思わず叫んだのが最後尾のサキとアシュランだ。

「消去法でそう考えた。この要よう塞さいは外からの侵入が極めて困難。立ち入り可能なのは同じ蛮神族であるエルフ、ドワーフ、妖精。そのいずれも犯人でないのなら、残りは天使自身しかありえない」

「…………」

　大きく右に曲がる通路を駆ける。

　扉は法術で施錠されているのだろう。高さ四メートルはあろう巨大な扉を横切って走り続けるエルフは、無言。

「主天アルフレイヤは他の蛮神族に対して共存ではなく隷属を要求した。そうだな」

「……そうじゃ」

「だが、そう主張したのは主天アルフレイヤのみ。他の天使がそれに潔く同意するとは考えにくい。異を唱えた天使たちもいただろう」

　主天アルフレイヤは、従わぬ部下たちを処罰した。

　それが中庭で倒れていた部下たちだったという説。

「異論は？」

「ない。可能性というのなら、その可能性が一番高いことを否定はせぬ」

　それがエルフからの答え。

「ワシには主天アルフレイヤ殿がもはや理解できぬ。でなくば、こんな人間のフリなどしてまで大長老なかまを救出に向かうこともなかった」

　弱々しく首を振るエルフ。

「……もう目と鼻の先じゃ。この先の審門で地下に降りればいい」

　通路の終わり。

　堅く閉ざされた扉にエルフの巫女が手をかざすや、光の紋様がエルフの全身へと巻きついた。

「レーレーン!?」

「心配いらん。この扉は法力で起動する。ほらもう開いた」

　何百キロもあろうぶあつい金属扉が、左右にずれていく。

　祈き禱とう場？

　真しん鍮ちゆう色の祭壇が置かれた円形の大広間へ。壁面と天井にそれぞれ採光の窓があり、燦さん々さんと輝く陽が広間を照らしだしている。

　その輝きが──




「戦せん斧ぷ・五百箇いおつの風ふう破は」




　天井を突きやぶる物理的な輝きの前に、吹き飛んだ。

　白亜の壁面が崩壊。

　そこから降りそそぐ超質量の暴風が祭壇を粉々にうち砕き、さらに拡散する力の余波が周囲のものすべてを壁へと叩たたきつける。

　──カイを含む人間たち。

　──さらに蛮神族なかまであるはずのレーレーンまでも。

「ぐぁっ……！」

　飛び来る瓦が礫れきを全身に受けるエルフの少女。転倒したはずみにフードがめくれ上がり、その素顔と美しい長髪が露あらわになる。

「あら？　あらあらあらあら」

　砕けちった天井から、翼もつ蛮神族が降臨した。

　四枚翼の天使。

　ウェーブのかかった亜麻色の髪に、冷たい灰色の瞳をした美麗なる女天使。その手には、華きや奢しやな腕にとうてい似つかわしくない戦斧が握られている。

「この聖なる宮殿に薄汚い臭におい。いったいどんな侵入者かと思えば、やはり貴女あなたでしたか。エルフの巫み女こレーレーン・レイル・レーチェリエル」

「…………戦天使ヴィシャス？」

　エルフの少女が、唇に滲にじむ血を手の甲でぬぐい取る。

「主ぬし……いま何と言った……？」

「耳まで耄もう碌ろくしましたか。そんな大きな耳をしているのに。やはり地上の生き物は皆同じ。地を這はうケダモノですね」

「…………まさか主まで」

　エルフの顔に浮かぶ感情は、怒りではなく悲哀と驚きよう愕がく。

　長年の友人に裏切られた。それが信じられず呆ぼう然ぜんとした面持ちで立ち上がる。

「力に溺れたか！」

「溺れた？　何を言っているのです」

　戦せん斧ぷを片手に浮遊する女天使。

「私は主しゆ天てんアルフレイヤ様の僕しもべ。すべてはあの方の御み心こころのままに」

「…………っ」

「そうだ、いいことを教えてあげましょう。巫み女こレーレーン。あなたはとても良き時機に現れました」

　麗うるわしき美貌をたたえた天使がこぼす、歪ゆがんだ笑み。

「じきにエルフ大長老の処刑を始めます。他ならぬ主天アルフレイヤ様の手によって」

「──────っ!?」

　声にならない悲鳴。

　雪のように白いエルフの表情が、血の気を失って土気色となる。

「ど……どういうことじゃ！」

「これは見せしめ。首長を失えば、さすがにエルフも己の立場を理解するはず。もちろんドワーフも妖精も」

「──それは困るな」

　エルフの巫女レーレーンに代わって。

　先頭に進みでたのは銀髪の騎士だった。

「指揮官ジャンヌだ。こちらの事情を話す気はないが、大長老は我々が保護する」

「人間？　巫女レーレーン。あなたは大罪人ですね。よもやこの宮殿に人間を招くとは。やはり主天アルフレイヤ様の目に間違いはなかった」

　戦斧を提げた天使が、ゆっくりと翼を羽ばたかせる。

「蛮神族の頂点は天使。それ以外はすべて隷属。逆らうのであれば────この私の手で排除するまで！」

　振りあげる水銀色の戦斧。

　法具──天使の法力を受けることによって、その武器はあたかも法術のような超常事象を世界に具現化させる。

「嵐をまとう斧おのよ。この者たちを引き裂きなさい」

　斬るのではなく叩たたきつける。

　小型の嵐のような旋風をまとった天使が、砕かれた屋根から急降下。先頭のジャンヌ、そして並び立つエルフへと斧を振り下ろした。

「花琳フアリン」

「────迸ほとばしれ」

　紅ぐ蓮れんの火柱。

　その戦せん斧ぷが、真下からの斬撃によって斜め上空に弾はじかれた。さらに床から噴き上がった炎が、天使のまとう風に吸い寄せられていく。

「私の一撃を!?」

　炎に巻かれる戦天使ヴイシヤス。

「っ。小こ癪しやくな。人間がわたしに抗あらがうなど……！」

「よく言われる。悪魔にも幻獣にも。天使に言われたのは初めてだが」

　皮肉で応じる女戦士が携えるのは、真っ赤に輝く偃月刀シヤムシール。

　剣先が溶岩のように瞬またたくたびに火の粉が噴きだす。その刃やいばの正体は、人間の鍛え上げた剣ではなく「亜竜の牙ドレイクトウース」。

　幻獣族の跋ばつ扈こする地上において、亜竜ドレイクが残した本物の牙である。

　──衝撃を与えることで激しく発火。

　その炎が、逆巻く風で勢いを増して戦天使ヴイシヤスへと襲いかかったのだ。

「撃て」

　銃声。

　背後で機関銃マシンガンを構えていたサキとアシュランが発砲。強力な加護に守られつつも、それでも被弾を嫌ったか戦天使ヴイシヤスが後方へと退いた。

「ジャンヌ様、どうぞお先へ」












　対の偃月刀シヤムシールで指し示すのは祭壇の後方。

　部屋のもう一つの扉である。

「この天使の法具は風。私の亜竜の牙ドレイクトウースにとって極めて相性がいい。私と部下二名で相手が可能です」

「人間にしては上出来じゃ！」

　扉へと手をつくエルフの巫み女こレーレーン。

　入り口と同じく、彼女の法力を感じとった扉が自動的に開いていく。

「させませんよ！」

「っと、てめぇの相手は俺らだよ！」

　アシュランの機関銃マシンガンから放たれる弾幕が、天使を牽けん制せい。

　天使の肉体強度はエルフや人間とも大差ない。生身で弾丸を受ければ負傷は避けられず、戦天使ヴイシヤスもまた加護に力を注ぐしかない。

「行けやカイ！　こっちは花琳フアリン様がいるから何とでもなる！」

「助かる。ジャンヌ、リンネ！」

　後方の二人とともに、エルフを追ってカイは全力で駆けだした。

　こだまする銃声と炎。

　それを嵐の轟ごう音おんが搔かき消けして────礼拝堂の扉が閉まる。

「天使の長よ、そこまで墜おちたか！」

　エルフの少女が旅装束を脱ぎ捨てた。

　もはや人間のフリをする意味などない。ここで躊ちゆう躇ちよすればエルフの首長が処刑される事態なのだから。

　──一直線の大通路。

　左右に九本ずつ。計十八本の円柱が整然とそびえたつ大通路を走るのはわずか四人。

　先頭に巫女レーレーン。

　そしてカイ、リンネ、ジャンヌ。

　光さす通路は埃ほこり一つ浮遊せずに澄みわたり、一切の空気の淀よどみも、虫一匹の羽音も聞こえない。

　……清澄すぎる。

　……この静けさも逆に不気味なくらいだ。

　直径二メートルはあろう円柱を一つ一つ入念に観察しながら、走る。これだけ巨大な柱ならば天使が身を潜めていてもおかしくない。

「レーレーン、他に心当たりのある天使は？」

「主天アルフレイヤに忠誠を誓う天使というならば、答えは『全部』じゃ。天使宮殿にいる天使はどれも心から主天アルフレイヤを敬愛していた」

　逆を言えば。

　蛮神族の英雄はそんな部下たちさえ処罰し、無惨にも中庭に放りだしたのだ。

「姿が見えないとすれば、あとは大天使ラファエロじゃが」

「────」

　トン、と足音を立ててリンネが急停止。

　何かを探すように天井を、そして十八本の円柱を交互に眺めまわした後に。

「ねえカイ、わたしここでちょっと休憩したい」

「え？」

「な、何を言っておる小娘っ!?　もうあとちょっと……主天アルフレイヤの奴やつがいる間はほら、そこの光の方陣を超えたすぐそこじゃぞ！」

　怒り混じりの形相でエルフの巫み女こがふり返る。

　すぐ後ろのジャンヌさえ呆あつ気けに取られた表情だ。

「他の天使どもが現れて襲ってきたらどうする！　あとちょっとなのに」

「ヤダ休む」

「小娘っっ!?」

「うるさい黙ってて。ねえカイ、わたし休んでるから先に行ってていいよ」

　既視感。




〝……だいじょうぶ。わたしはだいじょうぶだから〟

〝行ってカイ。わたしが一緒にいたら追跡される。先に上で待ってて〟




　ウルザ連邦の王都侵攻作戦。

　政府宮殿の最上階へと自カ分イを先に行かせて、悪魔の群れに囲まれた少女がそう言ったのを覚えている。カイとリンネだけが知っている遣やり取とりだ。

「リンネ、お前まさか……」

「何でもないよ？」

　返事は、とびきり明るい笑みだった。

「先に行って。休憩したらすぐ行くから」

「……わかった」

　亜竜爪ドレイクネイルを担ぐ手に力をこめる。

　まだ騒ぎ立てているエルフの少女の肩を叩たたき、カイは通路の終点を指さした。

　光が昇っていく方陣。さながら噴水のよう。幾つもの光の粒が円環から生まれては天井の向こうへと昇っていく。

「あの先でいいんだな」

「うむ。間違いない。ワシもあの奥に入ったのは一度きりじゃが」

「わかった。ジャンヌも、大丈夫？」

「もちろんだとも」

　白銀色の長剣ロングソードを握りしめ、ウルザ人類反旗軍レジストの指揮官が足を踏みだした。

「挑もう。蛮神族の英雄に」

「……まさかこんな事になるとはの」

　階段を上っていくエルフの少女。

　十三段の階段を上った先にある方陣に触れた瞬間、その華きや奢しやな身体からだがふわりと浮いた。

「ほれ主ぬしらもさっさと来い」

「カイ。一つだけ」

　階段を駆け上がりながら。

「一番危険な冥帝ヴアネツサとの戦闘をあなたに任せて、ごめんなさい。ずっと言いたくて……」

「ジャンヌ？」

「私も、今度は一緒に戦うから」

　ふっと息を吐く男装の騎士。

　口元を引き締めて、彼女はカイと共に最後の階段を踏みこえた。

　そして光の方陣へ──













　　　　　　　４






　天使宮殿。

　最上部──空中広間「蒼あおき真天」。




　そこに映るのは無限の蒼そう穹きゆう。

　天井がなく壁もない。

　足下の床だけ。それ以外のすべてが空の上というべき場所。空に浮かぶ雲と同じ高さで、巨大な雲を押し流す突風を遮るものは何もない。

　髪が、服が、風によって大きくなびく。

　高度何千メートルという偉大なる山さん嶺れいの頂いただきに立てば、あるいは、この「空の中にいる」感覚に近いのだろうか。

　そして。




「天は怒りに満ちている」




　六枚翼の尊そん大だいなる天使は、広大な祭壇の中心に立っていた。

　浮遊する長身の天使。

　戦天使ヴイシヤスと同じく亜麻色の髪に、凛り々りしき相貌。琥こ珀はく色いろの瞳には知恵と意思とが漲みなぎり、その体たい軀くは筋骨逞たくましい。

　白の天衣の上に、さらに蒼の天衣を羽織った蛮神族の英雄。

「翼なき者。地を這はう者。天を見上げる者。なぜ従わぬ？　癒いやしの雨が天から地へと降るように。林りん檎ごの果実が宙そらから地へと落ちるように。すべての恵みは天から生まれ、地へと施される。この摂理がなぜわからない？」

　天をあおぐ天使。

「天使われらこそ頂であるということが」

　その背後には、床に突きささるかたちで立つ十字架。

　人間がすっぽりと収まってしまうほど巨大なソレは、むしろ十字架のかたちをした棺ひつぎと形容すべきだろう。真っ赤な半透明の十字架──

　その内側に閉じこめられ、藻も搔がいている人影をカイは見た。

「これより処刑を執り行う」

　ただ淡々と。

　足下の虫を観察する子供のように、無表情で天使はそう告げた。

「エルフの大長老の処刑をな」

　十字架の棺ひつぎに閉じこめられているエルフ。生きていて、そして何かを叫んでいるが、棺は音の伝導を許さない。

「アルフレイヤァァ────────────ッッッ！」

　吼ほえたのはエルフの少女。

　七なな単ひとえの衣を大きく後ろになびかせて、激げき昂こうのまなざしで天使を睨にらむ。

「貴様に蛮神族を率いる資格はない。エルフもドワーフも妖精も、天使もじゃ。そこにおれ、このワシが引導を渡してくれる！」

「っ、待てレーレーン！」

「止めるな人間！」

　カイの制止を振りはらってエルフが床を蹴りつける。

　が、激昂に染まったエルフの目には映らなかったに違いない。主しゆ天てんアルフレイヤの手が何かを握りしめていたこと。

　その天使の口元に、わずかに浮かんだ残虐な笑みを。

「聖義を執行する」

　握られていたのは真しん鍮ちゆう色の指揮棒タクト。

　その先端が迫るエルフの少女を指ししめした。

　──楽聖マニフイカト『聖なる星よ、地に来たれ』

　禍まが々まがしき大剣の飛来。

　それは「聖なる星」と名付けられただけの、真っ赤な血色の刃やいばだった。

　柄も鍔つばもない、刀身だけの灼しやく熱ねつの剣。刃渡り十メートルを超える法術の剣が、エルフの全身を両断する勢いで降ってくる。

　レーレーンはその兆候に気づかなかった。

　真上という死角。そしてそれ以上に、剣の飛来はあまりにも速すぎた。

　……彼女レーレーンが走ってからの発動じゃない。

　……この場に俺たちが来た時から用意してたのか！

　言葉をかわす気などない。

　ただ滅するのみ。主天アルフレイヤにそれ以外の意思などなかった。

「レーレーン！」

「────ひっ!?」

　ジャンヌの声に異変を感じて空を見上げた時には、遅い。もはや灼熱の剣の切っ先は、エルフの少女の眼前にまで差し迫っていた。

　……切断できるか!?

　……悪魔の法術には通じた。だけど天使の法具にまで通じる確証がない。

　その逡しゆん巡じゆんを。

　限界まで切迫した状況が、上回った。躊躇ためらう時間はない。

「世界座標の鍵コードホルダー！」

　英シ雄ドの剣。

　カイの呼び声に反応した亜竜爪ドレイクネイルが、瞬またたく間に神々しい剣へと変貌していく。黒塗りの銃剣が、透きとおった陽光色の剣へ。

「屈かがめ、レーレーン！」




〝世界座標の鍵コードホルダーは「運命」を斬る。無用なる死の運命サダメを世界から切り離しなさい〟




　飛来する巨大剣めがけ、陽光色の剣を振りあげる。

　切っ先と切っ先。

　灼しやく熱ねつと陽光とが触れあった瞬間に、大気の破裂をともなって灼熱の大剣が砕けちった。

　無数の炎の欠片かけらとなって消えていく。

「────なっ!?」

　エルフの巫み女こがふり返る。彼女だけではない。十字架に封印されているエルフの大長老までもが驚きよう愕がくに目を見ひらいていた。

　人間の剣が、主しゆ天てんアルフレイヤの法具を打ち消した？

　尋常の剣ではない。しかしエルフの法具でないことも、彼女たちは一目で理解していた。ならばカイの持つ剣はいったい何だというのか。

　だがそれ以上に──

「人間がエルフを庇かばったと？」

　浮遊する天使が、目を細める。

「エルフを庇う。理解しかねる行いだな。貴様は本当に人間か？　それとも人間のフリをしたエルフであったか？」

「いいや、歴れつきとした人間だ」

　呆ぼう然ぜんとしているレーレーンの前に進みでる。

「疑問でも何でもない。このエルフに万が一があれば、俺たちがエルフに恨まれる。俺が彼女を助けるのは理に適かなっている」

「釣り合うまい。己の命と、その矮わい小しようなるエルフの命」

　レーレーンへと注がれる天使のまなざしは、侮蔑。

「その剣に秘密があるのだろうが、寸分違たがえば貴様もエルフもろとも塵ちりと化していた。己の命を賭とすに足るものでもあるまいに」

「自信はあった。確信ってほどじゃないけどな」

　視線の交こう叉さ。

　降りそそぐ天使の眼光を、真正面から受けとめて。

「悪魔の英雄ヴアネツサの法術に耐えた剣だ。お前に挑むのだって不可能じゃない」

「…………」

　無言のまま、天使の肩がわずかに揺れた。

「風の噂うわさであった。あの悪魔が人間に敗れたと。よもやあり得ぬと思っていたが…………はっ！　そうかそうか！」

　天使が大きく肩をふるわせる。

「あの穢けがらわしき魔性め。人間に敗れるとはなんと愚かな」

「どうかな」

「何だ？　貴様はそこまで思い上がるか」

「そうじゃない。俺が言いたいのは、お前は本当に冥帝ヴアネツサを『愚か』なんて言える立場なのかってことだ」

　悪魔の英雄ヴァネッサは人間の敵だ。

　王都を壊滅させて人間を奴隷化し、刃向かう人間に対して一切の容赦はない。

　だが。

「少なくとも冥帝アイツは、部下を処罰しようなんて真ま似ねはしてなかった」

「それは私が決めること」

　天使の嘲笑。

「私は天の頂いただき。もっとも高貴にして輝かしき明星である。私の意思に背く者を部下と呼ぶ気は毛頭ない」

「それは狭量というものだ。擬装解除──『月の弩おおゆみ』よ」

　ジャンヌの剣から光が生まれた。

　純白の輝きに包まれて、騎士の持つ剣が変化。数多あまたの宝石をちりばめた世にも美しき弓となる。

「劈つんざけ」

　弓が唸うなり、放たれた矢が大気をねじ曲げる。

「エルフの弓かっ!?」

　主しゆ天てんアルフレイヤが空中旋回。その一瞬後に風を裂く弓が通過し、天使が左目をわずかに歪ゆがめた。

　左ひだり頰ほおに小さな裂傷。

　ジャンヌの放った一矢が、天使の強大な加護をも突破したのだ。

「人間、その身でエルフの法具を使う意味を理解しているか」

「軽いものだ。私の命を絞り出すくらい」

　当然のごとく応じる騎士。

　が。

「……ジャンヌ!?」

　エルフの法具であることはカイも聞いている。

　霊光の騎士──その呼び名の由来でもある霊光の戦装束とエルフの弓。法力を持たない人間にも特別に使えるのだと。

　……だけど命を絞り出す？

　……そんなこと俺は一言も聞いてない。

　それが、人の身ながらにエルフの法具を発動する代償だったのか。

「ジャンヌそれは────」

「話は後だ。この天使を打ちのめすのが先決だろう？」

　第二の矢を番つがえる霊光の騎士。

「私だって君の剣は気になる。勝って、その後にたっぷり話を聞かせてもらう！」

「不敬者」

　六枚翼が大きく開く。

　ぱっと舞う数百という羽毛に彩られ、白銀色の指揮棒タクトが振り下ろされた。

　──楽聖マニフイカト『天の震雷』

　迸ほとばしる雷撃。

　瞬またたいた。そうカイの目に映った瞬間には、その光はジャンヌの全身を灼やいていた。

「……霊光よ！」

　雷撃に打たれながらも、掠かすれた声で騎士が叫ぶ。

　甲かつ冑ちゆうの内側。

　ジャンヌのまとう薄うす衣ぎぬの放つ霊光が、降りそそぐ雷撃を和らげる。

「エルフの霊装だ。法術に対しての防御力は並々ならぬものがある。それは天使おまえがよく知っているはず」

　雷が消滅。

　膝をつきながらも歯を食いしばり、霊光の騎士は意識を保っていた。

「蛮神族の英雄といえど力の源は法力。それを法具によって発動している以上、この霊装が天使おまえへの反撃手段カウンターになる」

　蛮神族なかまの装備ゆえに、天使はこれに対する対策というものがない。

　天使とエルフが争うなど本来ありえないことだからだ。

「脆ぜい弱じやく種が。誰にモノを言っている」

　天使が口ずさむ。

　──楽聖マニフイカト『見よ、裁きの光の栄光を』

　天上からまっすぐ降下する雷撃。それが宙を舞う羽毛に触れた途端、何百という光の糸に分裂した。

「なっ!?」

　雷撃ではなく、雷撃の雨。

　真っ青だった空を白がかった黄色の雷光が一色に染め上げる。直後、地の者を遍あまねく討ち滅ぼす雷撃が、前後左右、あらゆる上空全方位から降りそそいだ。

　ジャンヌの霊装に次々と食らいつく稲妻。

　その間にも雷撃はますます肥大化し、数を増し、ジャンヌの前方に位置するカイめがけて大気を駆ける。

　全方位。世界座標の鍵コードホルダーで斬って落とせる数ではない。

「七しち姫ひめ守しゆ護ご陣じん！　三さん姫ひめ、応じよ！」

　マントのごとくはためく七なな単ひとえの霊装。

　羽織っていた霊装を脱ぎ捨てて軽装となったエルフの少女が、その手に握る七枚の薄うす衣ぎぬのうち三枚を宙へと投げ放った。

　淡い光を放つ薄衣が宙でほつれ、その糸が虚空で絡まりあって光の紋様を描きだす。

　──広範囲守護結界。

　カイ、ジャンヌ、そしてレーレーンの頭上に展開した円環はさしずめ光の傘。

　雷撃の雨を受けとめて虚空へと押し返す。

「……レーレーン？」

「先の借りは返しておく。人間に恩義を売られるのはご免じゃ」

　真っ白い両肩を露あらわにしたエルフの少女が、気恥ずかしそうに顔を背けた。

「しかし主しゆ天てんアルフレイヤの法具は強大極まりない。ワシとてすべてを防ぐ自信はない。ゆえに打開策は──」

「四対一なら？」

「そういうことじゃ。人間にしては頭が回るの。ついてこい！」

　エルフの少女が走りだす。ほぼ同時。一秒の差もなく、カイもまた吹きさらしの広間を一直線に駆けていた。

　──血色の十字架。

　半透明の棺ひつぎに封印されたエルフの大長老を解放すれば、この場は四対一となる。

「そうか」

　だが主天の表情に変化はない。

　掲げた手に矛が顕現。切っ先が三つにわかれた銀色の三叉矛トライデントを、エルフの少女めがけて投げ放つ。

「っ、同じこと！」

　手にした薄衣の一枚でそれをかわすレーレーン。

　が。

　放たれた銀色の三叉矛トライデントが、いともたやすく薄うす衣ぎぬの防御を突きやぶった。

「……バカなっ!?」

　エルフの巫み女こレーレーンの霊装は「七しち姫ひめ守しゆ護ご陣じん」。

　古代樹の葉の繊維とレーレーン自身の髪を束ねて編みこんだ法具であり、同時に七つまでの攻撃法術を吸収して受け流す代しろ物ものである。

　悪魔の業火であろうと止める。それが突きやぶられた────

「天罰の矛。法力の障壁を貫つらぬくための法具である」

　エルフの胸に三叉矛トライデントの切っ先が触れる。

　その刹那に。

「人間を舐なめすぎだ、天使！」

　カイの世界座標の鍵コードホルダーが、その切っ先を真横から薙なぎはらった。

　ギンッと耳みみ障ざわりな音を立てて地を転がる三叉矛トライデント。

　すかさず追撃しようとする天使めがけ、今度はジャンヌがエルフの矢で追撃。それを天使が翼で弾はじき落とした時には、レーレーンは十字架へと辿たどりついていた。

　処刑の棺ひつぎ。

　半透明な真っ赤な棺の中に、今も藻も搔がき苦しんでいるエルフ。

「待っておれ大長老！」

　レーレーンが握るのは、満月色に輝くナイフ。

　おそらくは天罰の矛と似た障壁突破の法具だろう。両手で握りしめたソレを力いっぱい振り下ろす。

　──破裂。

　宙を踊る金属の破片たち。

　ぱらぱらと、エルフの肩にこぼれたその欠片かけらは、砕けちったナイフの破片だった。

「…………バカな」

　突破する確信があったに違いない。

　絶望と呆ぼう然ぜんとが入り混じった表情で、手元のナイフをレーレーンが見下ろした。

「至宝の一つじゃぞ！　なぜ」

「天と地の境界さえ区別つかないか。私と貴様の力の隔たりを」

「主天アルフレイヤっ……」

　歯を食いしばってふり返るエルフの巫女。

「どういうことじゃ。おかしいとは思っていた。貴様、その力をどこで得た！」

「レーレーン？　どういうことだ」

「捕らえられているのは大長老じゃ。人間のいう『英雄級』で、主天アルフレイヤに近い力を持っておる。それを抵抗さえ許さず閉じこめておる力が異常だと言っておる。現にこの棺ひつぎ！　奴やつは、己の法力を相当に割いているはず！」

　そうでなければ内部から破壊されるだろう。

　エルフの大長老を封じこめる膨大な法力を消費しつつ、主しゆ天てんは戦っているのだ。

「なのに、奴が使っている法具は棺に加えてさらに四つ！」

　灼しやく熱ねつの剣を降臨させる真しん鍮ちゆう色の指揮棒タクト。

　雷撃の雨を呼ぶ白銀色の指揮棒タクト。

　さらに障壁破壊の三叉矛トライデントに加え、最後の一つは、カイが見るかぎり主天アルフレイヤがまとっている天衣だろう。

　……確かに無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　……どれだけの法力を消費し続けているんだ。この天使は！

　蛮神族は、体内の法力器官から法術を発動することができない。

　そのための武器として法具を用意し、法力をそこから擬似的な法術として発動することが必要になる。

「法具を通じて法術化させる効率は決して良いとは言いがたい。主ぬしの法力は確かに膨大だが、ここまでではなかったはず！」

「────」

「答えよ主天アルフレイヤ。よもや、その力が貴様を豹ひよう変へんさせた原因か！」

「豹変？」

　浮遊する天使が降下。

　その足先が触れた床には、いつの間にか奇怪な黒い穴が開いていた。

「違うな。これは歓喜だ。新たな配下を得た歓よろこび。貴様たちに代わる、な」

　ずずっ……と床の穴から何かが這はい上あがってくる。

　奇怪な異種族。

　その姿を直視したジャンヌが息を吞のみ、レーレーンが後ずさった。

「っ!?」

「な、なんじゃこの化け物は……！」

　現れたのは、身体からだのあちこちが欠損した奇怪な少女だった。

　外見は人間の少女に似ているが、右肩から先は蛇の胴体のような触手構造。背中には骨格だけの翼が生えている。さらにその頭部が二つ。

　それは──

「あの時の切除器官ラスタライザ!?」

　思いだすのは墓所での遭遇だ。

　リンネが封印されていた空間にいた個体に間違いない。それがイオ連邦まで追ってきたというのか。

「切除器官ラスタライザ？　つまりコイツか、冥帝ヴアネツサとの戦いに現れたという！」

「ジャンヌ、絶対に近づくな。レーレーンもだ！」

　再び全身が怖おぞ気け立つ。

　言い表すことのできない異様な重圧感と違和感。何度見てもこの怪物は異様だ。

「ほう？　人間、私の部下を知っているか」

　愉快げに、その天使が片眉をつり上げた。

「ならば紹介の手間は省けよう」

「英雄アルフレイヤ。そいつがお前の部下なら、俺から訊ききたいことがある」

　冷笑を浮かべる天使へ。

「お前が元凶なのか。世界輪りん廻ねの」

　かつて切除器官ラスタライザは、記憶を取りもどしかけた冥帝ヴアネツサの口を封じるために現れた。

　この怪物を配下と呼ぶ以上、冥帝ヴアネツサが語ろうとした世界輪廻について何かを知っているはず。

　あるいは──

　この天使こそが、冥帝ヴアネツサの言っていた元凶本人なのか。

「何のことだ？」

　蛮神族の英雄は、怪け訝げんそうに表情を歪ゆがませただけだった。

「こやつは私の新たな力。世界輪廻？　何だそれは」

「っ!?　違うのか、お前は元凶でもないし世界輪廻についても知らない!?　じゃあシドは。預言者シドのことも知らないのか！」

「………………シド」

　天使の眉間の皺しわが、深まった。

　さらに自らの額を手で覆おおい摑つかみ、苦悩の表情を滲にじませたではないか。

「シド…………預言者シド。預かった」

「え？」

「────────私は……預かった。あの人間から」

　ふらり、と天使がその場に膝をつく。

　その直後。

　さらなる異変を、カイは目まの当たりにした。
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　天使宮殿・十八の聖柱廊──

　光さす通路。

　主しゆ天てんアルフレイヤの間「蒼あおき真天」に至る大通路で。




　柱の一つが、崩壊した。




　空間を埋めつくす轟ごう音おんと粉ふん塵じん。

　リンネの法術が円柱を芯から粉砕し、天井と壁にいたるすべてを崩壊させたのだ。

　パラパラと舞う砂さ塵じん。

　その下には、天井から落下した巨大な瓦が礫れきが堆うずたかく積もり上がっている。

「……凄すさまじい。我が加護をこうも貫つらぬくか」

　瓦礫が宙に噴き上がる。

　重量何百キロという巨岩を軽々とはじき飛ばし、その下から這はい上あがってきたのは巨漢の天使である。

　身長三メートル。その逞たくましい両腕はリンネの腰よりも太く、隆々と盛り上がっている。

　大天使ラファエロ──

　そう名乗った天使の天衣は擦りきれて、その全身にも激しい戦闘の痕あとがある。

「脅威以外の何者でもないな。侵入者、お前は何者だ」

「…………」

　リンネの背中に顕現しているのは天魔の翼。

　彼女の肉体に蛮神族、悪魔族をはじめ数多あまたの種族の因子が含まれていることも、大天使は既に理解していることだろう。

「大天使ラファエロだっけ」

　虚空から、その巨漢を見下ろして。

「噓うそつき」

　リンネは、吐き捨てるようにそう言った。

「わたしの攻撃、あんまり効いてないでしょ。知ってるんだから」

「ふむ？」

「その余裕がキライ。天使はみんなそうよ。上から目線なの」

　天使の防御。

　攻撃法術を得意とする悪魔族と対照的に、法力を外部に放出する術をもたない天使は、その法力で自身の肉体を強化する。

　鋼鉄？　いやそれ以上。

　リンネが竜の剛力で殴っても法術を撃ちはなっても、決定打に至らない。さらに、ようやく与えた傷も治癒されてしまう。

「まるで動く要よう塞さいね」

　聖柱廊の守護者にして主しゆ天てんアルフレイヤの側近。

　この天使にリンネが気づいて足止めを決意しなければ、カイを含む全員がここから先に一歩も進めず、大長老の処刑が完了していたことだろう。

「そういう主ぬしこそ、それが全力か？」

「…………」

「得体の知れぬ混こん沌とんの法力。そしてその翼。幻獣族の力も感じる。主の正体、力の源は、いったい何だ」

「わたしも知らない。知りたくもないもん」

　知らなくたって生きている。

　知らなくたってカイがいてくれるのなら、リンネはそれ以上何かを得ようと思わない。

　知ることで──

　生きることが逆に苦しくなる時もある。それを本能で理解しているから。

「面妖な存在だ。ここを通すわけにはいかぬ」

　大天使ラファエロの戦鎚ハンマー。

　膨大な法力によって発動するその一撃は、大気を通じ、触れずして相手を木こっ端ぱ微み塵じんに押しつぶす不可視の破壊である。

「……それ嫌い」

　リンネの背後にある円柱も、そう。

　先の攻防では紙一重でかわしたが、その余波を受けた円柱がまるで薄紙のように平たく押し潰された。リンネといえど危機を感じる光景だ。

「強いからわたしも手加減しない、どうなっても知らないから！」

「来るがいい混沌種」

　戦鎚ハンマーを振りあげる大天使。

　天魔の翼から神々しき雷光を生みだすリンネ。

　法具と法術。純白の光を放つ法具に対し、数多あまたの色が入り混じった混沌の雷撃が轟ごう音おんを立てて大通路にひしめき合う。

　──激突。

　大天使ラファエロとリンネの身体からだが弾はじけとぶように宙を舞い、反対側の円柱に衝突してくずおれる。

「……っ、痛ぁ……」

　よろめきながらも立ち上がったのは、翼もつ少女の方だった。

「わたしの翼、よくも思いきり殴ってくれたわね」

　戦鎚ハンマーの一撃を受けたことでまっすぐ歩くこともままならないが、フラフラと、顔をしかめながら壁沿いへ。

「噓うそつき」

　仰あお向むけに倒れた巨漢を見下ろして、リンネは憮ぶ然ぜんとそう口にした。

「倒れたフリしたってわたしは油断しないもん」

「……なぜそう思う？」

「倒れて動けないなら戦鎚ハンマーを手放したらどう？」

　そう。

　リンネが睨にらみつけているのは天使の法具。大天使ラファエロは今なお、その逞たくましい右腕で戦鎚ハンマーを堅く握りしめている。

　──余力がある。

　いつ起き上がってもおかしくない。

「あいにく私には何が主ぬしの不満かわからぬな。主は侵入者、私はそれを排除しようとして敗北した。だから先に進むがいい」

「っ！」

「この上だ。急がねば大長老が処刑される。急げ」

「……アンタ？」

「主の力は理解した。レーレーンもいる。ならば双方が協力すれば、大長老を逃がすことも適かなうかもしれぬ」

「わざと負けたの？　主天アルフレイヤの部下のフリして」

「さあな。それは我の口からは言えぬ」

　大天使ラファエロの真意は「試練」。

　豹ひよう変へんした天使の長に抗あらがうだけの資格があるか。そして混こん沌とん種の少女リンネはそれに応える力を示した。

「主天アルフレイヤ様は……変わってしまわれた。すべてはあの時から……」

「あの時って？」

「切除器官ラスタライザという怪物だ。あの怪物が現れてから長は豹変された。ゆえに我と戦天使ヴイシヤスは堪たえしのぶことにした。機を待ったのだ」





　　　　　　　






「エルフの大長老は、天使われわれの古き友人です。なぜ処刑を望みましょうか」

　戦せん斧ぷを床に降ろすのは休戦の証あかし。

　壁沿いに座りこむ戦天使ヴィシャスのまなざしは、憂いに満ちていた。

「人間よ。この場かぎりにおいて、先に進むことに目を瞑つぶりましょう」

「周到なことだ」

　花琳フアリン。こちらは亜竜の牙ドレイクトウースの構えを崩さない。

「侵入者と戦って不覚を取った──表面上で主君への忠誠を誓いつつ、その裏で同盟種族の救出の糸を引く算段だったとはな」

　だが戦天使ヴイシヤスも無条件で退ひいたわけではない。

　本気で侵入者に一度は襲いかかった。花琳フアリンの全身にも、戦せん斧ぷの風が巻き起こした鎌かま鼬いたちの痣あざが無数に刻まれている。

　サキとアシュランもそう。

　通路の陰に身を潜めている二人も、まだ激しい息切れと共に、緊張を孕はらんだまなざしで天使を見据えている。

「ほ、本当だろうなっ!?　てめぇおい、そう言っておいて後ろを見せたら襲いかかってくるつもりじゃねえのか！」

「────」

　戦斧を指先でなぞる天使。

　巨大な武器がアシュランの目の前で消えていく。武器を完全に手放してみせた。これで、不意をついて襲ってくる可能性も消えた。

「だ、大丈夫そうじゃない？　アシュラン？」

「お、おうよ……ど、どうするんですか花琳様！」

「私はジャンヌ様の護衛だ」

　先に進むのみ。

　そう答える合間も、しかし花琳は戦天使ヴイシヤスから目を離さない。

「私は戦って敗北した。それだけの話です」

「見逃すというわけだ。その結果、もしも蛮神族の英雄が倒れることになってもか？」

「…………」

　挑発じみた花琳の返しに、一瞬、戦天使の目に怒りが灯ともる。

　が、それも一瞬。

「人間にソレができるとは思いません。……が、万が一にそんな事態が起きたとしても、それは主天アルフレイヤ様のご意志が招いたもの」

　蛮神族が内部分裂で滅亡することが最悪。

　それと比べれば、主しゆ天てんアルフレイヤが倒れる方はまだ種族再興のメドは立つ。それが、側近たちの苦く渋じゆうの結論なのだろう。

「予定に変更はない。エルフの大長老の救出を最優先に。主天アルフレイヤとの交戦はジャンヌ様のご判断次第だ。行くぞ」

　部下二人に目で合図して花琳が歩きだす。

　その直前。




　──天使の断末魔が、天使宮殿をふるわせた。




「主天アルフレイヤ様!?……い……いえ……何だというのです……この法力は……！」

　座りこんでいた戦天使ヴイシヤスが跳ね起きる。

　麗うるわしき女天使は、畏おそれを浮かべた瞳で天井を見上げ続けた。
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〝蛮神族の英雄に想定外の「揺らぎ」を観測。禁忌単語タブーワード「シド」による影響、あり〟

〝無座標化ゼロコードを執行〟

〝英雄アルフレイヤの『記録コード』を世界から切除する〟




　天使の絶叫は──

　自身が「配下」と呼ぶ怪物に襲われた悲鳴だった。

「……貴様!?」

　翼の根元にある法力器官──天使の急所を握りつぶすや、床にひきずり押しつける。

　主しゆ天てんアルフレイヤも逞たくましい偉丈夫であるのだが、切除器官ラスタライザという怪物の膂りよ力りよくはそれをさらに凌りよう駕がしていた。

「謀む反ほんか!?」

「な、なんじゃ。奴やつらは仲間ではなかったのか！」

　立ちすくむ騎士ジヤンヌとエルフ。

　さらに世界座標の鍵コードホルダーを握りしめるカイの眼前で、天使のまわりに奇怪な黒渦がポツリ、ポツリと生まれ、そして一斉に天使へと襲いかかった。

『無座標化ゼロコード』

　消去。

　黒渦が触れた部位が、消しゴムで削られた文字のごとく消えていく。

「────ッッッ!?」

　全身を削られていく天使の断末魔。

　まったくの無防備で急所を突かれ、一切の反撃も許されずに天使の姿が消滅するまで、時間は数秒とかからなかった。

　カラン、と。

　天使の長の握っていた法具だけが、冷たい床に転がっていく。

「…………ワシは……何を見ておるのか……」

　全身を戦おののかせるエルフ。

　隣のジャンヌ、棺ひつぎに閉じこめられている大長老さえ青ざめる。その中で、ただ一人カイだけは眼前の怪物を前にして歯を食いしばっていた。

　……同じだ。

　……あの時の冥帝ヴアネツサと。

　違うのは、結果。

　不意を突かれながらも反撃に成功したのが冥帝ヴアネツサ。

　だが主天アルフレイヤは違う。切除器官ラスタライザを配下と思いこんだがゆえに反応が遅れ、その一瞬の差で反撃が間に合わず消滅した。

『──────』

　床に生まれた最後の黒穴。

　底なし沼のごとく、人形めいた欠損の少女が沈んで消えていく。

　消滅した蛮神族の英雄。

　……主天アルフレイヤが消えた。

　……これを……こんなのを俺たちの勝利と言っていいのか？

　結果を見れば生き残ったのはカイたちだ。あまりに異様な決着だが、今は何よりも先にエルフの大長老を救出せねばならない。

　誰もがそう思っていた。




　──ぽちゃん。




　床の黒穴から、何かが這はい上あがってくるまでは。

『………………』

　六枚翼の天使。

　無座標化ゼロコードの影響ゆえか天衣のあちこちが擦りきれているが、消滅する前と変わらぬ偉丈夫が、沼めいた穴から這い上がってくる。

「生きておったか!?」

「待てレーレーン！」

　様子がおかしい。

　蛮神族の英雄の異変に気づいたジャンヌが、エルフを制止。

「奴やつの翼を見ろ。羽根が抜け落ちているように私には見えるが……」

　ひらりひらり、と。

　六枚の翼を構成する羽根が抜け落ちていく。翼を広げた時にも羽根が宙を舞っていたが、それとは明らかに様子が違う。

　力の消失。

　木々から葉が落ちるように。逞たくましい偉丈夫から筋肉がこそげ落ちるように。

　羽根を失った翼が、美しき純白から──

　色いろ褪あせた土気色へ。




『私はアルフレイヤ。その化身アバター。これより蛮神族の英雄として記録を再開する』




　瞳から意思の光が消える。ぼろぼろに羽根が抜け落ちた翼は見る影もない。目の下に隈くまが生まれ、頰ほおが瘦こけ、その足取りも弱々しい。

　にもかかわらず──

「何じゃ。この異様な法力は……！」

　翼の付け根。

　先の輝きをも超越した光。カイにさえ畏おそれを感じさせる神々しき輝きが、その背中から生まれていたのだ。

『私はアルフレイヤ。その化身アバター』

　翼を失った天使の独白。

　主しゆ天てん──否。

　そこにいるのはもはや天使ではなく、空から地へと墜おちた堕天使の姿。

『ただ私のみ尊し。天に在あるは私のみ』

　堕天使アルフレイヤ。

　気性が変化したという程度の、もはやそんな言葉では形容しがたい。

　上書きされた。

　その変貌した姿を見て、カイの脳裏に浮かんだ印象がソレだ。

　……世界が上書きされたのと同じ現象？

　……英雄が上書きされた。そういうことなのか!?

『そして理解した』

　諸もろ手てを広げて空を仰ぐ。

　もはや動かぬ翼のかわりに、その両手が翼であるかのように。

『私以外のすべて。まずは穢けがれた地上の蛮神族を焼きはらうべきだった！』

　宣戦布告。

　堕天使アルフレイヤから、すべての蛮神族なかまに「殲せん滅めつ」が告げられた。













　イオ連邦における最大の秘境──

　天使宮殿。その最深部にして頂いただきたる広間「蒼あおき真天」は、天井も壁もない吹きさらしの祭壇である。

　三百六十度。全方位に深き蒼そう穹きゆうを望むこの広間で。

「もうやめよアルフレイヤ！」

　エルフの少女の、声を嗄からせた悲鳴が広がった。

「主ぬしの……そんな虚むなしい姿を見るのは嫌じゃ！　お主はあの怪物に誑たぶらかされておっただけ。正気に戻れ！」

　悲ひ愴そうな願い。

　風に流されて虚空へと溶けていく。

「今ならまだ間に合う。ワシらはまだやり直せる。だから────」

「避よけろレーレーン！」

　その首根っこを摑つかみ上げたジャンヌが、横へ飛んだ。




　──楽聖マニフイカト『主は御翼を砕いて地へと墜おち、嘆きたもう』




　轟ごうッ、と耳をつんざく大気の軋きしみ。

　床が大爆発。白磁色の金属床が木こっ端ぱ微み塵じんとなり、はるか下の古代樹じゆ海かいへと堕おちていく。ジャンヌの救出が一瞬でも遅れれば、エルフの少女は瓦が礫れきとともに地上へ転落していったことだろう。

「……アルフレイヤ。どういうことだ」

　床に膝をつくエルフに代わり、カイは、渇いた喉に鞭むち打って声をふりしぼった。

「お前、いま何をした」

『────』

「法具はどこへやった。どうして天使のお前が、法具を持たずに法術を使える！」

　そう。

　天使としての法具は、先ほど無座標化ゼロコードを受けた時点ですべて手放している。

　灼しやく熱ねつの剣を降臨させる真しん鍮ちゆう色の指揮棒タクト。

　雷撃の雨を呼ぶ白銀色の指揮棒タクト。

　結界破壊の三叉矛トライデント。

　いずれも床に転がったまま。さらに言えば無座標化ゼロコードを受けた時点で、身にまとう天衣もずたずたに引き裂かれている。

　そして堕天使アルフレイヤは、左腕をレーレーンに向けて振り下ろしただけなのだ。

『これが答えだ』

　金属の潰れる音。

　足下を転がる指揮棒タクトが踏み潰される。

『これが天の御み業わざ。輝ける明星たる私の力────』

「違うっ！」

　エルフの巫み女こが、吼ほえた。

「目を覚ませアルフレイヤ、それはお主ぬしの錯覚じゃ。お主の背中の翼を見よ。お主の翼は泣いておるではないか！」

　エルフが指さす天使の翼。

　雄々しく美しかった純白の六枚翼は色いろ褪あせ、乾き、そして萎しぼんでしまっている。

　空を飛ぶことさえ適かなうまい。

　そして、翼がそうなったことにも理由がある。

「お主の瘦やせこけた頰ほおを見ればわかる。お主のその力は強化ではない。ただの『前借り』じゃ。法力を爆発的に消費しているだけであろう……」

　いま、堕天使の体内では法力が限界を超えて燃え上がっている。

　車のエンジンならば熱暴走オーバーヒート。それに耐えきれず、法力器官にもっとも近い翼が崩壊しつつあるのだ。

「傷ついた翼から法力が漏れ出しておる。お主が法具を使わずに法力を行使できるのも、それが理由ではないか？」

『────』

「天使もエルフもドワーフも同じじゃ。妖精だけは多少勝手が違うが、なぜ一つの種族に括くくられるか。忘れたわけではなかろう」

　法力器官を持ちながらも、法力を外に放出する術がない。

　法術を使えない。その一点において蛮神族は人間と同じなのだ。ゆえに蛮神族は、己の法力を生かすための武器を創造した。

「法具こそが蛮神族の独創。法具は恥ではない、誇りであろう！　それを忘れて、法具を使わずに法術を使えたと歓喜する。それこそ蛮神族の恥ではないか！」

『否だまれ』

　嵐のごとき暴風。

　蒼そう穹きゆうに浮かんでいた雲が激しく渦巻き、凝縮し、曇どん天てんの底がうっすらと輝いた。

　……稲光。

　……さっきの雷撃か！

　雲を突きやぶって降りそそぐ極大の雷撃。

　法具を介さずにそれ以上の力を法術として発揮する。その一点に限るなら、確かに堕天使アルフレイヤは天使という種を超越している。

「脅威じゃが、単一の法術ならば恐るるに足りんぞ！」

　七なな単ひとえの守護布を掲げるエルフ。

　脳天めがけ降りそそぐ雷撃を、淡く輝く薄うす衣ぎぬが受けとめる。

　どれだけ雷の規模が広大であろうとも、レーレーンの霊装は攻撃法術を同時に七つまで吸収して消滅させる力をもつ。

「レーレーン下がれ。前に出るな！」

「……え？」

　布の裂ける音。

　エルフたちの至宝の一つである霊装。レーレーンの握った七色の薄衣が、彼女の目の前で真っ二つに切り裂かれた。




　──楽聖マニフイカト『我が王よ、汝なんじは汝の主たる天の代行者にして審判者』




『王剣神授』

　翼を模かたどった柄の波状剣フランベルジユ。

　いつ顕現したというのか。血がしたたり落ちているように光る暗血色の剣が、堕天使の手に握りしめられていた。

　雷撃は囮おとり。

　その膨大な光でもってエルフの巫み女この意識を逸そらして急接近。そして第一刀で、彼女の法具を切り裂いた。

「……ばかな。法術の剣で……ワシの霊装を貫つらぬくなど……！」

　エルフの肩の皮膚が裂ける。

　堕天使の振るった剣は、既に守護布ごとエルフの肌を切り裂いていた。緑色の鮮血が、エルフの肩から勢いよく噴きだす凄せい惨さんな光景が。

「レーレーン!?」

　倒れるエルフの少女を、ジャンヌが反射的に抱きとめる。

　それが仇あだ。

『愚か』

　続く騎士ジヤンヌの悲鳴。

　エルフを抱きとめた虚を突かれて堕天使の剣を受け、霊光の騎士の鎧よろいが、背部から脇腹にかけて薄紙のごとく切り裂かれた。

『エルフを庇かばって自らも倒れるか』

「…………っ……！」

　膝をつくエルフと人間。

　少女二人が、言葉を発することもできずに床へと俯うつぶせに倒れていく。

『消えよ』

「アルフレイヤ！」

　少女たちをまとめて刺し貫つらぬかんとする暗血色の波状剣フランベルジユ。その一いつ閃せんを、カイの一刀が斜め上空へと弾はじきかえした。

『ほう？　貴様の剣──』

　剣を逸そらされながら堕天使が嗤わらった。

『そういうことか』

「そういうことか。お前の波状剣フランベルジユ……！」

　人間と堕天使は同時に理解した。

　剣を交えた瞬間に、互いの剣の力を垣かい間ま見みたのだ。

　……堕天使アイツの剣は法術で間違いない。

　……だけど、どうしてレーレーンの守護布が切り裂かれたのか。

　七色の衣が結界として機能し、法術を同時に七つまで阻害する。広範囲法術さえも防ぐという点で、防御能力は世界座標の鍵コードホルダーよりも上を行くだろう。

　その霊装が、なぜ破られたのか。

「法術だからこそ刃が無限に再生する！」

『天の御み業わざだ』

　堕天使が剣を高々と空へ振りあげる。

　王剣神授──レーレーンの守護布は正常に機能し、そして七回まで刃やいばを受けとめた。

　そしてアルフレイヤの刃は七回消滅し、そして七回再生したのだ。

　八本目の刃が、霊装を切り裂いた。

『人間。貴様のその剣は何だ？』

「…………」

『今の一瞬の接触で、私の剣が百は破壊されたぞ』

　世界座標の鍵コードホルダーと堕天使の剣がぶつかりあう。一見それだけだが、接触の瞬間にとてつもない事象が何百回とくり返されていた。

　カイの世界座標の鍵コードホルダーは「運命を切除」する。

　カイに迫った死の運命を切除するため、世界座標の鍵コードホルダーが堕天使の剣を消滅させる。だがそれを感知した堕天使は、瞬時に刃を再生させた。

　何百回と、だ。

　堕天使の膨れあがる法力──六枚翼が萎しおれ、肉体が枯れるほどに法力を燃焼させているからこそ可能な芸当だ。

「アルフレイヤ」

　堕天使めがけて床を蹴る。

　力を極限まで暴走させた均衡破壊オーバーパワーの天使へ、カイは臆さず踏みこんだ。

「巫女レーレーンはお前のことを本気で崇敬していた」

『当然だ』

「いいや。本物のお前ならソレを『当然だ』なんて言わないんじゃないか？　今のお前は、お前じゃない。ただの化身アバターだ！」

『何も変わるまい。少なくとも人間キサマにとってはな！』

　剣けん戟げき。

　風を切り裂く二本の刃やいばの激しい鍔つば迫り合い。押し合いは五分。上うわ背ぜいと膂りよ力りよくでアルフレイヤが勝り、カイがそれを脚力で押し返す。

『……私と互角？　貴様、その細腕にどれほどの力を込めている』

「当然だ。空を飛ぶのは得意でも、地に足ついた戦いはお前の舞台じゃない！」

　気を抜けば一気に押される。

　歯を食いしばり、世界座標の鍵コードホルダーでもって天使の剣をはね返す。

　……思ったとおりだ。

　……たとえ相手が天使だろうと、剣の応酬なら渡りあえる。

　地に足をつき剣を振るうことが天使にとって本来は不測イレギユラー。だが堕天使は、自らそう選択した。

　膨大暴虐な法力と法術を手にしたことで、己の翼を犠牲にしたのだ。

「この戦いは本来ならありえなかった。空を飛んで空中から法具で一方的に攻撃されれば、俺は手出しできなかったからな」

『…………』

「だけど今だけは特別だ。イオ連邦のすべての人間と、そしてすべての蛮神族に代わってお前に挑む。俺の真髄すべてで！」

『はっ！』

　邪悪なる嘲笑。

『すべての蛮神族？　そんな脆ぜい弱じやく種どもは要いらぬ！』

　ブンッ、と法力が風を騒がせる。

　世界座標の鍵コードホルダーで弾はじいた堕天使の剣が、さらなる法力を供給されて肥大化。波状剣フランベルジユであったものが巨大剣ツヴアイヘンダーへ。

　その刃やいばを──

「遅い」

　カイの陽光色の刃が、はるか上空へと斬り上げた。

『馬鹿なっ』

「アンタ、剣なんてろくに振ったことがないだろ」

『……なに？』

「剣の見かけだけ大きくして強くなった気になる。それが証拠だ」

　刃渡りが伸びれば射程は伸びるが大振りになる。巨大剣ツヴアイヘンダーともなれば扱うには熟練の技量が必要になる。

　……これが使い慣れた法具なら。

　……床に転がってる三叉矛トライデントだったなら、話は別だっただろうけどな。

　自カ分イは、不慣れな武器に遅れをとるような半端な修練はしていない。

　技量の差。

　それは修練にかけた時間と熱意の差だ。それだけは四種族の英雄を相手にしても負けない自負がある。

『────』

　堕天使が表情を歪ゆがめる。

　カイの世界座標の鍵コードホルダーが法術を切断する上に、単純な剣技もカイが上を行く。法力を過剰燃焼させている以上、長期戦もアルフレイヤにとっては不利なだけ。

『よもや、この命を下す時が来るとは』

「なに？」

『崩壊せよ』

　堕天使の発した一言。その声が空気を伝わり広がっていって──




　天使宮殿が、崩壊の悲鳴を上げた。




　カイの立つ床が震えだす。

　地鳴り？　だがここは遙はるか空の上。古代樹の天てつ辺ぺんと繫つながっているとはいえ地上での振動が伝わってくるはずがない。

『崩壊の命。この天使宮殿は崩壊する』

　足下──

　床であった部分が急激に凹くぼみ、カイの姿勢が崩れる。

『貴様ごと、無用な者どもすべてを地に落としてくれようか』

「……ぐっ!?」

　崩れた姿勢のまま、堕天使の剣を受けきれず世界座標の鍵コードホルダーが落下。

　手の甲を薙なぎはらわれ、カイの右手が血に染まる。それでも左腕を伸ばして拾おうとした世界座標の鍵コードホルダーを堕天使が足で踏みつけた。

　……こいつここまで。

　……俺一人のために、本気で天使宮殿を崩壊させる気か！

『消えろ人間』

　渦巻く曇どん天てんから轟ごう雷らいが降りそそぐ。

　世界座標の鍵コードホルダーを手放したカイに、天から襲いかかる雷撃を避ける手段はない。

　堕天使は──

　そう確信していたことだろう。

『塵ちりと化せ』

　が。

　曇天からの雷撃がカイへと降りそそぐことは、なかった。

「……何じゃ戦天使ヴイシヤス」

　空に浮かぶのはエルフの少女レーレーン。

　彼女を抱えていたのは、階下で襲いかかってきたはずの戦天使ヴィシャスだった。

「ちと正気に目ざめるのが遅いのではないか？」

「…………アルフレイヤ様」

　部下の天使は見てしまったのだ。

　変わり果てた主君。

　己の翼を犠牲にしてまで歪ゆがんだ力を選び、そして今、たった一人の人間を倒すためだけに天使宮殿の崩壊を選んだ堕天使を────

　ゆえに決断したのだ。

　自分たちが加勢すべきは、どちらであるかを。

「七しち姫ひめ守しゆ護ご陣じん……もってくれ！」

　エルフの巫み女こレーレーンが、切り裂かれた霊装を宙へと掲げる。

　七色の衣が空からの雷撃を吸収分解。切り裂かれたことで受けとめきれない分を、彼女を抱える戦天使ヴイシヤスの翼がさらに支える。

『おのれ。貴様たち────』

「どこを見ている」

　レーレーンを睨にらみつける堕天使の胸を穿うがつ、月光色の矢。

「……人間わたしの意地を……舐なめるな！」

　片膝をつく霊光の騎士ジャンヌ。

　その背中を護衛である花琳フアリンに支えられながら、騎士は渾こん身しんの一矢を放っていた。

『ッ』

　堕天使アルフレイヤが後ろにのけぞる──主しゆ天てんアルフレイヤの守護結界が万全ならば、今の一撃で傷を負うことはなかっただろう。

　すべての法力を攻撃法術に傾注していたがゆえの、これが代償。

『それで終しまいか劣等種！』

　咆ほう吼こう。

　力の暴走たる均衡破壊オーバーパワーの天使は、まだ倒れない。

　全生命力を法力へと転化。法力器官が翼ごと枯れ果てるほどの過剰な力を発動した上で、ジャンヌの一撃を受けながらも殺意は膨れあがるばかり。

　だが。

　堕天使は気づかなかった。否、失念しきっていた。

「ああ、お終しまいだ」

　最も間近にいたはずの人間の存在を。

　世界座標の鍵コードホルダーはアルフレイヤの足に踏みつけられている。そのカイの手には剣はおろか、銃もナイフもない。

『貴様……？』

　取るに足らない人間。

　だが、それでも瞬時に油断をぬぐい去ったのは、アルフレイヤという天使の生来の強さであったに違いない。

　全力で叩たたきつぶす。この奥義の剣で。

『往おう生じよう際ぎわが悪いぞ。消えろ！』

　堕天使の剣が空を斬る。

　振り下ろされた暗血色の刃やいばを、カイは床すれすれに身を屈かがめて避よけた。

　消えろ──まさにその言葉の如く、堕天使アルフレイヤの目には、カイが消滅したように映っただろう。

「堕天使。今からお前の天地をひっくり返す」

『……なに!?』

「お前は絶対に防げない」

　人間が四種族に挑むための技巧。

　徒手空拳。正史にてカイの所属する人類庇ひ護ご庁では、対四種族を想定した格闘技を習得することが義務となっている。

　──蹴撃。

　カイが全力で振りだした足刀が、堕天使アルフレイヤの両足を同時に薙なぎはらった。

　足を掬われて後頭部から転倒。

　無論、この屈強な天使に外傷はない。

　だが「天地がひっくり返る」。その経験は、天使として生を受けたアルフレイヤにとって未知の衝撃だった。

　理解不能。

　自分が何を受けたのか理解できない。なぜ自分は後頭部を地面に打ちつけているのか。

　……本来の主しゆ天てんアルフレイヤには通じなかった技だ。

　……天使には翼があるからな。

　足払いをしかけたところで空を浮遊するだけだろう。

　だが。




　翼を失った堕天使は、力を得た代わりに空を失った。




『────』

　天地の逆転。

　誰よりも天の頂いただきに近い天使だったがゆえに、アルフレイヤは未知の攻撃に反応できなかった。背中を床に叩たたきつけられる衝撃を理解できないのだ。

　そして。

　床に打ちつけた背中は、天使の急所である法力器官。

「堕天を選んだ。その時点でお前は敗北してたんだ。蛮神族の英雄アルフレイヤ……」

　カイの拳が突きささる。

　胸板に受けた衝撃がさらに背筋を伝って法力器官を穿うがち、六枚翼の堕天使は沈黙した。

　──決着。

　既に限界を迎えていた堕天使の法力器官は、この一撃で完全に機能を停止した。

　動かない。

　目を開けたまま仰あお向むけに倒れて不動の天使。

　それが、突如として堰せきを切ったように激しく咳せきこみ、吐血した。

「アルフレイヤ様!?」

　戦天使ヴィシャスが空から急降下。

　主あるじの下へ駆け寄ろうとする配下に向かって。




「────────────────離れよ……ヴィシャス！」




　制止の声。

「…………来……ては……いけない！」

　それは他ならぬ、天使の長本人によるものだった。

　仰あお向むけに倒れて身動き一つできずにいる。全身の法力をすべて消費しつくし、翼は枯れ、法力器官もボロボロだろう。

　だが、その声には力があった。

「私のようなものは……もう……お前たちに慕われる資格さえない……」

　意思を感じさせる強い口ぶり。

「そして、すまない我が友よ……私は……正気を失っていた……」

　砕ける十字架。

　血色の棺ひつぎが跡形もなく砕け、エルフの大長老が解放された。

「ここはもう崩れる。皆、避難しろ……急げ」

　床を揺るがす鳴動。

　既にこの大広間の端が崩れつつあり、遙はるか下の古代樹じゆ海かいへと落下している。

「アルフレイヤ様!?」

　そんな中、巨きよ軀くの天使が一直線に主君のもとへと駆け下りた。

「我が主……！」

「大天使ラファエロ。お前には只ただならぬ面倒をかけた……私のかわりに、仲間たちを頼む。天使だけではない。エルフ……ドワーフ、妖精との……関係────」

　ピシリ、と何かが砕ける音。

　それは主しゆ天てんアルフレイヤの身体からだが石化し、砕け始めた崩壊の音だった。

「アルフレイヤ様!?」

「これは私の招いた過あやまちだ。そこの人間の所せ為いではない。皆、しかと心得よ」

　エルフの大長老。さらに戦天使ヴイシヤス、大天使ラフアエロ。

　さらに、今まで刃やいばを交えていたエルフの巫み女こレーレーンを目線で順に追いかけて。

「蛮神族われわれが真に戦うべきは他にいる。そして聞け、人間……！」

　石化した喉で。

　既に声を出すこともままらない状態で、天使が声を振りしぼる。

　カイへ。

「お前は問うたな人間。私は……私はコレを知っていた。シドから託されていたというのに何というザマか」

「っ、どういうことだ！　シドから？」

　冥めい帝ていヴァネッサの時と何から何まで同じ。

　無座標化ゼロコードによって消滅する寸前に、他種族の英雄がシドの記憶を取りもどす。これは、いったいどういう共通点なのだ。

「アンタも冥帝と同じなのか!?　世界輪りん廻ねの何を知ってるんだ！」

「──存在する。いや、『存在したはずだった』。シドはそう言っていた」

　何が。

　何が「存在したはずだった」のか。

「探せ！」

　崩れていく身体からだ。

　配下の天使たちに見守られた蛮神族の英雄が、息をつく。

「世界輪りん廻ねには切除器官ラスタライザが関係している。あの怪物を手招きする……真の元凶がいる」

　それでも天使のまなざしは──

　人カ間イを捉えて離さない。

「お前を認めねばなるまい」

「え？」

「私は……しかと見た……お前が、レーレーンを庇かばって私に挑んだ時の決死のまなざし。敵であるはずのエルフを庇おうと己の身を盾にな」

「っ！」

　エルフの巫み女こがはっと息を吞のむ。

　蛮神族が人間に庇われた。それが本来どれだけありえないことか、主天アルフレイヤの言葉に改めて自覚したのだろう。

「まさか我らが人間に救済を得るとはな……だが、それも世界の意志か」

　蛮神族の英雄が、確かな気迫でもって息を吐く。

「我ら種族は個にして全。仲間の仇かたきを忘れず、同胞への恩義も忘れはしない。ゆえに人間、お前を認めるほかあるまい。そして、だからこそ──」

　目を閉じる。

　屈強な天使の肉体が石化し、崩れ、風化して塵ちりと消えていく。

「頼む。世界に渦巻く憎悪を、うち砕け……！」

　消滅する肉体。

　それが、蛮神族の英雄が発した最後の言葉だった。










　その半時後。

　主しゆ天てんアルフレイヤの城たる天使宮殿は墜落、そして消滅した。
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　イオ連邦・第八都市カシオペア──

　人類反旗軍レジストの拠点。

　その二階執務室から、皇帝ダンテは地上で賑にぎやかに談笑する部下たちを眺めていた。

「具合はいかがですか」

　ふり返った先には参謀ツェフヴェン。

　イオ人類反旗軍レジストの創設にも携わった熟練の傭よう兵へいである。日焼けした肌に鍛えられた肉体は、齢よわい五十を越えてもなお強きよう靱じんな鋼を想おもわせる。

「具合だと。これが平気に見えるか？」

「…………」

「エルフの森の毒花粉を吸いこんで三日三晩も意識不明というザマだ。まだ身体からだが重い。こうして立っているだけで膝が笑う」

　エルフの森から解放されて、二日。

　一昨日の夜間、意識不明のまま人類反旗軍レジストの軍用車で本拠地に運びこまれ、そして意識を取り戻したのが昨日である。

　もっとも、それは目の前の参謀ツエフヴエンも同じことだが。

「貴様こそ」

「……と、申しますと」

「貴様の身はどうなんだ。そう問うている」

　指揮官の一言に。白髪交じりの老兵は、狐きつねにつままれたかのようにポカンと口を半開きにしてしまった。

「何だそれは。部下の容態を尋ねることが意外か？」

「め、滅めつ相そうもありません！　陛下のお気遣い、恐悦の至りでございます！」

「ふん。初めからそう答えておけ」

　老兵に再び背を向ける。

　しばしの静寂。

　部屋の隅にある柱時計、その秒針がカチカチと歩を進めていく音が響いて──

「運命の落とし子か」

「……陛下？」

「俺は、勝てない戦いくさはしない主義だ。時間と労力と資源の無駄遣いだからな」

　何を意図しての言葉か。

　イオ人類反旗軍レジストの指揮官の告げる「戦」とは、蛮神族との戦い？　しばしの自問自答をくり返した後に、参謀ツェフヴェンは慎重に口を開いた。

「陛下は優れた指揮官です。ですが今回はジャンヌ殿に軍配が上がった。それだけのことでしょう」

「そうだ。俺らしくもない失態だ」

　苦々しく歯ぎしり。

「俺は、嚙かみつく相手を間違えたらしい」

「…………」

「参謀。俺は、この世界に人間の英雄などいないと思っていた。ならば俺にも目があると。このイオ連邦を起点に世界中の人類反旗軍レジストを率いる気でいた」

「存じております」

「それがどうだ？　俺が意識を失っていた四日間。目を覚ましてみれば、既にジャンヌという男は蛮神族と休戦条約を結ぶに至っていた」

　エルフの森の奥深くから皇帝を救出し、休戦条約まで取りつけていたのだ。

　俄にわかには信じがたい。

　本人の威光のなせる業わざか。それとも部下たちが優秀なのか。

　ダンテには知るよしもない。

「奴やつは、もうここを発たったか？」

「はい。今朝方、数人の部下を連れてエルフの森へと向かいました。本日の夜には戻られることでしょう」

　エルフの大長老との、契約の儀。

　人間と蛮神族が初めて締結する休戦協定だ。皇帝ダンテが密ひそかに思い描いていた計画上では、その儀に向かうのは自分のはずだった。

　大役を奪われた？

　否。もはや競う気もない。

　先の言葉のとおり、勝てない戦を避けるのが皇帝ダンテの主義であるからだ。

「俺は初めて『本物』を見た。世界の運命に愛された寵ちよう児じをだ」

「……はい」

「奴が、このどうしようもない世界の状況を変えるというのなら、それは俺とて吝やぶさかではない。その舞台の中心が俺でないことだけは腹立たしいが」

　霊光の騎士ジャンヌ──

　四種族に虐げられた人類の解放者となるのか。

「此こ度たびだけだ。忌々しいが貴様の勝ちだ、霊光の騎士」

「…………」

「参謀。今のは奴やつに言うなよ」

「肝に銘じておきます」

　深々と頭を下げる部下を横目で睨にらみつけ、皇帝は自分の椅子に腰かけた。
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　古代樹じゆ海かい。

　エルフの棲すまう森は、大いなる静けさに満ちていた。

　二日前──

　天使宮殿が落下したことは樹海にとっても深刻な事故であったように思われたが、地表にまで落下した瓦が礫れきはほとんどなかった。

「エルフワシらが森を聖地とする理由、少しは理解したかの？」

　獣道を歩きながら。

　ぼろぼろの七なな単ひとえを着こなすエルフが、得意げな様子で頭上を指さした。

　古代樹──

　その太く強きよう靱じんな枝葉をもつ木々たちが、空からの落下物をほとんど受けとめていたのだ。

　エルフの郷さとに被害はなく、カイたちの避難も拍子抜けするほど速やかだった。

　それが一昨日のこと。

「鳥たちは驚いたようじゃが、まあすぐに戻ってくるじゃろう」

「大きな鳥たちは？」

「エルフワシらの郷に匿かくまっておる。手当が必要な者もおるからな」

　そう答え、エルフの少女が溜ため息いき混じりに苦笑をこぼした。

「人ヌ間シに一切合切を話すわけにはいかぬが、天使とエルフワシらの関係は変わりあるまい。ドワーフや妖精もな」

「わかった。それで十分だ」

「……あの茂みを抜ければエルフの郷じゃ。だがその前に、カイ」

　先を行くレーレーンが立ち止まる。

　そして思い返すかぎり初めてだろう。このエルフが、自分を呼ぶにあたって「主ぬし」以外の呼び名を使ったのは。

「一つ質問がある。あのリンネという娘は人間ではあるまい」

「ああ」

　誤ご魔ま化かせない。

　エルフは法力を感知できる上にドワーフは嗅覚が鋭い。エルフの郷に入った瞬間から、見破られるのは覚悟していたことだ。

「当初、あの娘も別種族の斥せつ候こうかと思っておった。エルフワシらのキュビレイのように、どこぞの種族の回し者が人間に化けているのかと。だが少し様子が違うの。あの娘は、お前に本気で懐いているように見える」

「ああ。信用してもらえてるんだなってのは感じるよ」

「わかった。なら、これ以上は詮索せん」

「いいのか？」

「余計な火種に首を突っこんで再び蛮神族が火傷やけどする。それは主天アルフレイヤ殿も望むまい。あの娘が大天使ラフアエロ殿と壮絶な殴り合い勝負をした話は興味もあるが……質問は終しまいじゃ」

　肩をすくめるエルフ。

　と、そんなおどけた仕草も程々に。

「そして人間に延々と借りを作るのは嫌じゃから言っておく。──此こ度たびの件には礼を言う。敵種族にワシが頭を下げるのは、これが最初で最後じゃ」

「礼も何も、それが契約だっただけだろ」

　指揮官ダンテの釈放と引き替えに、囚とらわれたエルフの大長老を救出する。

　その交換条件を果たしただけだ。

「主天アルフレイヤ殿をよく止めてくれた。それは契約の外じゃ」

「…………」

「最後、正気に戻られた主天アルフレイヤ殿が主ぬしに託した言葉の意味は、ワシにはわからぬが……あの方の言葉には力が漲みなぎっていたように思う」

　最後の瞬間──

　塵ちりとなって消える直前に、主しゆ天てんアルフレイヤは、カイに向けてこう言ったのだ。




〝そして頼む。世界に渦巻く憎悪を、うち砕け〟




　……まさか。

　……蛮神族の英雄に頼み事をされるなんて。

　雲を摑つかむような伝言。

　レーレーンと同じくその意味を完全に理解できたわけではないが。それでもあの瞬間、自分と主天アルフレイヤは、敵味方を越えた共通の意識で繫つながっていたように思う。

「こほん」

　エルフが咳せき払ばらい。

「郷さとの仲間には言うでないぞ。エルフが人間に礼など、誰かに知られたら大騒ぎになる。ワシにも立場があるからの」

　やや気まずそうにレーレーンが口にする。

「他言無用じゃぞ？」

「わかった。誰にも言う気はないよ」

「よしよし。それでこそじゃ！　ほれ郷さとに戻るぞ。こっちじゃ」

　ほっと表情を弛ゆるませてエルフが歩きだす。

　エルフの郷──

　巨大な古代樹が二本、門のようにそびえ立つ郷の入り口。そこには二人の少女が揃そろってこちらを見つめる光景が。

「あー、カイが帰ってきた。こっちこっち！」

　勢いよく手を振ってくるリンネ。

　そして隣のジャンヌは、こちらは普段の騎士の姿で落ちついた様子だ。

「遅かったなカイ。リンネと心配していた」

「悪い。天使宮殿の跡とかを見て回るだけだったんだけど、レーレーンが道案内ですごく熱心にあちこち教えてもらってた」

「こ、こら！　余計なことは言うでない！」

　顔を赤らめてエルフが叫ぶ。

「それはさておきどうじゃ。あの人間の方は。もう帰還したであろう？」

「昨日のうちに。今しがたも部下から連絡があった」

　ジャンヌの手には通信機。

　ちょうど自カ分イが戻るタイミングでの連絡だったのだろう。

「今のところ大人しいと聞く。今度ばかりは彼も堪こたえたのかな。あとは盛られた薬が抜けてきたか」

「エルフの調薬だっけ？」

　指揮官補佐キュビレイが、彼の食事に少しずつ混ぜていたエルフの昂こう揚よう薬。

　戦闘時の精神昂揚薬だが、継続的に服用することで言動が荒々しくなる。そんな薬を毎日盛られていたことが、皇帝ダンテの気性の激しさに影響していたというのだ。

　……皇帝ダンテが荒々しいのは生まれつきって話だから。

　……だからこそ余計に荒々しくなっても部下にはわからなかったのか。

　ちょうど主天アルフレイヤと逆だろう。

　穏やかで誠実な人柄だった蛮神族の英雄が豹ひよう変へんしたからこそ、その変化に、他の天使やエルフたちは異常をすぐに察知することができた。

「そうだ。調薬といえば──」

　エルフの薬を服用したのは皇帝ダンテだけではない。

　一昨日の戦いを脳裏に描きつつ、カイは男装の指揮官へ。

「ジャンヌ、傷の具合は？　朝、まだ痛むって言ってたけど」

「さし支えない。朝はまだ痛みが残ってたから不安もあったが、今はこうして森を歩いていても不自由ないくらいだ」

　男装の騎士が、自分の鎧よろいに手で触れてみせる。

　ジャンヌの身につけている鎧は頑丈な金属製だが、その背中から脇腹にかけて恐ろしく鋭利な切断痕が残されている。

　堕天使の剣。

　レーレーンを咄とつ嗟さに庇かばった時の傷だ。事実、ジャンヌは天使宮殿からの脱出時も一歩も歩けないほどに疲ひ弊へいしていたのだが。

「肌の傷きず痕あとも消えかけている。エルフの調薬技術に驚かされた」

「当然っ」

　ふふんと胸を張るのはレーレーン。

「ワシが調合したのじゃぞ。それくらいできずして巫み女こは名乗れん。ジャンヌとやらも、もっと大々的に感謝するがいい」

「あなたを庇わなかったら私が負傷することはなかったのだが？」

「むっ。そ、それは……まあそうじゃな。お互い様か」

　ジャンヌの溜ため息いきにエルフがたじろぐ。

　と──

「そういえばジャンヌとやら、一つ疑問なのじゃが」

　エルフが騎士をじっと見つめる。顔を見上げるのではなく、その全身を頭から靴先まで観察するように眺めまわして。

「一昨日の主ぬしの看病をしていてな、主が鎧を脱いで裸になったであろう」

「……ま、まあ」

　答える前に、ジャンヌがこちらを横目に見たのはカイの気のせいではあるまい。彼女の歯切れが悪いのは、すぐ隣に異カ性イがいるからか。

「主は雌メスか？」

「はい？」

「生物的にじゃ。人間の雌雄の区別は自信がなくての。それでワシはてっきり主を男かと思っていたが、服を脱がせてみると。おやこれは──」

「言わないでっ!?」

　すっとんきょうな悲鳴が、男装騎士の喉から飛びだした。

「な、何をいきなり言いだすの……そ、そうよ。ほら。こっちが地声。どう？　エルフは耳が良いっていうし、これならわかるでしょ」

「おお。確かにわかるの」

　長い耳を器用に動かして応えるレーレーン。

「なぜ雄オスのフリをするのじゃ？」

「作戦実行の都合よ。具体的なことまでは敵種族あなたには言えないけど、男のフリをした方が指揮官は便利なの」

「ほぅ。それはエルフには無い概念じゃの」

「そう。……でも確かに私は女だけど、そんな性別なんてどうでもいいの。指揮官として、男女の隔てなく部下に接しなくてはいけないわ」

　指揮官だけあってその口上は見事。

　が、ジャンヌは話すのに夢中で気づかなかった。その説明の最中に、リンネが後ろから忍び寄っていたことに。

「ジャンニャーッ！」

「きゃっ!?　な、何よリンネ？」

「……むー」

　後ろからジャンヌに抱きついて密着するリンネが、離れようとしない。むしろ抱きしめる手にますます力をこめて。

「ジャンニャ、噓うそはよくないよ。わたしは知ってるんだから」

「え。う、噓って……」

「ジャンニャは、カイを狙ってる！」

「またその話っ!?　だから誤解よリンネ、離してちょうだい。ね？」

「やだ離さない」

　ぎゅーっとジャンヌに密着するリンネ。

　カイ視点では愛らしい女の子二人がじゃれあって見えるのだが、どうやら本人たちには大まじめな駆け引きが展開されているらしい。

「ほう。リンネとやら。主ぬしの言う『カイを狙っている』とは？」

「ジャンニャはね、わたしが目を離すとすぐにカイと二人きりになろうとするの。だから見張ってないと危険なの」

「冤えん罪ざいよ!?　私がカイと話す時はいつも指揮官として振る舞ってるじゃない！」

「──ジャンヌとやら。つまりこういうことか」

　きらん、とエルフの巫み女こが目を輝かせた。

「主は、カイを将来の夫に考えておると。なんじゃ、性別なんぞどうでもいいと言っておきながら。虎こ視し眈たん々たんと獲物を見定めておったか」

「何でそうなるの───っ！」

　エルフの森に広がる悲鳴。

「カ、カイ。違うのよ。これは……わたしの本意じゃ……」

「とにかく三人とも」

　ジャンヌに後ろから抱きついているリンネと、それをからかうレーレーン。種族の違う三人の少女たちの会話に割って入る。

　──今の話は聞かなかったことにしよう。

　そう心に決めて、カイはエルフの郷さとの入り口を指さした。

「エルフの大長老が待ってるんじゃなかったっけ」

「そ、そうだとも！」

　霊光の騎士がこほんと咳せき払ばらい。

「私たちはこれから、種族間を越えた重要な話し合いがある。こんなところで道草を食っている場合ではないはずだ」

「ジャンニャ、顔赤い」

「さあ行こう！」

　リンネから逃げるようにジャンヌが歩を進める。

　郷の門がわりになっている古代樹。その真ん中にエルフ二体が門番として立っているのだが、今はもう人間じぶんたちを見ても身構えるそぶりもない。

　レーレーンが同行していることも理由の一つだが、それ以上に、エルフの大長老を天使宮殿から解放した人間であるからだろう。

「休戦の件なら、そう心配もあるまいよ」

　ジャンヌの背中に声をかける、エルフの巫み女こ。

「昨日のうちに大長老の意向も確認しておる。でなくばワシとてこんな悠々と構えておらぬ。人間ヌシらもそうであろう？」

「……そうだな。イオ人類反旗軍レジストとも話はついている」

　そう答えるジャンヌの隣には、いつも同行している花琳フアリンの姿がない。郷の中で、花琳が交渉役として蛮神族との話をまとめている最中だ。

「そしてカイよ。昨日話したとおりじゃ。ワシらの大長老が、主ぬしと話がしたいと言っておる。何の件か心当たりはあると思うが」

「ああ大丈夫だよ。俺も聞きたいことがあるし」

「よし。ではついてまいれ」

　ジャンヌを追い越して、レーレーンが郷の中を進んでいく。

　一年間の休戦条約──




『イオ人類反旗軍レジストと蛮神族は、現在の領土に対して互いに不可侵』




　連邦の大部分は、今も蛮神族の領土のまま。

　一方で、第八都市カシオペアだけはイオ人類反旗軍レジストの拠点として最低限確保できたということになる。

　……エルフ側にはキュビレイがいるもんな。

　……蛮神族がその気ならいつでも人類反旗軍レジストの拠点に攻め込める。

　この休戦で、イオ人類反旗軍レジストはその不安を解消できる。

　蛮神族も、今ここで人間と戦うことは避けたい。イオ人類反旗軍レジストを潰したところで、そこで疲ひ弊へいしたところを聖霊族や幻獣族に狙われたくはない。

　互いの思惑が一致したわけだ。

「そうじゃカイ。これは休戦の契約ではないが、大事なことを忘れるでないぞ？　主天アルフレイヤ殿について」

「口外しない。わかってるよ」

　イオ人類反旗軍レジストは主天アルフレイヤの経緯を知らない。

　主しゆ天てんアルフレイヤが豹ひよう変へんしたことを話すには、切除器官ラスタライザという謎の怪物のことも説明せねばならないからだ。

　だが、あの怪物を誰が信じるだろう。

　よって、主天アルフレイヤが消滅したという事実はイオ人類反旗軍レジストにも明かさない。

　その秘密を共有しているのは天使宮殿に突入した六人。カイとリンネとジャンヌ。それに花琳フアリン、サキ、アシュランである。

　エルフの郷さとの広場。

　カイが着いたそこには大長老と話しこむ花琳、サキ、アシュランたち。

　そして樹上にも──

「すまぬな。主ぬしらにしたら気になるじゃろうが、この件は蛮神族すべてに関わる。多くの者が気にかけておるゆえ」

　エルフとドワーフと妖精と天使たち。

　いずれも広場を囲うように、古代樹の幹にずらりと並び座っている。

　壮観。休戦条約の場とはいえ、これだけの数の敵種族に頭上から見張られるのはやはり重圧感がある。

「よくぞおいでになりました」

　エルフの大長老。

　植物の蔓つるを幾重にも巻きつけたような服──人間からすれば不思議なデザインの衣装をまとう彼女は、外見年齢ならばカイやジャンヌとも大差ないだろう。

　その隣には、リンネが戦った大天使ラフアエロの姿もある。

「休戦に関しては、先ほどそちらの人間と締結を交わしたところです」

　大長老の視線の先には花琳。

　多くの蛮神族に囲まれながら、この女戦士は平然とした面持ちだ。

「私たちには人間のように紙で記録を残す習慣がありません。契約の証人はあくまで私たち自身。ここに立つ者すべてです」

　蛮神族たちを見上げる大長老。

「人間は今後一年間この樹じゆ海かいに立ち入らない。そして私たちは人間の都市に立ち入らない。よろしいですね、人間の指揮官ジャンヌ」

「問題ない。イオ人類反旗軍レジストにも了解を取っている」

「わかりました。ゆめゆめ契約を破らぬよう」

　その言葉は人間へ。

　同時に、樹上の同胞に告げた言葉でもあったのだろう。

「しかし私の目的は契約の確認ではありません。私がこの場を設けたのは、あなたに話を直接聞きたかったから」

「ああ、俺も聞きたいことがある」

　向けられた言葉に対し、カイは小さく首肯してみせた。

「ただ断っておくけど、切除器官ラスタライザのことは一昨日に話したのが全部だ」

「最初に襲われたのは悪魔の英雄と聞きました。そして次は蛮神族の英雄が……後者は、私もその目で一部始終を見ていました」

　神妙な面持ちで、エルフの大長老が口元を引き締める。

「あの怪物が新たな配下であると、主天アルフレイヤ殿が初めてアレを連れてきたのは、十年ほど前のことでしょうか大天使ラフアエロ殿？」

「相違ない。そして我々の不ふ甲が斐いなさが招いた事態でもある」

　苦々しく応じたのは巨漢の天使だ。

「皆も知ってのとおり十年前の事件だ。あの英雄がイオ連邦の国境沿いに現れた時のことである」

「あの英雄？」

　聞き返すのはジャンヌ。

　それはカイやリンネも誰一人、まだ聞いていない情報である。

「幻獣族の英雄『牙が皇おう』ラースイーエ。あの獣がたった一体で、配下も連れずに国境を越えてきた。それを抑えるために我らが長が向かわれ、結果、主天アルフレイヤ様の登場によって牙皇ラースイーエが国境の外へ帰っていった」

　主しゆ天てんアルフレイヤが他種族の英雄を退けた。

　が、それを告げる大天使の口ぶりは重い。

「だが、思えばあの時から兆候はあった。主天アルフレイヤ様が奴やつの前に向かわれた時、それは退けたというよりも……」

「共謀。あるいは談合しているように私には思えました」

　言葉を継ぐエルフの大長老もまた、その表情には暗い陰。

「顔と顔を付き合わせ、両者は嗤わらっていたのです。……信じられないことでした。敵種族。それも国境を越えて領土を侵略してきた相手に対して。そしてちょうどその頃になるのでしょうね。切除器官ラスタライザという怪物が現れたのは」

「そうだ。我らの長は、同胞である天使と過ごす時間以上に、あの切除器官ラスタライザと長く過ごしていた。しかしまさかそれが──」

　切除器官ラスタライザという奇妙な異種族は、主しゆ天てんの配下ではなかった。

　……配下のフリをして主天アルフレイヤを観察していた？

　……冥帝ヴアネツサの時も。あのタイミングで現れたのは冥帝ヴアネツサを監視してなきゃできない。

　英雄を監視する怪物。

　だが何のために？　さらに言えば、監視していた対象が「監視」から「攻撃」にいたる条件は何だ？

　残る英雄は、二体。

　幻獣族の英雄「牙が皇おう」ラースイーエ。




　聖霊族の英雄「霊れい元げん首しゆ」六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。

　冥帝ヴアネツサの言葉を信じるならば、正史を上書きした「世界輪りん廻ね」の元凶はこの二体のどちらかだろう。しかし──

　犯人が四英雄の誰かなら、切除器官ラスタライザという怪物は何を目的に動いている？

　……主天アルフレイヤとの戦いでの直感だけど。

　……切除器官ラスタライザの正体がわからないままで、世界が元通りになる気がしない。

　英雄を監視する種族「切除器官ラスタライザ」。

　さらにいえば、不可解な点がもう一つ。




〝頼む。世界に渦巻く憎悪を、うち砕け……！〟




　自カ分イにはどうしてもあの言葉が引っかかる。元凶が四英雄ならば、なぜ主天アルフレイヤは具体的な英雄名を出さなかった？

　冥帝ヴアネツサは、「この世界の元凶は、四英雄のどれか」と言った。

　主天アルフレイヤは、「この世界に渦巻く憎悪を打ち砕け」と言った。

　──主天と冥帝の証言が、食い違っている？

　ぞくっ。と。

　カイが反射的に息を止めるほど冷たい寒気が、うなじを撫なでていった。

　あと少しのはずなのに……

　残る二体の英雄のどちらか。ソレ以外に元凶など考えられないのに、何だ、この終わりない暗闇を歩いているような薄気味悪さは。

「世界輪りん廻ねの元凶探しと、それに切除器官ラスタライザの正体もか……」

　息を吐きだすと共に拳を握り固める。

　目的は「正史を取り戻す」こと。だが、そのために解決すべき謎が増えた。世界輪廻の元凶をまずは探しだす。

　そして切除器官ラスタライザがソレにどう関わっているのかを突き止める。

　と──。

「一つ聞きたい、人間の指揮官よ」

　エルフの大長老のまなざしが、ジャンヌへ。

「あなたは遠征を続ける気ですね。人間の領土を広げるため、聖霊族と幻獣族にも戦いを挑む。いかがでしょう」

「…………」

　大長老の言葉のとおり。

　ジャンヌのまなざしは、既に遠き地へと向けられている。残る二つの連邦へと。

　幻獣族が支配する西のシュルツ連邦。

　聖霊族が支配する南のユールン連邦。

　二つに一つ。どちらに先に向かうかはこれからの検討次第だが、主天アルフレイヤの変貌を調べるならば牙皇ラースイーエのいる西の連邦か。

　ただし──

　それを敵種族に教えることはできまい。

「すまない。私の口からは言えない」

「わかります。あなたがイオ連邦から撤退した隙をつき、蛮神族わたしたちが休戦を破ることもありえるから。そう考えたのでしょう？」

「…………」

　ジャンヌは沈黙。

　否定の意ではなく、まさに大長老の推測のとおり。

　エルフの密偵キュビレイによってイオ人類反旗軍レジストの状況は筒抜けだ。いま蛮神族に攻めこまれれば為なす術すべない。

「こちらからも聞きたい。なぜ私の動向をそこまで気にかける？」

「蛮神族わたしたちの代表を同行させてほしいのです」

「なにっ？」

　ジャンヌ、そして花琳フアリンが同時に眉をつり上げた。

　カイの隣では、今の今まで一人飄ひよう々ひようとしていたリンネまで啞あ然ぜんとした面持ちだ。

「……詳しい説明を求める」

「蛮神族わたしたちは仲間の仇かたきを忘れない。主天アルフレイヤ殿の身に何が起きたのか知りたいのです」

　主しゆ天てんアルフレイヤの変貌。

　その鍵を握るのが幻獣族の英雄ラースイーエである以上、蛮神族としても謎を追究したいのだろう。

「聖霊族と幻獣族。どちらについても蛮神族わたしたちは相応の知識を備えています。同行の折には、その知識を提供しましょう」

「同行させる見返りか。しかし……」

　ジャンヌが口ごもるのも当然だ。

　人間の部隊にエルフの同行？　そんなこと過去に例がない。カイの知る正史においても、たとえば英雄シドが他種族を率いたなどという記録もない。

「南と西。どちらに向かうにしろイオ連邦を横断するでしょう。蛮神族われわれの森や草原を渡ることになりますね」

「っ」

「人間が通るには少々過酷と思いますが？」

「……わかった。確かに言われてみれば、我々には案内がいる」

　ジャンヌがやれやれと苦笑い。

　ウルザ連邦と違い、蛮神族の塒ねぐらはイオ連邦の全域におよんでいる。深い森を越えるには、エルフの道案内が不可欠になるだろう。

「協力を願う」

「ふむ。しかし随分と容赦ないな大長老よ」

　口を挟んだのは。

　腕組みするエルフの巫み女こレーレーンだった。

「蛮神族ワシらの同行者は、人間に渡す人質役でもあろう？　こちらが休戦を裏切ろうものなら、その者が人間に処刑される。そんな生いけ贄にえのような役を誰が」

「あなたですよ」

「そうかワシか。ならば仕方な…………およ？」

「あなたに同行してもらいます。いま決めました」

「ちょっと待てぇいっ!?」

　エルフの少女が、跳びはねた。

「待て待て待て。どういうことじゃ大長老!?　ワ、ワシは一言も聞いておらぬぞ！」

「いま決めたと言ったではないですか」

「どうしてワシなのじゃ！」












「だって」

　エルフの長が、悲鳴を上げる本人を指さした。

「あなた、先ほどからカイという人間の隣を離れようとしないではありませんか」

「む？」

「エルフわたしと人間かれらの交渉中、あなたはすぐ私の横へ並ぶかと思ったのに、ずっと人間の隣に立ったまま」

「そう！　わたしもそれが気になってたの！」

　今が機とばかりにリンネが同調。

「そこのエルフずるいわ、カイの隣はわたしの場所なの。まさか……ジャンニャに続いてあなたまでカイを狙ってるのね！」

「誤解じゃ!?」

　本人は、長い耳の先端まで真っ赤に染めて。

「ワシは今までこやつの道案内をしておったのじゃ。だから隣にいただけで……」

「もう決定です。大役をお願いしますね」

「笑顔で無む茶ちやを言うでない──────っ!?」

　エルフの郷さとに。

　エルフの巫み女この可愛かわいらしい悲鳴が、こだました。













　世界大陸・南部。

　ユールン連邦──その国境でもある山さん嶺れいに、聖霊族の聖地に数えられる滝がある。

　秘境「イグアス・フォール大だい瀑ばく布ふ」。

　いまだ生態不明の聖霊族の繁殖地であり、領土を奪われた人間の人類反旗軍レジストが幾たびも侵攻しつつ、だが反撃を受けて撤退を余儀なくされてきた未踏の地。

　その大瀑布を一望する崖で。




「久しぶりだねぇ六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。随分と到着が早かったじゃないか？」




　一匹の獣人。

　燃えさかる炎を想起させる毛皮の獣人が、対岸に現れた一体の敵種族に向かって告げた。

　愉快げに。流りゆう暢ちような人語に声を弾ませて。

「配下も従えずに。その様子じゃ慌てて駆けつけてきたようだね」

『…………』

　対面するのは、全身が真っ青な粘状生物スライムだ。

　透きとおった青の身体からだはまるで「海」がゼリーのように人型に固まった、と喩たとえるのが適当だろうか。

　聖霊族の英雄「霊れい元げん首しゆ」六リク元ゲン鏡キヨウ光コ──

　真っ青な半透明の少女が、無言で幻獣族の英雄を睨にらみつけている。

「冥帝ヴアネツサが真っ先に脱落したのは意外だった。あの周到な悪魔も珍しくヘマをした。そうは思わないか？」

　牙が皇おうラースイーエ。

　古獣種とされる幻獣族の英雄は、なおも嘲笑を崩さなかった。

「主天アルフレイヤも呆あつ気けないものだった」

『────』

「四種族。それぞれの英雄。それがもう残るのは二体のみ。とてもとても寂しいものだよ。そうは思わないか？」

　その問いの矛先は六リク元ゲン鏡キヨウ光コではない。

　小柄な獣人のすぐ隣に従う怪物。

　切除器官ラスタライザ──

　明らかに幻獣族とかけ離れた異種族を、牙皇ラースイーエは愛いとしげに撫なでていた。

　主しゆ天てんアルフレイヤの時とは違う。

　切除器官ラスタライザが懐いている。

　主あるじに撫でられる忠犬のごとく、その愛あい撫ぶを受け入れているではないか。

「主天アルフレイヤの最後はとても醜かった。この子の力になまじ抗あらがい、制御に失敗した。器の小ささが招いた敗北だった」

『…………』

　対する聖霊族の英雄は、いまだ言葉を発しない。

　そんな無言の相手へと。

「なあ六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。この世界の賢者であるお前なら理解しているよね」

　幻獣族の英雄は、諸もろ手てを広げて宣言した。




「聖霊族は、今日ここで世界から消える」





あとがき







　天使はなぜ堕おちたのか？




　堕天使──

　その名のごとく天から堕ちた天使になりますが、今回はこちらが敵テーマです。

　とはいえ何か捻ひねりを加えたいなと、本作においては、天使という存在が翼を失う意味について本世界観ならではの解釈が加わっています。堕天使となった天使がどういう理屈で力を得るのか。そしてなぜその対価に翼を失うのか。

　そんな本作第２巻、楽しんで頂ければ幸いです。




　さてさて『なぜ僕の世界を誰も覚えていないのか？』（『なぜ僕』）第２巻、手にとって頂きありがとうございます。

　まず早速の御礼になりますが、幸いにして第１巻がとても好調で、今後もシリーズとして続けられそうな勢いです。

　本当に嬉うれしいです、ありがとうございます！

　物語もまだまだ序章ですし、気を引き締めて頑張っていきたいなと。

　２巻でかなりお話が進んだ感じもしますが、このペースで大丈夫なのです。それくらい、本作の世界にはまだまだ秘密が盛り沢山なので、次の巻も変わらず全力で走っていけたらと思います。

　なお、第３巻は来年２月24日頃の予定です。

　このあとがきを書いている今まさに執筆中で、次はさらにもう一段、世界の謎に迫っていくことになるかなと。

　そして来年まで少しお待ち頂く間、よければということで、並行して進んでいる細さざ音ねの別シリーズをご紹介させてください。





●ファンタジア文庫



『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』（『キミ戦』）

　戦場でぶつかりあう剣士と魔女姫のヒロイックファンタジー。

　主人公とヒロインが敵同士でライバルで、そんな二人がどうなるのか──という独自な世界観です。２巻が出たばかりなので手に取りやすいかなと。

　こちらもすごく好調で、『なぜ僕』と一緒に頑張りたい物語ですので、ぜひ書店さんで見つけてもらえると嬉しいです。

　ちょうど来月の11月17日に第３巻も出ますので、タイミングもバッチリかと！




　というところでページも残り少なくなってきました。

　最後に、この場を借りて御礼を。

　２巻もスタイリッシュで恰かつ好こう良いイラストで彩って下さったｎｅｃｏ先生。レーレーンも可愛かわいくて、３巻にもぜひ彼女のイラストを……！

　そして担当編集Ｎ氏。今回も原稿チェックからカバーデザインまで、相談に乗って頂きありがとうございます。

　そして何よりも、本作を読んで下さった方に心から御礼を。




　願わくば──

　来月の11月に『キミ戦』３巻で。

　そして来年２月に『なぜ僕』３巻でお会いできますように。物語もさらに盛り上げていきますので、どうかご期待ください！





秋が近づいてきた夜に　　細さざ音ね　啓けい　




　　https://twitter.com/sazanek　※ツイッターで刊行のお知らせなど随時しております。











　著者

　細音啓（さざね・けい）

　　新作１巻の発売はいつもドキドキです。

　　それと同じくらい、２巻が出る時もドキドキします。

　　というわけで、嬉しいことに早くも『なぜ僕』２巻の刊行になりました。

　　世界から忘れられた少年の英雄譚、これからも頑張りますので、どうかご期待くださいませ！




　イラストレーター

　neco（ねこ）

　　フリーのイラストレーター。

　　キャラクターデザインを中心に活動中。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／neco

　　装丁／阿閉高尚
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